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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「金を失うのは小さく、名誉を失うのは大きい。だが、勇気を失うことは全てを失う」
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　男は、ビルの屋上に立ち、頭上で妖あやしげに光る月を見ていた。

　黒いニット地の覆面をつけていて、その顔をうかがい知ることはできない。

「時間だ」

　男は、ポケットから板チョコを取り出し、一口かじると、呟つぶやくように言った。

　担いでいたリュックから、ショットガンに似た形状をした、救命索発射銃を取りだす。

　空気圧により、離れた場所にワイヤーなどを射出するための銃で、災害救助などで使用されている。

　男は、脇を締めるようにして救命索発射銃を構える。

　狙うは、隣のビルにある給水塔のパイプ。

　距離は、直線で三十メートル。隣にあるビルの方が、一階分低い位置にある。

　男が引き金を引くのと同時に、ボンと鈍い音がして、ワイヤーの付いた鉤かぎが真っ直ぐ飛んでいき、狙い通りパイプに巻き付いた。

「ビンゴ」

　男は、笑みを浮かべながら言うと、ワイヤーの端を配電ボックスの留め金に固定する。

　これで、ビルの間をワイヤーでつなぐことができた。

　男は、リュックの中から滑車を取り出し、それをワイヤーに引っかける。

「では、行くとしますか」

　男は、滑車を強く摑つかみ、屋上の縁へりから地面を見下ろす。

　五十メートル以上の高さがある。落ちれば、死は免れない。だが、男は何の躊ちゆう躇ちよもなく滑車を摑んでビルから飛び出した。

　ワイヤーを走る滑車に運ばれ、男は瞬く間に隣のビルの屋上に到着した。

「楽勝」

　男は、得意げに微笑む。

　今、男がいるビルは、万全のセキュリティーを売りにしている。

　事実、入り口には、カードリーダーと静脈認証によるセキュリティーゲートがあり、入退出の履歴は、全てデータ保存されている。

　強引にこじ開ければ、たちどころに警備員が駆けつける。

　だが、それは地上からの侵入者に対してだけだ。

　入り口に万全を期すあまり、侵入できるはずがないという慢心が生まれている。

　そこが、セキュリティーの穴になる。

　男は、リュックから電動式のドライバーを出し、エレベーターシャフトへと通じるパネルを取り外す作業に取りかかる。

　素早い手つきで、パネルを外し、ペンライトをくわえたままエレベーターシャフトの中に侵入する。

　エレベーターシャフトに、警備システムが無いことを、男は知っていた。

　これも、慢心から生まれるセキュリティーの穴──。

　男は、リュックからロープを取り出し、その端をポールに結びつけ、もう片方を身体に装着したハーネスに取り付ける。

「よし」

　そのまま、クライミングの要領で、するするとエレベーターシャフトを降りていく。

　男は、十メートルほど下降したところで、動きを止め、シャフトの壁面を注意深く観察する。

「あった……」

　上の階と下の階の扉の間に、配管用に作られた高さ五十センチほどの隙間がある。一般家庭でいうところの、天井裏にあたる。

　男は、その隙間に身体を滑り込ませると、ロープを外した。

　エレベーターの扉の前には、赤外線の防犯装置が待ち構えている。迂う闊かつに開ければ、それでアウトだ。

　だが、配管用のスペースには、防犯装置は存在しない。

　ビルの図面は、全て頭の中に入っている。ペンライトをくわえたまま、這はうようにして配管用のスペースを進む。

　五分ほど進んだところで、点検用に設けられたパネルを発見した。

　息を殺し、慎重にそのパネルを外す。

　男は、眼下に目的の場所があることを確認し、目を輝かせた。

　ここは社長室の真上だ。三百坪ほどの広さがある事務所の一角をパーティションで区切って個室にしてある。

　天井に、半球の物体が取り付けてあるのが見えた。

　赤外線感知センサーだ。

　目に見えない赤外線を照射して、動く物体を感知すると、警備に通報する仕組みになっている。

　一見、万全に思えるこの装置には穴がある。それは、部屋全体を網羅しているわけではないということだ。

　たいてい、ある一方向に向かって赤外線が照射されている。

　この部屋の場合は、事務所スペースへと通じるドアだ。

　装置より後方にいれば、感知されることはない。

　それと、もう一つ。このセンサー自体に警報装置がないということだ。

　男は社長のデスクの上に降り立つと、ドライバーを取り出し、センサーのカバーを外す。むき出しになった機器から伸びる一本のコードを切断した。

　これで、ただのガラクタ。

　男は、部屋の隅に置かれた金庫の前に歩み寄った。

「あとは、頂くだけだ」

　男が、うっすらと笑みを浮かべた──。
















The first day

一日目　こうして事件は始まった







　　　　１




「山猫って知ってるか？」

　勝かつ村むら英ひで男おは、唐突に投げかけられたその質問に、首をひねった。

　質問の主は、雑誌の副編集長、水みず上かみだった。

　明日、納品分の原稿を書き上げ、帰り支度をしていた勝村は、カバンを肩にかけて水上のデスクに歩み寄った。

「絶滅の危機にある猫ですよね。ツシマとかイリオモテとか」

　勝村は、おどけた調子で答えた。

　環境問題をテーマにした記事を、担当させられるのかもしれない。

「やっぱり、そうきたか」

　水上は、乾いた笑い声を上げた。

「違うんですか？」

「うん、全然違う」

「じゃあ、ヴィスコンティですか？」

　一九六三年に公開されたイタリア映画──。

　芸術とまで言われる名作だが、勝村は、最後まで集中力がもたず、途中から眠ってしまった。

「あれ、いい映画だよね」

「はぁ……」

　勝村は、曖あい昧まいに答えた。

「だが、残念だけど、ヴィスコンティでもない」

「じゃあ、何です？」

　勝村は、黒ぶちメガネのフレームを指先で直しながら訊たずねる。

「三日前、三さん軒げん茶ぢや屋やで窃盗事件があったのは知ってるよね」

「はい」

　ニュースでしきりに報道されているので、勝村もある程度の情報は持っている。

　三軒茶屋のオフィスビルに入っている、システム開発会社の金庫から、一億円の現金が、ごっそり盗まれた。

　荒らされた形跡はなく、社長が金庫を開けるまで、誰も被害にあっていることに気づかなかったらしい。

　間違いなくプロの仕事だ──。

「あの事件の犯人が、山猫というらしいんだ」

「そうなんすか」

　勝村は、納得して頷うなずいた。

「実はな、まだ記事になってないんだが、その事件には後日談があるんだ」

　水上は、ヤニで黄色くなった歯を見せて、ニヤリと笑った。

「後日談？」

「そう。今日になって、社長が逮捕されたんだよ」

「被害者なのに？」

　勝村は、眉み間けんに皺しわを寄せた。

「そう。被害者なのに……」

　水上は、じらすように間を置くと、煙草に火を点つけゆっくりと煙を吸い込んだ。

「どういうことです？」

　勝村は、身体を反らして煙を避よけながら訊ねる。

「被害にあった会社には、副業があったんだよ」

「副業？」

「その会社は、顧客情報の管理システムに携わっていたんだが、その業務の中で入手した個人情報を使い、振り込め詐欺をやっていたんだ」

「それは、不運でしたね」

　勝村は、肩をすくめるようにして笑った。

　金を盗まれたうえに、自らの犯罪が明るみに出て、警察に逮捕される。

　──いい気味だ。

　勝村は、内心呟つぶやいた。

「いやいや違うんだよ。あの事件は、ただの不運じゃないんだ」

　水上は、ウィンナーのように、たっぷり肉のついた指を、勝村の鼻先に突きつけた。

　勝村は、逃げるように身体を仰のけ反らせる。

「不運じゃない……」

　──どういうことだろう？

　勝村は、考えをめぐらせてみたが、これといっていいアイデアは出て来ない。両手を広げて、降参のポーズをとった。

「金庫に、貼り紙が残されていたんだ」

　水上が、得意そうに言う。

「貼り紙……ですか？」

「そう貼り紙だ。犯人から警察に向けた、メッセージが書かれた貼り紙」

　──そういうことか。

　勝村にも、話の筋が見えてきた。

「つまり……」

「窃盗犯である山猫が、警察に貼り紙というかたちで密告していたらしいんだ」

　水上が、勝村を遮るように言った。

　──なかなか粋いきなことをする。

　だが、勝村はもうひとつ信じられなかった。

　現代の世の中に、鼠ねずみ小こ僧ぞうや石いし川かわ五ご右衛え門もんのような義ぎ賊ぞくが存在するのか？

「それって都市伝説みたいな話ですね」

「噓ついてるように見える？」

　素直に頷きそうになった勝村だったが、慌てて首を左右に振り、鼻の頭をかいた。

「何か証拠はあるんですか？」

「だからさ、それを勝村君に調べてもらって、追跡記事を書いてもらいたいわけ」

「ぼくに？」

「そう。うちって芸能記事メインだけどさ、この事件はいけると思うんだよね」

　水上は、煙草を灰皿に押しつけ、続けざまに新しい煙草に火を点けた。

　水上が副編集長を務めるのは、芸能スキャンダルやファッション、映画などのネタをメインにしている大衆向けの週刊誌だ。

　かつては事件記事も追いかけていたのだが、編集長が代わり、大幅に方向転換した。

　今の時代、暗い事件記事よりゴシップをメインに持ってきた方が雑誌の売り上げが伸びるというのが、現編集長の考えだ。

　山猫と名乗る窃盗犯のネタは、事件記事ではあるが、どこか現実離れしている。

　水上は、現編集長の意向とも合うと踏んだのだろう。

「勝村君は、今いま井い編集長の時に、事件記事やってたんでしょ」

「あ、はい」

　水上の言う通り、前任の編集長である今井のとき、勝村は主に事件記事を追いかけていた。

　勝村が、出版社で働きだして、すぐについた上司が今井だった。

　取材のイロハを徹底的にたたき込まれた。勝村にとって、今井は師匠と呼ぶに値する人物だ。

　二年前に、独立するために退職したが、今でも月に一度は飲みに行く間柄だ。

「適任かなって思ったんだ」

「いいっすよ。やらせて下さい」

　勝村は快諾した。

　久しぶりの事件記事ということで、気持ちが昂たかぶっていたし、山猫という窃盗犯に興味も湧いてきた。

「じゃあ、頼むね」

　水上は、煙草をくわえたまま、椅子の背もたれに身体を預けた。

「期限はどれくらいあるんですか？」

　勝村は、カバンの中からスケジュール帳を取りだしながら訊ねた。

「次号に、追跡記事の第一弾を載せたいんだよね」

「と、いうことは、五日くらいですかね」

　勝村は、スケジュールを目で追いながら言う。

「三日で頼むよ」

「三日？」

　──期間が短すぎる。

「全部、まとめろとは言わないよ。ただ、記事がモノになるか、確認したいんだ」

　今から、事件の概要を調べ、取材対象を捜し、インタビューをする。現場の写真も必要だし、捜査状況の情報も欲しいところだ。

　勝村が、今からやるべきことを、頭の中で整理しているところで、水上の携帯電話に着信があった。

「久しぶりだね。あ、うん。大丈夫よ……」

　水上は、煙草を灰皿に押しつけ、勝村がいることを忘れているかのように、携帯電話で話を始めた。

　一度、席に戻るべきか悩んだが、勝村は、立ったまま水上の電話が終わるのを待った。

「え？　それってマジ？　今回、タイミング早いね。あ、本当……うん。今さ、丁度ライターがいるから、すぐ行かせるわ。住所教えてもらえる？」

　水上が、興奮気味に声を上げながら、デスクの上のメモ帳を引き寄せ、ペンを走らせる。

　話の内容は聞こえなかったが、何が起きたのかは、何となく予想がついた。

「勝村君。タイミングいいよ。また出たって」

　電話を切った水上が、嬉うれしそうに勝村にメモを差し出す。

「山猫ですか？」

「そう。山猫」

「でも、なんで山猫なんでしょうね」

　勝村は、受け取ったメモの住所を確認しながら、不意に浮かんだ疑問を口にする。

「現場に残されていた告発メモに、山猫って書いてあったんだって」

「自分で名乗ってるわけですか……」

　以前に、犯行現場に自分がやった証拠として、脱だつ糞ぷんしていった窃盗犯の記事を書いたことがある。

　今回の山猫といい、窃盗犯というのは、自己顕示欲が強い人間が多いのかもしれない。

　勝村は、カバンの中から、携帯用の地図を取り出し、住所を確認していて、思わぬことに気がついた。

　──この住所の場所を知っている。
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　霧きり島しまさくらが到着すると、すでに現場はお祭りのような騒ぎになっていた。

　現場は、環状七号線沿いにある八階建てのオフィスビルだった。

　エントランス前には黄色いロープが張られ、制服警官が警備にあたり、それを取り囲むようにヤジ馬とマスコミの姿があった。

「ついてないわ」

　さくらは、落胆のため息をついた。

　週末の夜、環状七号線は混み合っている。それを見越して、裏道を走ったのだが、余計に時間がかかってしまったらしい。

　近くの路上に車を停めたさくらは、人の群れを搔かき分けて進む。

「何があったんですか？」

　途中、尖とがった鼻に口ヒゲを生やした、雑誌記者らしき男に声をかけられたが、何も答えなかった。

　現場に到着したばかりなので、質問に答えられるほどの情報を摑つかんでいない。

　さくらは、警備に立つ制服警官に手帳を提示し、黄色いロープの内側に入った。

「随分、遅かったじゃないか」

　同僚の福ふく原はらに声をかけられた。

　白塗りをした芸者のように肌の色が白い。

　ギャンブル好きで、外見に無む頓とん着ちやく。競馬場にいたら、誰も刑事だと気づかないだろう。

「福原が、一番乗り？」

「俺も、十五分ほど前に来たところだ」

　悪気はないのだろうが、福原は独特のねちっこい喋しやべり方をする。

「救急車が来てるけど、ケガ人が出たの？」

　さくらは、肩まである髪を後ろでアップにしてヘアクリップで留めると、ジャケットのポケットから白い手袋を取り出しながら訊たずねた。

「死体が一つ」

　福原は、囁ささやくような声で言いながら人差し指を立てた。

「死体？」

「さっき、救急隊員が死亡を確認した」

「酷むごい……」

　さくらは、思わず表情を歪ゆがめた。

「刑事なんだから、一般人みたいな反応すんなよ。今さら、死体が怖いわけじゃないだろ」

　福原は、おどけた調子だった。

　その態度に、無性に腹が立ったが、口に出すことはなかった。

　さくらは、仕事柄、今まで数え切れないほどたくさんの死体を見てきた。だが、いつまで経っても、それに慣れることはない。

　つい数時間前まで、息をして、食事をとり、人と話をしていた。それが、ほんの一瞬で肉の塊と化す。

　その光景を、日常化することに抵抗を感じていた。

「無線では、山猫って窃盗犯だっていってたけど……」

　さくらは、訊ねた。

「いや、間違いなく奴だ。現場に、いつもの貼り紙もあったらしい」

　山猫は、自分の犯行現場に、ご丁寧に署名入りの貼り紙を残していく。

　義賊を気取った、小悪党だ──。

「死体は、どういうこと？」

　さくらは、そこが引っかかっていた。

　山猫は強盗ではなく、窃盗犯だ。窃盗の現場に、死体というのは、明らかに不釣り合いだ。

　混同している人間が多いが、強盗と窃盗では、根本的に違いがある。

　簡単に言えば、他人から無理矢理奪うのが強盗。人知れずに奪うのが窃盗。侍と忍者くらい違う。

「どうもこうもねぇよ」

　福原が、気け怠だるそうに言う。

「ちゃんと答えてよ」

「まだ、はっきりしたことは分かってねぇけど、誰もいないと思って窃盗に入った山猫が、被害者と鉢合わせになった」

「それで、居直ったってこと？」

「多分ね。顔を見られたか何かして、慌てて首を絞めて殺しちまったんだろ」

　福原は、自分の首を絞める真似をして、だらしなく舌を出した。

「絞殺されたの？」

「ああ。首にロープが巻き付いてたって……」

「身元は？」

「このビルに入ってる会社の社長で、今井洋よう介すけ。四十歳。警備員にも確認済みだ」

　──一応の筋は通っている。

　だが、なぜかさくらの胸には、もやもやとした雲が残った。この雲を晴らすには、自分の目で現場を確かめる必要がある。

　さくらは、白い手袋を嵌はめながら、ビルのエントランスに向かって歩みを進めた。

　エレベーターで、犯行現場となった七階のフロアに向かう。

　目的の階に到着して、エレベーターを降り、廊下に出る。そこには、鑑識の人間がごった返していた。

　さくらは、隙間を抜けるように廊下を進み、突き当たりの部屋に足を踏み入れた。

「めちゃくちゃね……」

　さくらは、現場の惨状を目の当たりにして、思わず呟つぶやいた。

　五十坪ほどの事務所スペースの至るところに書類が散乱し、デスクの引き出しが片っ端から開けられていた。

　まるで、嵐が通り過ぎたあとのようだ。

　部屋の奥へと進んださくらは、窓際の床に、白いチョークで人型が描かれているのを目にした。

　──ここで、今井が殺された。

　さくらは、人型の前に跪ひざまずき、両手を合わせて黙もく禱とうした。

　必ず、犯人を捕まえる。そのことだけを強く念じる。それが、自分たちにできる唯一の供養だ──。
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　勝村が、タクシーを降りるのと入れ違いで、ビルの前に停車していた救急車がサイレンを鳴らさずに走り去った。

　──妙な胸騒ぎを感じる。

　救急車がサイレンを鳴らさないのは、その必要がないからだ。

　理由は二つ──一つは、収容する必要がないとき。そして、もう一つは、対象者が死亡していたときだ。

　勝村は、今回、山猫が窃盗を働いた会社の住所を確認して驚いた。

　今井の経営している出版社と同じ住所だったからだ。

　だが、それだけで断定するのは早計だ。

　今井の会社が入居しているのは、ビルの七階のフロアだ。山猫が入ったのは別のフロアかもしれない。

　勝村は、胸騒ぎを振り払うように自分に言い聞かせ、タクシーの中で今井の携帯電話に連絡を入れた。

　だが、呼び出し音が鳴ることなく、留守番電話に切り替わってしまった。

　こういうときは、悪い方にしか考えられないのが人間の性さが──。

　勝村は、人ごみを搔き分け、立入禁止のロープの手前のスペースに、強引に身体を滑り込ませた。

「被害者が出たんですか？」

　息を切らしたまま、隣にいるカメラマンらしき男に声をかけてみた。

　イタリア人のように尖った鼻をしていて、口を囲むようにヒゲを生やしていた。いわゆる泥棒ヒゲというやつだ。

　ニット帽を被かぶっていて、肌は浅黒く、引き締まった体つきをしている。

「らしいね。強盗と鉢合わせて、殺されたんだと」

　男は、露骨に不快な表情を浮かべながら答えた。

　勝村は、それでもお構い無しに質問を続ける。

「被害者は誰です？」

「さあ、従業員かもしれないし、警備員かもしれない」

「入ったのは、何階ですか？」

「七階らしい」

　男の言った一言で、勝村は崖がけから突き落とされたような気分を味わった。

「そんな……噓ですよね。噓だって言ってください」

　勝村は、男にすがる。

「私に言われてもねぇ……」

　男は、面倒臭そうに言うと、カメラを構えて無作為にシャッターを切った。

　話は終わりだ──そう宣言されているようだった。

　勝村は、男への質問を諦あきらめ、他の情報源を求めて必死に視線を走らせる。

「あっ！」

　勝村は、ビルのエントランスから出てくる女性の姿を見て、思わず声を上げた。

　霧島さくら──。

　勝村の大学時代の先輩だ。

　──なぜ、さくらが？

　疑問を抱いた勝村だったが、すぐに、大学卒業後、さくらが警察に入ったことを思い出した。

　アップにした髪で颯さつ爽そうと歩く姿は、ファッションショーのモデルのようで、犯行現場には不釣り合いな感がある。

　美人でありながら、飾りっ気がなく、姐あね御ご肌はだで面倒見も良かった。

　そんなさくらに、憧あこがれていた男は、勝村の知っているだけでも、両手で足りないほどだ。

　かくいう勝村も、密ひそかに想いを寄せていた一人だ。

「さくら先輩！」

　勝村は、大きく手を振りながら声を上げた。
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　さくらは、頭の中で情報を整理しながら、ビルのエントランスを出た。

　ロープの外にいるヤジ馬が増殖していた。

　おそらく、半分の人間は何が起きたのか理解できていないだろう。人だかりがあるから、取り敢あえず行ってみる。

　光に群がる夏の虫のようだ。

「まったく……」

　呟きながら、その場を立ち去ろうとしたさくらの耳に、聞き覚えのある声が飛び込んできた。

「さくら先輩！」

　まさかと思いながら、ちらっと視線を向けると、ロープのすぐ前で大きく手を振っている男の姿が目に入った。

　──やっぱり勝村だ。

　大学時代と、全然変わっていない。

　興奮気味にぴょんぴょん飛び跳ねている。

　大学を卒業してからだから、五年ぶりの再会になる。さくらは、思わず表情が緩んだが、すぐに気を取り直した。

　街中で偶然顔を合わせたのであれば、「久しぶり」と、話に華を咲かせるところなのだが、ここは犯行現場で、自分は刑事という立場だ。

　さくらは、残念だが、気づかないフリをして、歩き去ることを選択した。

「ちょっと、さくら先輩！　ぼくです！　勝村です！」

　勝村が、ロープ沿いに、人を押しのけながら追いかけてくる。

　ドラマでよくある、駅のホームでの別れのシーンのようになっている。

　──恥ずかしいから止めて。

　さくらのその願いとは裏腹に、勝村の声は止まらない。

　周囲の視線が、自分に集中しているのを感じたさくらは、苛いら立だちを嚙かみ殺して、大おお股またで勝村の前まで歩みを進めた。

「気がついてくれたんですね。良かった」

　勝村が、まるで子どものように無邪気な笑みを浮かべた。

　人がよさそうで、一見すると頼りない感じに見えるのだが、意外に心しんが強く、頑固な一面も持っている。

　そればかりか、後先考えずに突っ走る無鉄砲なところもあったりして、見ていて危なっかしい。

　母性本能を、くすぐるタイプだ。

　本人に自覚は無いようだが、大学時代、年上の女性に絶大な人気を誇っていた。

　さくらは、何度も勝村を紹介して欲しいと友人に頼まれたことがあるが、一度も応じたことはない。

「なんで、こんなとこにいるの？」

　さくらは、勝村に詰め寄った。

「なんでって……ぼく、今は雑誌の記者をやってるんです」

「雑誌記者？　誰が？」

「ぼくです」

「噓でしょ」

　さくらは、思わず笑ってしまった。

　雑誌記者は、刑事と同じで、肉体と精神の強きよう靭じんさを要求される泥臭い仕事だ。爽さわやかを絵に描いたような勝村に務まるとは思えなかった。

「噓じゃありませんよ。名刺もあります」

　勝村は、ジャケットから名刺を出し、さくらに渡す。

　その名刺には、大手出版社の社名の下に、ライターとして勝村の名前が書かれていた。

「それで、記者をやっている勝村は、犯行現場で偶然あたしを見つけて、情報を引き出そうってわけ？」

　さくらは、わざと意地の悪い言い方をした。

　自分が刑事でなければ、声をかけてこなかったと思うと、少し寂しい感じがした。

「そういうわけじゃないんですけど……」

　勝村が、困ったように眉まゆ尻じりを下げ、頼りない表情をする。

　その顔を見ると、いつもなんとかしてやりたいと思ってしまう。計算してやっているとしたら、なかなかの役者だ。

「教えてあげたいけど、あたしにも、喋しやべれないことがあるの。正式発表まで待って」

　立ち去ろうとしたさくらだったが、勝村に腕を摑つかまれた。

「いや、そうじゃないんです」

「なに？」

「ぼくは、今井さんが無事だと確認できればいいんです」

　目を見開き、必死の形相で勝村が訴えてくる。

「もしかして、今井社長と知り合いなの？」

「はい。ぼくの恩師なんです」

　──そういうことか。

　さくらは納得する。

　勝村は、雑誌記者としてではなく、知人の一人として、今井の安否を気遣っている。

　だとすれば、余計に何が起きたのか話すことが躊躇ためらわれた。

　だが、隠したところで、変えようの無い事実なのだから、いずれは勝村にも知れる。せめて自分の口から教えてやるべきかもしれない。

　さくらは、そう考え、唾つばを飲み込んでから、改めて勝村の目を見た。

「残念だけど、今井社長は、亡くなったわ」

　改めて口にしたことで、その事実が重くのしかかってくる。

「えっ！」

　素すっ頓とん狂きような声を上げたあと、勝村の顔から表情が抜け落ちた。




　　　　４




　犯行現場をあとにした勝村は、経きよう堂どうにある居酒屋に足を運んだ。

　農大通りの途中を曲がった先にある、有名なラーメン屋の隣。カウンター席しかない小屋みたいな店だ。

　今井と飲む時には、いつもこの店だった。

　飲み物のメニューはビールと焼しよう酎ちゆうだけ。料理が格別美味うまいわけでもない。なぜ、今井がこの店を好んだのか未いまだに分からない。

「いらっしゃい」

　カウンターの向こうで声を上げたのは、馴な染じみの店長ではなく、バイトと思われる若い男だった。

　勝村が「あれ？」という顔をしていると、店長は身内に不幸があったということで、帰省しているのだと説明された。

　一人で家にいることに耐えられそうになかった。

　だから、この店で店長と今井の死を悼もうと思っていたのだが、肩すかしを食らった。

「何にします？」

　勝村は、注文をとる男に、今井と共同でキープしてあったボトルを出してもらった。

　芋いも焼酎の「霧島」。

　いつもはウーロン茶で割るのだが、今日は氷を落とすだけにした。

　勝村は、舐なめるように一口啜すする。

　下戸とまでは言わないが、酒に弱い勝村には、味の善し悪しは分からない。

　独特のツンとした臭いが鼻から抜け、空腹の胃にアルコールが染み渡る。

　──吐くほど飲まないと、強くなれないぞ。

　今井によく言われた。

　その度に、勝村は、アルコールに弱い方が、経済的だと反論をした。お決まりの会話だった。

　些さ細さいなやりとりではあるが、それがもう二度と繰り返されないと思うと、目頭がじんわりと熱くなった。

　勝村が、こうして雑誌記者としてやっていけているのは、今井のおかげだった。

　──将来、小説家になりたい。

　そんな夢を抱いた勝村は、大学四年の夏、就職活動もせずに出版社のアルバイトを始めた。

　そのとき、配属された雑誌の編集長が今井だった。

　今井は完かん璧ぺき主義者で、自分にも他人にも厳しかった。そのせいか、多くのスタッフから毛嫌いされ、孤立していたようにも見えた。

　だが、勝村は、それほど苦手意識を抱かなかった。

　今井の怒りが悪意ではないことが、理解できていたからだ。彼の言っていることは、いつも正しかった。

　勝村からしてみれば、裏表がなく接しやすい人物だった。

　自然に今井にからむ仕事は、苦手意識の無い勝村に回されることが多くなり、接する機会が増えていった。

　最初は、雑務だけを任されていたのだが、今井は、勝村が小説家志望だと知ると、ライターとしての仕事をさせてくれるようになった。

　取材の方法も、記事の書き方も、全て今井から直々に教わった。

　──情報を発信する人間は、何があっても噓を吐くな。

　それが今井の口グセだった。妥協の無い今井に伝授された技術は、今の仕事の基礎になっている。

　大学を卒業する頃、今井の推薦で正社員として今の会社に雇用された。

「クソっ！」

　勝村は、急に噴き出した犯人に対する怒りから、カウンターを叩たたいた。

　グラスの半分も空けていないのに、酔いが回って来たらしい。

　この店に来ると、今井はいつも自分の理想について語っていた。

　──警察は、事件が表に出なければ、捜査をしない。だから、眠っている犯罪を発掘してやるのが、俺たちの使命だと思っている。

　今井は、その理想のために会社を辞めて出版社を立ち上げた。

　詳しく理由を訊きいたりはしなかったが、雑誌の編集長では、今井の理想には遠く及ばなかったのだろう。

　──最後に、今井さんに会ったのは、いつだったろう？

　ふと、頭の片隅に疑問が浮かんだ。

　ここ一ヶ月は顔を見ていなかった。電話で話したのも、二週間ほど前だった。

　──勝村。俺は、信念が揺らぎそうだよ。

　そのとき、今井は珍しく弱音を吐いていた。雑誌の売れ行きが、イマイチであることは知っていた。経営に行き詰まっていたのかもしれない。

「何か情報は入りましたか？」

　声に反応し、勝村はゆらゆらと顔を上げた。

　振り返ると、店の入り口のところに、一人の男が立っていた。ニット帽に尖とがった鼻。泥棒ヒゲを生やしたカメラマン。

「さっきの……」

「山やま根ね虎とらです。隣、空いてますか？」

　山根は、勝村の返事を待つことなく、隣に座るとビールを注文した。

「そちらは、何か摑めましたか？」

　勝村は、山根の前にビールが置かれるのを待ってから訊たずねた。

「いやぁ、全然ダメですね」

　山根は、笑顔でそう答えると、グラスに注がれたビールの泡をすする。

「そうですか……」

「失礼な質問なんですが、被害者の今井さんとは、お知り合いだったんですか？」

「ええ」

　勝村は、短く答え、メガネを外して涙ぐんだ目を擦こすった。

「そうですか……。実は私も何度か今井さんと仕事をしたことがありましてねぇ」

「そうなんですか？」

「ええ。さっき話を聞いたときは、本当に驚きました。惜しい人を亡くしました」

　山根が神妙な顔つきで、泥棒ヒゲを撫なでた。

　思わぬところで今井のことを知る人物に会い、勝村は救われた気がした。もしかしたら、今井が山根と引き合わせたのかもしれないとさえ思えてくる。

　落胆し、沈んでいた気持ちが一気に浮き上がってきた。

「今井さんに」

　山根が、ビールのグラスを掲げた。

「今井さんに」

　勝村は、それに応じてグラスを掲げる。

　グラスを合わせることなく、二人は同時にグラスの中身を流し込む。

「あの人、厳しかったでしょ」

　勝村は、熱い息を吐き出しながら言った。

　それと同時に、山根が何かを思い出したらしく、肩を震わせて笑い始めた。

「まったくだ。本当に厳しかった。何度もダメ出しをするんだよね。噓だろうって思いましたよ」

「そうそう、ぼくも原稿が一発で通ったことなんて、一度もないんです」

　話し始めたことで、勝村の脳裏に、今井との思い出が次々と蘇よみがえって来る。

　今日は飲もう。今井の言いつけを守って、吐くまで飲もう。
















The second day

二日目　盗みのルール
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　──どうしてなの？

　さくらは、疑問を抱えたまま、会議室のパイプ椅子に座っていた。

　部屋の中に残っているのは、さくら一人だ。

　ついさっきまで、この会議室では、昨晩の強盗殺人事件の捜査会議が行われていた。

　刑事課長である森もり田たにより、捜査方針が決定され、それぞれ役割が分担された。だが、さくらだけ指示が無かった。

　そのことに抗議すると、森田から「会議室で待つように」と指示が出た。

　──嫌な予感がする。

　男社会である警察組織において、女性は職務差別の対象となる。

　数十年前まで、女性警察官には逮捕権がなく、交通課勤務という限られた職務につくことしかできていなかったほどだ。

　表向きの体制は変わっても、その根底に流れるものは、そう簡単には変わらない。

　警察に入ってから、さくら自身、何度もそういった職務差別を受けてきた。

「待たせたな」

　ドアが開き、森田が顔を出した。

　五十歳という年齢にしては、身体が引き締まっていて、血色もいい。

　彼は、ノンキャリアの叩たたき上げから、刑事課長にまで上り詰めた男だ。それだけに、現場のことをよく分かっているし、下からも信頼が厚い。

「説明して頂けますか？」

　さくらは、立ち上がりながら、じっと森田を見返す。

「そうせっつくな。まずは座れ」

　森田に促され、さくらは椅子に座り直した。

　それを見届けてから、森田も近くにある椅子を引き寄せ、さくらと向かい合うようにして座った。

「まさかとは思いますが、捜査から外すつもりですか？」

　さくらは、すぐに話を切り出した。

　苛いら立だっているせいもあり、恋人の浮気を咎とがめるような、詰問口調になってしまう。

「なぜ、君を外す必要がある？」

　森田は、余裕のある笑みを浮かべた。

「なぜって……」

　さくらは、言葉に詰まった。

　自分の早とちりを指摘されたようで、恥ずかしさから顔が熱くなる。

「霧島を捜査から外せるほど、うちに人的余裕は無い」

　森田が、白髪の交じった髪をかき上げるようにしながら言った。

　過剰に褒めているように聞こえるが、悪い気はしない。だが、そうなると逆に分からない。

「では、なぜですか？」

「君には、事件に関係したことで、別のことを頼みたいんだ」

「別の？」

　さくらは、首を捻ひねった。

「実は、ちょっとデリケートな問題で、他の人間には頼み難にくいことなんだ……」

　さくらは、森田の言葉を受け、下っ腹がむず痒がゆくなるのを感じた。

　デリケートな問題とは、厄やつ介かいごとと同どう義ぎ語ごだとさくらは認識していた。

「どういうことです？」

「山猫が、窃盗を行っているのは、うちの管轄だけじゃないことは知っているね」

　さくらは黙って頷うなずいた。

　それが、山猫がなかなか捕まらない理由の一つにもなっている。ほとんどの窃盗犯は、土地鑑のある一定地域で犯行を行う。

　犯人からしてみれば、その方が動き易いのだろうが、同時に警察側からすれば、捜査がし易い。次の犯行予測もたつし、情報も蓄ちく積せきされる。

　だが、山猫の行動範囲は、東京都内だけでなく、神奈川県、埼玉県、千葉県と、南関東全域にわたる。

　まさに神出鬼没の窃盗犯。

　今回のように同じ管轄内で、連続して犯行を行ったのは初めてのことだ。

「本庁に、以前から山猫を追っている刑事がいる。今回、その刑事が捜査協力要員として、うちの署に派遣される」

　そこまで言われれば、その先の展開が読める。

「その捜査官とチームを組めと？」

「気に入らないだろうが、うちとしては、本庁から大挙して人が押しかけるような事態だけは避けたい」

　細められた森田の目に、焦しよう燥そう感かんが漂っている。

　本庁との間で、どんなやりとりが行われたかは分からないが、ギリギリの妥だ協きよう案あんだったのだろう。

　森田の心情は、さくらにも理解できる。だが、だからといって、納得できたわけではない。

「あたしは……」

　さくらの言葉を遮るように、森田が視線を入り口の方に向けた。それにつられて、さくらも入り口に目を向ける。

　ドア口のところに、一人の男が立っていた。

　年齢は、四十代前半だろうか──エラの張った四角い顔だった。角刈りにした髪が、より一層それを強調している。

　口には火の点ついていない煙草を咥くわえ、白いシャツに紺のネクタイ。「俺は刑事だ」という看板をぶら下げて歩いているようだ。

「彼が、関せき本もと警部補だ」

　森田が、申し訳なさそうに言った。

「森田さんよ。本庁からの要請を、ちゃんと聞いてなかったのか？」

　関本が、巻き舌ぎみに言う。

「どういう意味です？」

　関本は、森田の質問に答えることなく、さくらの前まで歩み寄ると、臭いを嗅かぐように鼻をひくつかせながら顔を近づけ、睨ねめ回すような視線を向ける。

「うちから要請したのは、キャバ嬢じゃねえ。使える捜査官のはずだ」

　関本が、ギロリと目を剝むく。

　──誰がキャバ嬢よ！

　さくらは、叫びそうになる気持ちを苦労して抑え込んだ。

　少しでも気を抜いたら、その鼻っ面に渾こん身しんの右パンチをたたき込んでしまいそうだ。

「彼女は、使える捜査官だ」

　森田が、真っ直ぐに関本の目を見ながら言った。

「俺には、そうは見えないね」

　関本が、すぐに反論したが、森田は意に介さないといった感じだった。

「第一印象だけで人の能力を判断するのは、危険なことだ。警察学校で習わなかったかね。関本警部補」

　森田は、あえてゆっくりとした口調で言った。

　関本の顔が、みるみる強こわ張ばっていく。

「言うじゃないか。森田警部」

　関本と森田が、睨にらみ合った。

　中年の男が二人、見つめ合っている様を見るのは、あまり心地いいものではない。

「あたしが、役立たずの女かどうかは、行動を見てから判断して下さい。もし、関本警部補が、足手まといだと感じたら、すぐにでも外して頂いて結構です」

　さくらは立ち上がり、二人の間に割って入るようにして宣言した。

　口であれこれ言えば、ただの言い訳になる。認めてもらうためには、実力を示すしかない。さくらは、そう心得ていた。

　関本は、一瞬だけ驚いた表情をしたが、すぐに真顔に戻る。

「そこまで言うなら、好きにしろ」

　笑い飛ばすように言うと、関本は足早に会議室を出て行った。

　重苦しい空気から解放されたさくらは、椅子に座り直しながら、長いため息をついた。

　これから、あの男と行動を共にしなければならないと思うと、心底うんざりする。

「能力はあるようだが、かなりクセのある人物らしい」

　森田が、落胆したように肩を落としながら言う。

「優秀な刑事が、なぜ今まで山猫を逮捕できなかったんでしょうね」

　さくらは皮肉を込めて言った。

　関本に、どれほどの経験があるかは分からないが、結果を残せない人間は、優秀だとはいえない。

「問題はそこなんだよ」

「というと？」

　まさか、ここで森田が話に乗って来るとは思っていなかった。

「何の確証もないから、明言はできない。ただ、気になるんだ。彼は、何年も山猫を追い回している。それなのに、なぜ、今まで逮捕できていないのか？」

　森田の言葉を聞き、さくらは電気を流されたような感覚を味わった。

「彼に問題がある……そういうことですか？」

「それは、まだ分からん。とにかく、今後、彼の行動を監視し、もしおかしなところがあれば、すぐに報告して欲しい」

　さくらは、返事に詰まった。

　──監視と報告。

　その言葉が意味するところの大きさを、実感したからだ。
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　勝村は、呼び鈴の音で目覚めた。

　──ここはどこだ？

　意識が混濁したのは、最初だけで、すぐに住み慣れた六畳一間のアパートであることに気づいた。

　頭に締め付けられるような痛みがあった。

　昨晩、調子に乗って飲みすぎたようだ。山根と二軒目のバーに足を運んだところまでは覚えているが、その先の記憶がない。

　どうにか立ち上がったものの、視界がゆらゆらと揺れていた。

　それが、二日酔いからくるものなのか、うだるような暑さからくるものなのか、勝村には判断できなかった。

　急せかすように、再びチャイムが鳴らされる。

　勝村は、頭を押さえながら玄関に向かい、ドアを開けた。

　ジーンズにＴシャツ姿の若者が、無言でＡ４サイズの封筒を差し出して来た。

　茶色に染まったボサボサの髪で、客先だというのに、ケンカを売りに来たようなふてぶてしい態度だった。

　だが、勝村にそれを注意するような気概はない。

　無言で荷物を受け取り、伝票にサインをしてドアを閉め、封筒を持ってデスクに座る。

　差出人は、今井の会社になっていた。

　中身は、今井の会社で発行されている月刊誌だった。

　表紙には、手錠でつながれ、現場検証に立ち会う誘拐犯の写真が使われていて、タイトルである〈ＲＥＡＬ〉という赤い文字が躍っている。

　通常の週刊誌にあるような、水着で微笑むグラビアアイドルの写真も、お薦めラーメン店の情報もない。

　そのほとんどが、文字と必要資料で埋め尽くされている。

　今井は、この雑誌を刊行するために、大手出版社の編集長という、安定した生活を捨てた。

　会議で決まった、商業ベースに乗るであろうと思われる記事だけを扱う。

　実際の事件を扱ったとしても、売れるように、面白おかしく記事にしなければならない。

　物事の本質は、そうやって捻ねじ曲げられていく。

　雑誌は、ジャーナリズムでないことは、今井も充分に分かっていた。

　だが、都合のいい部分だけ切り取って、読者に真実と異なる解釈をさせるという手法に、完かん璧ぺき主義者の今井は憤いきどおっていた。

　自分の信念にそぐわない会社の中で、腐っていくくらいなら、自分のやりたい雑誌を、自分で創る──。

　今井らしい決断といえた。

　勝村は、汗ばんだ手をＴシャツで拭ぬぐい、最初のページをめくってみる。

　満開の桜の写真が掲載されていた。

　朽ちた流木のような幹から、大きく二手に枝が分かれている。

「この桜……」

　勝村は、思わず声を上げた。

　そこに写っている桜に、見覚えがあった。日本三大桜の一つで、山梨県にある山やま高たか神じん代だい桜ざくらだ。

　満開の桜が、圧倒的な迫力で迫ってくる。

　勝村は、かつて今井とこの山高神代桜の撮影に行ったことがある。

　今井から、創刊する雑誌の表紙の撮影を手伝って欲しいと頼まれ、休日を利用して足を運んだ。

　勝村は、懐かしさから、その写真を指でなぞった。ざらざらとした感触。特殊な紙を使用しているのだろう。

　──でも、なぜ今になって、創刊号の表紙と同じ写真を？

　勝村のその疑問の答えは、すぐに見つかった。

　雄大な桜を背景に、白文字で文章が書かれているのが目に留まった。




　　　誠に残念ながら、本号をもって休刊とさせて頂きます。

　　　しかし、我々の理念が終わってしまうわけではありません。

　　　真実は、あなたの目の前にあります──。




　勝村は、奇妙な符合を感じた。

　──雑誌の休刊と同時に、自分の命まで終えてしまうとは。

　それを思うと、勝村の中に悔しさがこみ上げてくる。

　拳こぶしを握り締め、あふれ出しそうになる涙を、どうにか堪こらえた。

　──今は、ここで悲しみに暮れているときではない。

　勝村は、自分に言い聞かせると、今井から送られてきた雑誌をカバンの中に押し込み、身支度を始めた。

　今井を殺害した、山猫という窃盗犯の真実に迫る。

　勝村は、それが、今井のためにできる唯一の弔いのような気がしていた──。
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　さくらの運転する白いカローラは、世せ田た谷がや通りから環状七号線に入り、高たか井い戸ど方面に向かっていた。

　車内は、キンキンに冷房がきいていて、鳥肌が立つほどだった。

　さくらは、手を伸ばし、冷房のスイッチを切った。だが、すぐに助手席の関本が入れ直す。

　──冷房を止めてください。

　さくらは、口に出して言ってみようかとも思ったが、止めておいた。

　さっきの会議室でのやり取りで、関本が、どんなタイプの男かは、充分過ぎるほどに理解できた。

　意見などしたら、手痛いしっぺ返しを受けるに違いない。

「お前は、女のくせに、なんで警察官になろうと思った？」

　関本が、腕組みをしながら不機嫌そうに言う。

　まるで、女は警察官になってはいけない、みたいな言い方だ。

「父が、警察官でした」

　さくらは、怒りを抑えながら答えた。

　関本に、軽い気持ちで警察に入ったと思われるのは癪しやくだった。

「父親のコネか」

　関本は、突っかかるような言い方をした。

「いいえ。父は殉職しました」

「殉職……」

　さくらの言葉を聞き、関本の表情が一変した。

「新宿のマンションに立て籠こもった男に、撃たれたんです。今から、十五年前でした」

　さくらは、感情を込めずに喋しやべるよう心がけた。

　今でも、霊安室で対面した父の顔が、鮮明に脳裏に蘇よみがえってくる。

　父親が、警察官であることは知っていたが、あの瞬間まで、それがどんな意味を持つかも理解していなかった。

　さくらにとって、職業がなんであれ、父親は父親で、ずっと一緒に生活していくものだと思っていた。

　翌日は、一緒にディズニーランドに連れていってくれることになっていた。

　当たり前に繰り返されると思っていた日常は幻想で、危険な綱の上を渡っていたのだ。

「父親が死ぬところを見て、それでも警察官になりたいと思ったのか？」

　関本が、煙草に火を点つけ、蔑さげすむようにさくらを見た。

「いけませんか？」

　さくらは、怒りを堪えて口にした。

　確かに、警察官は死と隣り合わせの仕事だ。

　さくらの父親は、強盗犯が人質にとった女性を救うために、凶弾に倒れた。

　犯人が許せなかったし、他の警察官が、代わりに死ねば良かったとも思った。ずっと泣きじゃくっていた。

　だが、葬儀の日、ある若い警察官の一言を耳にしたとき、さくらの考えが変わった。

　──他人のために死ぬなんて、あんたはバカだ。

　若い警察官は、そう口にした。

　さくらは、我を忘れて、その若い警察官に摑つかみかかった。

　──お父さんは、バカじゃないもん！

　泣きながら、若い警察官をぶった。若い警察官は、周りの人間が、さくらを引き剝はがすまで、されるがままになっていた。

　なぜか、その若い警察官も泣いていた。

　今のさくらなら、その若い警察官の言葉の本当の意味が分かる。だが、当時は分からなかった。

　──父親のような、誇りある警察官になりたい。

　さくらが、そう願うようになったのは、必然だったのかもしれない。

「あたしも、一つ訊きいてもいいですか？」

　さくらは、湿った空気を振り払うように、関本に訊たずねた。

　関本は、煙を吐き出しながら、ぼんやりと窓の外を見ている。さくらは、返答が無いことを了承と判断して、話を続ける。

「山猫は、どういう男なんです？」

「誰が男と決めた？」

　関本は、舌打ち混じりに言った。

「え、でも……」

「お前みたいな、女め狐ぎつねかも知れねぇだろ」

　──誰が女狐よ！

　さくらは、突っ込みたくなる衝動を、どうにか堪えた。

　関本の言葉には、いちいちトゲがある。女性蔑べつ視ししているのか、あるいはさくら個人を拒絶しているのかは分からなかった。

「関本警部補は、どちらだとお考えですか？」

「男だよ。間違いなく男だ」

　関本は、憮ぶ然ぜんとした表情で言った。

　さっきまで、どちらか分からないと言っていたとは思えないほど、関本は自分の考えに自信を持っているようだった。

「なぜ、そう思うんです？」

「奴は、用心深くて頭が切れる。俺たち警察の動きも、計算ずくなんだよ。今、この瞬間にも、俺たちをどこかで監視しているはずだ」

「でも……」

　それは、質問の答えになっていない──。

「女の空っぽの頭では、そこまで考えが回らない」

　さくらの疑問を先読みしたように、関本が言った。

　呆あきれて、開いた口がふさがらない。

　女性蔑視も、ここまでくると筋金入りだ。

　思春期に女性に相手にされなかった鬱うつ憤ぷんを、拒絶というかたちで表現しているかのようだ。

　モテない男のひがみは、周囲に不快感をばらまく。

　聞き流してしまいたいところだが、今の関本の話の中に、引っかかる部分があった。それは──。

「山猫が、監視しているというのは、どういうことです？」

「言葉通りだ」

「何か根拠があるんですか？」

「感じるんだよ。奴を」

　関本が、口くち許もとに薄ら笑いを浮かべ、ギラギラと目を輝かせ、今にも涎よだれを垂らしそうな表情を浮かべる。

　まるで、獲物を狙うハイエナのようだ。

「感じるとは？」

「あいつと俺は、宿敵だ。お互いの存在を感じ合う。そういうもんだ」

　得意げに語る関本を、さくらは冷ややかな目で見守った。

　男には、現実に目を向けず、ロマンチックな幻想に想いを馳はせる輩やからが多いが、関本はその中でも極めつけだ。

「あと、何分で着く？」

　関本が、新しい煙草に火を点け、話題を切り替えた。

「あと五分くらいです」

「五分だな」

　関本は、金メッキの悪趣味な時計に目を向けた。

　どうやら、時間を計るつもりらしい。

　──ロマンチストで、見栄っ張りで、せっかちで、陰湿。あなたは男の中の男よ。

　さくらは、怒りを奥歯で嚙かみしめ、アクセルを踏み込んだ。

　急いだ甲斐かいあって、予定の五分以内に現場に到着することができた。

　エントランスには、黄色いロープが張られ、制服警官が二人見張りとして立っている。昨日ほどではないが、報道陣の姿もちらほら見えた。

　路上に停車させると、関本がさっさと車を降りて歩いていってしまった。

「もう最悪」

　車を降りて、すぐに関本を追おうとしたさくらだったが、不意に視線を感じて立ち止まった。

　辺りに視線を走らせたさくらだったが、自分を注視している人物はいなかった。

　──気のせいか。

　関本の「山猫が監視している」という言葉に、過敏に反応してしまっただけだろう。

　さくらは、気を取り直してビルに向かった。
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「いい女だねぇ」

　男は、望遠レンズの一眼レフカメラを構えると、車から降りてきた女性の尻しりにピントを合わせ、シャッターを切る。

　女性の顔に、見覚えがあった。昨晩も見かけた。名前は、さくら──。

　何かを感じたらしいさくらが、一瞬動きを止め、辺りを見回す。

　だが、男は見つからない自信があった。男がいるのは、犯行現場の向かいにあるビルの屋上。

　直線距離で四十メートル以上離れている。

　肉眼で存在を確認するのは不可能だ。

　だが──。

「勘のいい女だ」

　男は、ポケットから板チョコを取りだし、一口かじる。

　暑さで、軟らかくなったチョコの甘さが、口いっぱいに広がっていく。

「うん、マズイ」

　男は、ぼやきながらも、カメラのレンズを事件が起きたビルの七階の窓に向ける。

　数人の鑑識の人間が、犯人の痕こん跡せきを発見しようと、這はいつくばるようにして動き回っている。

　しばらくして、現場に中年の男が入ってきた。こちらも、見覚えのある人物。

「どうする？　関本警部補」

　男は、カメラのレンズ越しに見える関本に語りかけて、微笑んだ。

〈この事務所のセキュリティーは？〉

　耳に差したイヤホンから、その関本の声が聞こえてくる。

〈入り口のドアだけです〉

　あとから入ってきたさくらの声が、それに応じた。

〈盗まれたものは？〉

〈調査中です。ただ……〉

　さくらが、言い淀よどんだ。

〈なんだ？〉

〈この会社は、廃業届を提出していたそうです〉

　さくらの言葉を聞き、関本が押し黙った。

　しばらく、無言のまま事務所の中を歩き回っていた関本が、不意に足を止める。

〈金庫は、犯行当時のままか？〉

〈はい〉

　さくらが答える。

　男は、カメラを金庫に向け、最大限までズームアップした。

　五十センチ四方の、自立型耐火金庫で、ピンシリンダー式の鍵かぎと、テンキーでの暗証番号の入力が必要なタイプだ。

　鍵穴の部分は、ドリルのようなもので壊された形跡があった。テンキーのパネルも、破壊されている。

「素人だな……」

　男は、呟つぶやいた。

　プロの犯行であれば、あの程度の金庫なら、十五分もあれば形跡を残さずに開けることが可能だ。

〈あの……〉

　別の男が、会話に割り込んできた。

　男は、カメラを向けて確認する。鑑識作業を行っていた捜査官だった。

〈なんだ？〉

　関本が、不機嫌に応じる。

〈まだ、確認中ですが、パソコンのデータが全部消えてるんですよ〉

〈データだと？〉

　関本が、驚きの声を上げた。

　男も、それに同感だった。何かの意図があって、データを消したと考えるのが妥当だ。状況から考えて、それは被害者の今井によるものではないだろう。

　それから、細かい情報を幾つか確認したあと、関本とさくらは事務所を出ていった。男は、それを確認してから携帯電話を取り出す。

　一回目のコール音が鳴り終わる前に、相手の女が電話に出た。

〈もしもし〉

「状況はどうだ？」

〈予想通りよ。女がいたわ。あとで詳細をメールしておく〉

　電話に出た女が、簡潔に答える。

「頼む」

〈そっちの調子はどう？〉

「今のところ、想定内だ。関本が放っておいても、情報を流してくれるからな」

〈バカな男ね〉

　女が、声を上げて笑った。

　男も同感だった。真実を知ったとき、関本がどんな顔をするのか──男は、それを想像して微かすかに微笑んだ。

「一つ、頼みがある」

　男は、間を置いてから切り出した。

〈なに？〉

「盗聴器と発信機を、幾つか用意して欲しい」

〈在庫はあるけど、数にもよるわよ〉

「取り敢あえず、五つくらいあればいい」

〈それなら、すぐに手配できるわ。あとで、店に寄って〉

「分かった」

〈鼻の調子はどう？〉

「悪くない」

〈結構、お金かかってるんだから、大切に扱ってよ〉

「分かってる」

　男は電話を切ると、荷物を片付け、屋上をあとにした。
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　アパートを出た勝村が、最初に向かったのは、犯行現場のビルだった。

　昨晩は、混乱していて、じっくり観察することができなかったので、改めて自分なりに現場検証をしようと考えていた。

　ビルのエントランス前には、昨晩と同じように黄色い立入禁止のロープが張られていた。

　他のフロアに用事があるふりをして、ビルの中に侵入しようと思っていたが、制服警官二人が見張りをしていて、侵入は難しそうだ。

　だが、このまま何もせずに帰るのでは、あまりに無意味過ぎる。せめて、犯行現場である事務所を見ておきたい。

　──裏口に回ってみよう。

　勝村は、ビルの前を通り過ぎ、ぐるっと路地を回ってビルの裏手に足を運んだ。

　鉄製のドアが見えた。〈夜間通用口〉というプレートが貼ってある。

　──あそこから入れるかも。

　歩みを進めた勝村だったが、急にドアが開き、中から制服警官が出てきた。

　勝村は、電柱に身体を滑り込ませるようにして身を隠した。

　心臓がバクバクと音を立てて脈動する。

　──危ない。

　警察官が、正面のエントランスだけ見張っているというのは、浅はかな考えだった。裏口にいても当然だ。

　電柱から顔を出し様子をうかがい、制服警官が歩き去るのを待った。

　外に出た制服警官は、無線で何やらやり取りをしたあと、正面の方に向かって走っていった。

　──今がチャンス。

　視線を走らせると、換気用の小窓が開いているのが目についた。

　おそらくトイレの窓だろう。あそこから侵入することができるかもしれない。

　勝村は、意を決し、身体を屈かがめるようにしながら、小走りで窓のところまで駆け寄り、壁に背中をつけながら、中の様子をうかがった。

　──誰もいない。

　勝村は、窓の中に顔を突っ込み、窓枠に手を置くと、そのまま身体を持ち上げ、侵入を試みる。

　だが、肩にかけていたカバンが引っかかり、思うように侵入できない。

「クソっ！」

　勝村は、一度身体を窓から出し、先にカバンを中に放り込んだあと、もう一度同じ要領で窓からの侵入を試みる。

　──今度は、うまくいった。

　一息つき、カバンを肩にかけたところで、トイレの扉が開いた。

　──しまった！

　入って来たのは、運悪く制服警官だった。

　あまりに突然のことに、勝村は静止ボタンを押されたように、ピタリと動きを止めた。制服警官の方も驚いたようで、しばらくお互いに見合うかっこうになった。

「こ、ここで、何してる」

　制服警官が、声を上げた。

「あ、いや……その、ぼくは……」

　未いまだ戸惑っている勝村に対し、制服警官は冷静さを取り戻し、腰のホルスターに差さった警棒を抜きながら、じりじりと歩み寄ってくる。

「質問に答えなさい」

「いえ、で、ですから……」

　極度の緊張で、冷静な判断力を失った勝村は、制服警官にくるりと背中を向け、窓から外に逃げようとした。

　だが、それは最悪の選択といえた。

「待て！」

　叫び声とともに、制服警官は勝村に飛びかかり、窓から引き剝はがした。

「ち、違うんです！」

「大人しくしろ！」

　制服警官は、抵抗する勝村を一喝すると、手を後ろに回し、そのままトイレから引き摺ずり出した。

　騒ぎを聞きつけ、他の警官たちも集まってきた。

「ち、違うんです。ぼくは、雑誌記者で取材しようと思って……」

　必死に弁解するが、時すでに遅しだ。

　警官たちは、完全に勝村を犯人扱いしていた。

「噓をつくな。逃げようとしただろ」

「いや、だから、あれは……」

「詳しい話は、署で聞かせてもらう」

　警官は、ついに勝村に手錠をかけた。

　手首に感じる冷たい感触に、絶望的な気分になってくる。

「何があったの？」

　声を上げながら走ってくる、女性の姿が見えた。それは、勝村にとって救いの女神だった。

「さ、さくら先輩……」

「勝村！　こんなとこで、何やってんの？」

　勝村が、懇願するように視線を向けると、さくらが、目を丸くして声を上げた。

「ちょっと事情がありまして……」

　勝村は、ほっと息をつきながら言った──。
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「まったく。勝村が、ここまでのバカだとは思わなかったよ」

　さくらは、ため息をつきながら言った。

　勝村が、何かに熱中すると周りが見えなくなるタイプだというのは知っていたが、ここまでとは思わなかった。

　さくらが騒ぎを聞きつけて駆けつけなかったら、逮捕されるところだった。

　──本当に世話の焼ける奴だ。

「す、すみません……」

　四畳ほどの広さのビルの管理人室で、さくらと向かい合って座っていた勝村は、恐縮したように首を縮める。

　本当に反省しているか、怪しいものだ──。

「それで、何を調べていたの？」

「何……と言われると……」

　勝村が、困ったように眉まゆ尻じりを下げ、頼りない顔をする。

「何が、知りたいの？」

　さくらは、質問を変えた。

　その途端、勝村が子どものような無邪気な笑顔を浮かべ、さくらを見た。

「今井さんの死因って何ですか？」

「絞殺。ロープのようなもので、首を絞められた痕あとがあったらしいわ」

　──あたしは、何を言ってるんだ。

　さくらは、なんだかんだ言いながら、質問に答えている自分に呆あきれてしまった。

　大学時代から、勝村に頼まれると、なぜか断れなかった。独りっ子で育ったさくらは、勝村を、自分の弟のように思っているからだと認識していた。

　だが、今、改めて向き合ってみると、それとは少し違う気がする。

「絞殺ですか……」

　勝村は、目を丸くしながら復唱する。

「そう。分かったら、大人しく帰って」

「あ、もう一つ訊きかせてください」

　立ち上がろうとしたさくらの腕を、勝村が摑つかんで呼び止めた。

「なに？」

「今井さんが殺されたのは、窃盗の犯行前ですか、それとも犯行後ですか？」

　さくらは、さっき見たばかりの現場の状況を思い返した。

　金庫はこじ開けられ、床には書類が散乱し、事務所内は嵐が通り過ぎたあとのように散乱していた。

　──人を殺したあとに、あんな風に事務所を荒らすだろうか？

　殺人を犯したのであれば、取るモノも取り敢あえず、その場から逃げ出すというのが普通の心理だろう。

「たぶん、盗みに入ったあとに、今井社長は殺されたんじゃないかな」

「逆だ！」

　さくらの意見を否定したのは、関本だった。

　まるで亡霊のように、音もなくドア口のところに立っていた。

「逆……ですか？」

　さくらは、すぐに訊き返した。

「盗みに入ったあと、今井社長を殺したのなら、なぜ貼り紙を回収しなかった？」

　関本の質問に、さくらは思わず「あっ！」と声を上げる。

　もし、山猫が今井を殺害する前に盗みを働いたのだとしたら、自分がやったという証拠になる貼り紙を残しておいたのは不自然だ。

　だが、逆だったとしても、不自然な点は残る。

「では、殺害したあとに、盗みを働いたうえに、貼り紙を残したのはなぜです？」

　さくらの問いかけに、関本がにやりと笑った。

「二つを、切り離して考えるのも一つの手ですよね」

　言ったのは、勝村だった。

「お前らは、山猫のことを、何も分かっちゃいねぇ」

　関本は、勝村を一いち瞥べつする。

　その迫力に尻しり込ごみしたのか、勝村は身体を縮め、さくらに目を向ける。

「どういうことです？」

「答える義務はない。それより、おしゃべりの時間は終わりだ。次の現場に向かうぞ」

　関本は、さくらの質問をしりぞけると、くるりと背中を向け、管理人室を出ていった。

　自分で勝手に会話に入ってきて、質問すれば、答える義務はない──つくづく自分勝手な男だ。

　さくらは、胸の内で毒づいた。

「今の人、誰です？」

　勝村が、声を潜めて訊たずねてきた。

「本庁の関本警部補。山猫のストーカーよ」

　さくらは、皮肉を込めて言うと、席を立ち関本のあとを追いかけて管理人室をあとにした。
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　さくらと別れたあと、勝村は井いの頭かしら線に乗って、下しも北きた沢ざわに向かった。

　副編集長の水上に紹介された、取材対象に会うためだ。

　下北沢の駅に降りるのは、学生のとき以来だから、四年ぶりになる。

　南口の階段を下り、広場に出たところで、驚き足を止めた。

　ある程度、町が様変わりしていることは予測していたが、想像以上の変へん貌ぼうぶりに、浦島太郎の気分を味わう。

　下北沢は、幹線道路の増強にともない、至るところで工事が進み、馴な染じみの建物が取り壊されようとしている。

　壊れゆく町に、寂しさを覚える反面、変わらないものもあった。

　駅前のかたちだけの広場には、アーティスト志望の若者たちが群がり、完成度の低いパフォーマンスを繰り広げ、路地には、髪を逆立てたバンドマン風の若者が、ウロウロしていた。

　勝村は、その様子に満足しながら、落書きだらけのガードを抜け、小お田だ急きゆう線の踏み切りを渡った。

　商店街へと続くアーチの脇に、薄暗い路地が見える。

　トタンやベニヤで囲われ、線路沿いに延びる狭い通路のような道。遊びに来るだけの若者なら、駅の間近に闇市の名残をとどめる路地が残っているなど、まず気付かないだろう。

　勝村は、秘密基地を思わせるその一角に足を踏み入れた。

　掘っ建て小屋のような店舗がいくつか並んでいるが、そのほとんどは店を閉めてしまっている。

　入り口にある看板がその理由を物語っていた。

〈下北沢駅拡張工事着工〉。消滅することが運命付けられた空間には、説明しがたい悲壮感が漂っている。

　人とすれ違うこともなく通路の一番奥まで進み、ベニヤ板に取っ手を付けただけのドアに行き当たった。

　──ここだ。

「こんにちは」

　勝村は、ドアに向かって声をかけたが反応はない。

　ドアの隙間から、微かすかに光が漏れている。不在ではなさそうだ。

「こんにちは」

　勝村は、再び声をかけながらドアの取っ手を引いた。施錠されていないらしく、ドアは抵抗なく開いた。

「誰かいませんか」

　勝村は、部屋の中を覗のぞき込む。

　──うお！

　思わず悲鳴を上げそうになるのを、両手で口を押さえることで、どうにか堪こらえた。

　薄暗い部屋の中に、あぐらをかいて座る老人の姿があった。生気の無い濁った目で、じっと勝村を見返している。

　心霊写真なんかよりはるかに怖い──。

「あ、あの、村むら井いさんですか？」

　勝村は、気持ちを落ち着かせてから、改めて声をかける。

「何の用だ。俺はもう引退した身だ」

　老人が言った。

　どうやら、彼が村井本人のようだ。もう七十歳を超える老人らしいが、その割りにしっかりとした口調だった。

「ぼくは、ライターをしている勝村といいます。水上さんの紹介で……」

　勝村が早口に言うと、村井は「あのボケが……」と、ぼやくように言ったあとに、勝村に部屋に入るよう促した。

　玄関はなく、ドアの先がすぐに畳の部屋になっていた。

　勝村は、ドアのところで靴を脱ぎ、部屋に上がる。

　村井を取り囲むように、棚やら箱やらが並び、あちこちに工具が散乱していた。そのせいで、部屋に圧迫感がある。

　勝村は、空いているスペースを見つけ、正座して村井と向き合った。

「それで、何をしにきた？」

　村井は、勝村に質問しながらも、目を合わせようとはしなかった。

　しゅ、しゅ、と音をたてながら、一升瓶ほどの木を彫刻刀で削っている。

　まるで、それが本職のような器用な手つきだった。まだ、外枠を整えている段階だが、感じからして何かの仏像だろう。

「何を、彫ってるんですか？」

　勝村の問いかけに、村井は手を止め、ギロリと目を剝むいた。

「質問に質問で返す。最近の若造は……」

「す、すみません」

「用件は、何だ？」

「実は、山猫について訊ききたいことがありまして……」

　──山猫。

　その一言に、老人は弾はじかれたように顔を上げた。微かに口くち許もとが震えている。

　水上の話では、村井は、今は引退したものの、元は凄すご腕うでの窃盗犯で、刑務所を出たり入ったりしていたらしい。

　そして、山猫を知っている数少ない人物の一人。ここに来るまでは、半信半疑だったが、今の反応でそれは確信に変わった。

「奴の何を知りたい」

　村井は、肩で大きく呼吸をしながら訊ねた。

「簡単に言ってしまえば、素性と目的ですかね──」

　勝村の言葉を聞くなり、村井が鼻を鳴らして笑った。

「そんなものは、誰にも分からない。山猫は、俺たち窃盗犯とは違うんだ」

「違う？」

　勝村は首を捻ひねった。

　山猫も村井も同じ窃盗犯のはずだ。何が違うのか、勝村には分からない。

　疑問を察したらしい村井は、彫っていた物を畳の上に置くと、大きく息を吸い込んでから話し始めた。

「まず、奴は手口が違う」

「手口？」

「そうだ。俺たちは、錠前を破るんだ。窓を割ったり、ドアを抉こじ開けたりする。そうやって、金目の物を盗んでずらかる。だが、山猫はそうじゃない」

「と、いうと？」

「正直、開けるのは簡単なんだ。だが、その逆は、おそろしく難しい上に、危険がつきまとう」

　村井の言葉で、勝村ははっとなった。

　山猫は、盗むだけではない。金庫を開け、現金を盗んだあとに、貼り紙を残して、もう一度金庫を閉めておく。

　入り口に関しても同じだ。しっかり施錠してから部屋を出る。

「どうすれば、痕こん跡せきを残さずに……」

　呟つぶやくように言った勝村の言葉を、村井が笑い飛ばした。

「若い割りに、頭の回転が鈍いな」

「はぁ……」

「さっきも言っただろ。山猫は窃盗犯じゃない」

「では、なんです？」

「スパイだ」

　村井は、彫刻刀を真っ直ぐ勝村の額に突きつけた。

　勝村は、驚いて身体を仰のけ反らせた。

「スパイ……ですか？」

　説明が飛躍し過ぎていて、勝村には理解できない。

「そうだ。あいつが使っている技術は、窃盗のそれとは明らかに違う。どこかの国の秘密諜ちよう報ほう員いんの技術なんだよ」

「どういう意味です？」

「さっきの話に戻るが、痕跡を一切残さずに、金庫を開ける方法は、一つしかない」

　村井は、ニヤリと歪ゆがんだ笑みを浮かべた。

「な、なんです？」

「簡単なことだ」

「そう言われても……」

「鍵かぎを使って開けるんだよ」

「あっ！」

　勝村は、思わず声を上げた。

　──そういうことか。

　山猫は、ピッキングなどの手法を使って、鍵を開けているのではない。予あらかじめ、盗みに入る会社の人間に接触し、鍵の複製や暗証番号を入手し、正面から堂々と侵入している。

　確かに、窃盗というより、スパイといった方がしっくりくる手法だ。

「鍵があるから、閉めるのも簡単というわけですね」

　勝村は、改めて感嘆しながら言った。

「奴は、なぜ、わざわざ自分で開けた鍵を閉めると思う？」

　村井が、新たな質問をぶつけてくる。

「そ、それは……事件発覚が遅れるからだと……」

「本当にバカだな。確かに発覚は遅れるが、それもせいぜい二、三日だ。いくら、発覚を遅れさせても、現場の状況を丹念に調べれば、犯行時刻なんてのはだいたい割り出されちまうんだよ」

「確かに……」

　勝村は頷うなずいた。

「それに、発覚を恐れている奴が、犯行声明ともいえる貼り紙を残したりするか？」

「そうですね」

　勝村には、もはや反論の言葉はなかった。

　村井の言う通りだ。なぜ山猫は、危険を冒してまで、わざわざ犯行現場の鍵を閉めるのか？

「奴は、自分のために罪を犯してるわけじゃねぇ」

　村井が、ポツリと言った。

「?!」

「俺たちは、金が欲しいから窃盗をやる。自分が、生きるための仕事だ。だが、奴にとっては違う。分かるか？」

「な、なんとなく……」

　曖あい昧まいに返事はしたものの、勝村に山猫の真意など分かるはずもなかった。

「お前さん、高井戸での殺しの件で、山猫を調べているんだろ」

　村井が、首を縮めるようにしながら言った。

「ええ」

「あれは、山猫の仕事じゃねぇ」

　苦々しく吐き出すように村井が言った。

「どういうことです？」

　山猫が犯人じゃないとは、聞き捨てならない。

「山猫は、恐ろしく頭の切れる男だ。度胸もいい」

「はい……」

「人を殺あやめるなんてのは、臆おく病びよう者のバカがやることだ。もし、山猫が被害者とバッタリ出で会くわしたとしても、慌てて殺すような真似はしない」

「はぁ……」

「俺たちの及びもつかないような方法で、見事にそのピンチを切り抜けるはずだ」

　得意げに話す村井は、まるで我が孫を自慢する祖父のようだった。

　ここで、勝村は一つの推測に辿たどり着いた。

「あの……」

「何だ？」

「もしかして、山猫と知り合いなんですか？」

　勝村の質問に、村井は腹を抱えるようにして、声を上げて笑う。何がそんなにおかしいのか分からない。

「なぜ、警察が山猫を捕まえられないか分かるか？」

　ひとしきり笑ったあとに、村井が訊たずねた。

「いえ……」

　本当は、勝村の中で幾つかの推測はあったが、全て否定されそうだったので、敢あえて口には出さなかった。

「存在しないからだよ」

「はい？」

　勝村は、理解できずに訊きき返した。

　だが、村井は、それ以上話す気が無いらしく、彫りかけの木像を手に取り、しゅ、しゅ、と同じリズムで削り始めた。

　──収穫なし。

　勝村は、落胆を引き摺ずったまま部屋を出た。

　ようやく摑つかみかけたと思った山猫のイメージが、砂上の楼閣のごとく脆もろくも崩れ去ったといった感じだ。

　──存在しないからだよ。

　遮断機の下りた踏み切りで立ち止まった勝村の頭に、村井の言った言葉が何度も繰り返される。

　──山猫は、幻想ではないのか？

　勝村自身、そんな疑惑を抱き始めていた。

　何だか、窃盗犯を追跡しているはずが、幻の生物を追っているような錯覚にとらわれる。

　電車が轟ごう音おんとともに通過し、遮断機が上がった。

　線路を渡っているときに、携帯電話に着信があった。表示されたのは、携帯電話の番号ではあるが、アドレスには登録されていないものだった。

　──誰だろう？

「もしもし」

　勝村は、名乗らずに電話に出る。

〈あの……勝村英男さんでしょうか？〉

　か細い女性の声が聞こえてきた。今にも泣き出してしまいそうなほどだ。

　女は、勝村のことを知っているようだが、当の勝村には、聞き覚えの無い声だった。

「そうですが……」

〈あの、あなたに渡したい物があるんです〉

「渡したい物？」

　勝村は、戸惑いながら女の言葉を復唱した。

　──なんだか嫌な胸騒ぎがする。

〈はい〉

「あの、失礼ですが、どなた様でしょうか？」

　勝村は、思い切って訊いてみた。

　見ず知らずの人間から、何かをもらうというのは、あまり心地のいいものではない。

　しばらく沈黙があった──。

　女の息遣いだけが、微かすかに耳に届く。

〈サキといいます〉

　震える声で女が言った。

「サキさん……」

　繰り返してみたが、やはり勝村には覚えがなかった。

　勝村は、記憶力だけは自信があった。幼稚園の同級生の名前を、全員フルネームで覚えているくらいだ。

　だが、今まで出会った女性の中で、サキという人物を知らない。

〈あの、実はある人からこの電話番号を教えられたんです……〉

　勝村の疑問を察したらしく、サキがとりつくろうように言葉を並べる。

「ある人？」

〈今井洋介さんです〉

　勝村は、サキが言った名前に驚き、危うく電話を落としそうになった。

「今井さんが？」

　興奮で声が裏返った。

〈はい。今井さんから、勝村さんに渡すように頼まれていたモノがあるんです。できれば今日、それをお渡ししたいのですが……〉

　今井が死んだあとになって、彼から預かっていたモノを渡したい──。

　勝村は、そこに特別な意図を感じずにはいられなかった。

「渡したいモノとは、何です？」

　勝村は、興奮する気持ちを落ち着かせながら訊ねた。

〈実は、私にもよく分からないんです。ただ、勝村さんにお渡しすれば分かると……〉

　──渡せば分かる？

　勝村は、死んだ今井に、なぞなぞを出されたような気分になった。

　──お前は、応用が苦手だな。

　今井に、よく叱しつ責せきされた。勝村は、記憶するのと観察するのは得意だが、それを応用するのはからっきしだと自分でも分かっていた。

　今、あれこれ考えても仕方ない。勝村は、サキから受け渡しの時間と場所を聞き、電話を切った。

　今井が、何を渡そうとしていたのかは分からない。だが、それが事件の謎を解く鍵かぎになっているような気がした。
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　さくらは、三軒茶屋の駅近くにあるビルの前に立っていた。

　四日前に、山猫が窃盗を働いた場所だ。

　すでに現場検証は終わっていて、今さら見るものも無いのだが、関本がどうしてもと譲らなかった。

　関本と一緒に管理人室に行き、簡単に事情を説明して鍵を借りた。

　事件をきっかけに、被害にあった会社が行っていた詐欺行為が明らかになり、現在も関係者の取り調べが行われている。

　エレベーターで事務所の入っている五階に向かった。

　通路を真っ直ぐ進んだ突き当たりが、問題の場所だった。

　ドアを開けると、ワンフロア三百坪ほどの広いスペースが広がっていた。警察が証拠品の押収を行ったので、デスクが並んでいるだけで、ガランとしている。

「金庫は？」

「あそこです」

　さくらは、部屋の一番奥の、天井までのパーティションで区切られた一角を指差した。

　そこが、社長室になっていて、金庫が保管してあった。

　関本は、足早に事務所の奥に向かい、パーティションに取り付けられたドアを勢いよく開けた。

　一枚板の大きなデスクと、黒い革張りのゼネラルチェア。

　アンティーク調の書棚に、観葉植物に、空気清浄機、応接セットとフルコースで揃えられ、ここだけ別のビルではないかと見間違うほどの豪ごう華かさだった。

　関本は、デスクの後ろにある金庫に歩み寄ると、丹念に観察している。

「何か見つかりましたか？」

　さくらは皮肉を込めて言った。

　すでに、鑑識が徹底的に調査しているのだから、何も見つかるはずがないのだ。

「この金庫をどう思う？」

　関本は、ゆっくり身体を起こし、濁った目でさくらを見据える。

　金庫は、腰の高さほどの防犯金庫だった。シリンダー式の鍵に加えて、暗証番号を入力するテンキーが取り付けられている。

「頑丈そうな金庫ですね」

「素人が！」

　関本は、ふんっと鼻を鳴らす。

「あたしは、これでも刑事です」

　理不尽に憤りをぶつけられたような気になり、さくらは食ってかかる。

「だったら、おかしいことに気づかないか？」

「おかしいとは？」

「前の現場にあった金庫は、これより旧式のものだ」

「あっ！」

　さくらは、関本の言わんとしていることを察知し、思わず声を上げた。

　今井の事務所にあった金庫より、ここにある金庫の方が、はるかに開けるのが困難だ。

　ここにある金庫は、傷一つなく解錠し、中身を盗み出しているのに対して、今井の事務所の金庫は、扉を強引にこじ開けてあった。

　──それは、なぜか？

　さくらは、すぐにその答えに思い至った。

「関本警部補は、昨晩の事件は、山猫ではない。そう言いたいんですか？」

「解釈の問題だ」

　関本の突き放すような物言いに、さくらは強い反感を覚えた。

「昨晩の事件のとき、山猫は、偶発的に被害者に犯行現場を目撃され、やむなく殺害。その後、慌てて犯行に及んだため、金庫を解錠するのではなく、こじ開けた……」

　さくらは、思いつくままに推理を羅列した。

　関本は、そんなさくらに、気持ち悪いものでも見るような軽けい蔑べつの眼まな差ざしを向ける。

「窃盗犯が、この手の金庫を開けるのに、どれくらいの時間がかかるか知ってるか？」

　関本は、呆あきれたように言うと、ポケットから煙草を取りだし、火を点つけた。

　さくらは、煙から逃れるように身体を反らす。

「三分もあれば……」

　質問に答えながら、さくらは自分の推理の欠陥に気づいた。

　経験豊富な窃盗犯からすれば、バールを使って金庫をこじ開けるより、錠前破りをした方が早いのだ。

「窃盗犯が、してはならない三箇条ってのを知ってるか？」

　関本は、煙を吐き出しながら訊たずねる。

「暴行、居直り、放火ですよね」

　それが、窃盗犯が決して犯してはならない三つの約束──。

　誰が決めたわけでもない。ただ、彼らはそれを頑かたくななほどに守っている。

「そうだ。窃盗犯は、無秩序なように見えて、特定のルールに則のつとって行動している。無計画に行動したり、感情に任せて暴走したりしない。つまりは、プロなんだよ」

「窃盗犯を、擁護しているように聞こえます」

　さくらは、思ったままを口にした。

　関本は、眉まゆを吊つり上げ、驚いたようにさくらの顔を見たが、すぐに目を伏せた。

「擁護じゃない。俺は、事実を話しているんだ」

「それが、何の関係があるんです？」

「お前は、窃盗犯に対して、プロとして敬意を払う必要がある。そこら辺にいる小悪党と一緒にしてると、痛い目を見ることになるぞ」

　やはり、さくらの目には関本が窃盗犯を擁護しているように映った。

　もののたとえであったとしても、現職の警察官が、窃盗犯に敬意を払えなどと口にするものではない。

「山猫が、何で貼り紙を残していくのか分かるか？」

　関本は、革張りのゼネラルチェアに腰掛けながら訊ねる。

「自じ己こ顕けん示じ欲よく。あるいは、捜査攪かく乱らんのための……」

「違う！」

　関本の声が、さくらの言葉を遮った。

　話の途中で全否定されたことで、さくらの中の怒りが増幅していく。

「では、何です？」

　つっかかるようにして、関本に訊ねる。

「正義感だよ」

「正義感？」

　あまりに場違いな言葉に、さくらは口をあんぐりと開けた。

「山猫は、どの窃盗犯よりもルールに厳しい。奴は、金という欲望に自分を見失うことはない。奴を縛っているのは、奴の中にある正義だ」

　関本の顔は、窃盗犯を憎む捜査官の顔ではなかった。

　まるで、自分の成し遂げたことを、声高らかに宣言しているように見えた──。
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　サキとの待ち合わせ前に、勝村は新宿にある出版社に立ち寄り、資料室に足を運んだ。

　過去の記事やネットを使って、山猫に関する情報収集にあたるのが目的だ。

　改めて調べてみると、山猫の犯罪が、いかに特異なものかが浮き彫りになってくる。

　さっきの村井の話の通り、山猫の犯行現場では、必ず金庫も出入り口も施錠され、侵入前の状態に戻されている。

　さらには、指紋や毛髪といった痕こん跡せきもない。唯一の手がかりは貼り紙だけ。

　この貼り紙がなければ、なぜ現金が消えたのか、分からないままで終わってしまいそうだ。

「ものになりそうか？」

　夕方近くになって、様子を見にきた水上が、声をかけてきた。

「そうですね……山猫が、某国のスパイだって説はどうです？」

「それ、面白いね。どういうこと？」

　冗談半分で言った言葉に、意外にも水上が食いついてきた。

　こうなると、説明しないわけにはいかない。

　勝村は、さっき村井から聞いたばかりの推論を、そのまま水上に説明した。

「なるほど……可能性はあるね」

　水上が、感心したように頷うなずく。

「ありますかね？」

「あるよ。たとえば、現在じゃなくて、元スパイだったってこともあるだろ」

「はぁ……」

　現実離れしてはいるが、可能性としては否定できない。

　ＣＩＡに所属していた、凄すご腕うでスパイが、組織を抜けて窃盗犯になる──考えをめぐらせてみたが、まるでＢ級アクション映画のような筋立てになってしまう。

「もし、山猫がスパイだったとして、その目的はなんだろうね？」

　水上が、真剣な眼差しで訊ねてきた。

「世界征服」

　勝村は、自分で答えながら笑ってしまった。

「面白いけど、現実味が無いね」

　水上は、ため息まじりに腕組みをした。

「そうなんですよね。調べれば調べるほど、現実味が無いんです。山猫って……」

「警察がてこずるような奴だからね。そう焦ることはないよ」

　水上は、落胆する勝村の肩を叩たたいてから、資料室を出ていった。

　時計に目を向けると、ちょうどいい頃合いだった。

　勝村は、情報収集を一いつ旦たん断念して、サキに会うために渋しぶ谷やに向かうことにした。
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　出版社を出た勝村は、ＪＲの新宿駅から、山手線で渋谷に向かう。

　ハチ公口から出て、もの凄い数の人でごった返す駅前広場を抜け、スクランブル交差点を渡り、センター街のアーケードをくぐる。

　同じ髪型、化粧をした十代の若者たちが、ガードレールに、あるいは路上に座り込み、笑い声を上げていた。

　勝村には、それが悲痛な叫びに聞こえた。

　センター街を抜け、幾つか路地を曲がった先に、指定された店はあった。

　四階建ての雑居ビルの三階──青いプレートに〈クラブ・ヴィーナス〉という青い蛍光文字が躍っている。

　約束より少し早いが、店が開いているなら、時間を潰つぶせるだろう。

　勝村は、エレベーターで三階に上がる。扉が開くとすぐのところに、黒服の男が立っていた。

　勝村が口を開く前に、「いらっしゃいませ」と店内に案内される。

　青を基調とした間接照明の中、微かすかにピアノの旋律が聞こえた。座席は、五十席ほどだが、かなり広めになっている。

　落ち着いた雰囲気で、キャバクラというよりは、もう少し高い年齢をターゲットにしたクラブといったところだ。

　銀座ならしっくりくるのだろうが、渋谷という土地柄には合わない気がする。

　時間が早いこともあって、客はガラの悪い二人組だけだった。

　一人は、三十代後半くらいで、光沢のあるグレイのパンツを穿はき、髪をオールバックにしている。ワイシャツの袖そでをたくし上げていて、露あらわになった腕に巻き付くように、龍りゆうの刺青いれずみが見えた。

　もう一人は、二十代半ばくらいで、アロハにジーンズというラフな出いで立ちで、落ち着きなく貧乏揺すりをしている。

　一番奥の席に陣取った二人は、ピンクのドレスを着たホステスを相手に、何やら深刻な様子で話をしていた。

　一瞬、目が合った──。

　勝村は、慌てて視線を落とした。

「ご指名はございますか？」

　黒服が、おしぼりを差し出しながら訊たずねる。

「サキさんを……勝村が、会いに来たと伝えてください」

　勝村が言うと、黒服は「お待ちください」と頭を下げ、店の奥に陣取っている二人組の席に向かった。

　──もしかして。

　勝村の予想は的中だった。

　黒服は、ピンクのドレスの女性に、耳打ちをする。頷いて答えた女性は、二人組に会釈をしてから立ち上がった。

　──彼女がサキだ。

　勝村は、おしぼりで額に浮かんだ汗を拭ぬぐった。

「お待たせしました」

　さっきの、ピンクのドレスの女性が、勝村の横に座った。

　小柄で、手足は小枝のように細いのに、胸だけはかなりのヴォリュームがある。

　巻き髪でそれっぽく見せてはいるが、その中に収まる顔は、中学生でも充分通用するような童顔で、全てにおいてアンバランスな感じがしてしまう。

「サキさんですか？」

　彼女は小さく頷いた。甘酸っぱい香りが鼻び腔こうをくすぐる。

「何にしますか？」

　サキは、勝村の視線から逃れるように、長い睫まつげを伏せた。

「あ、まだ仕事中なのでウーロン茶とかで」

「氷は？」

「お願いします」

　勝村が答えると、黒服に幾つかのジェスチャーをする。

　それで全てが伝わったらしく、黒服がグラスと氷、ウーロン茶をテーブルに運んできた。

「突然、呼び出したりして、ごめんなさい」

　サキは、悲壮感の漂う声でいいながら、グラスに氷を落とし、ウーロン茶を注ぎ、勝村の前のコースターに置いた。

「今井さんとは、どういう関係だったんです？」

　勝村は、敢あえてその質問をぶつけてみた。

　サキは、ふと動きを止め、唇を軽く嚙かんで視線を漂わせる。

「私にとって、今井さんは……大切な友人でした……」

　絞り出すように言ったサキの声は震え、つぶらな瞳ひとみには、じわっと涙の膜が張る。

　言葉に出さなくても、それだけで分かった。

　おそらくサキは、今井と恋人関係にあったのだろう。

　今井は、かつては結婚していた。だが、出版社を立ち上げることになったとき、離婚したと聞かされた。

　独身者の今井が、誰と付き合おうと自由なのだが、勝村は、なぜかサキとは不釣り合いだと感じてしまった。

「それで、渡したいモノがあるということでしたよね」

　勝村は、自らの考えを振り払うように話を切り出した。

　サキは、返事をする代わりに、膝ひざの上に置いたポーチから折り畳んだ白いハンカチを取り出し、テーブルの上に置いた。

「見てもいいですか？」

「ええ」

　勝村は、ハンカチを手に取った。

　微かに重さがある。何かを包んでいるようだ。

　──今井さんが、何を渡そうとしたのか？

　頭を働かせてみたが、勝村には何も思いつかなかった。

　掌てのひらに載せ、ハンカチを広げると、中からシルバーのネックレスが出てきた。

　女性物だろう。細いチェーンに、花びらをかたどった装飾が取り付けられている。

「本当に、これですか？」

　勝村は、思わずサキの目を見返した。

　男が、女性物のネックレスを男に渡す。しかも、女性を通じて──ひどく不自然に思えた。

「はい。間違いありません」

　サキは、はっきりとした口調で、勝村の疑問を打ち消した。

「どうしてこれを？」

「私にも分かりません」

　サキは、静かに首を振った。

「分からない？」

「はい。一週間ほど前、もし自分に何かあったら、このネックレスを勝村さんに渡すようにって……」

「何かあったらって……」

　勝村は、急激に喉のどが干上がっていくのを感じ、グラスに入ったウーロン茶を飲んだ。

　もし、サキの言っていることが真実なら、今井は自分が死ぬことを予見していたことになる。

　だとすると、山猫という窃盗犯が、偶発的に今井に犯行を目撃され、殺害したという警察の見解とは、大きく異なってくる。

　──そんなはずはない。

　勝村は、頭を振って考えを否定した。

「それは、本当ですか？」

「本当です。そのとき、勝村さんの電話番号も教えてもらったんです……それから、突然あんなことがあって……。私、どうしたら良いいか分からなくて……」

　サキは、耐えきれなくなったのか、寒さに震えるように自分の両肩を抱いた。その目からは、ボロボロと涙が流れ出してくる。

「あ、あの……」

　慰めの言葉をかけようとした勝村だったが、サキは、それから逃れるように立ち上がると、「ちょっと失礼します」と化粧室に姿を消した。

　勝村は、ため息をつき、改めて掌のネックレスに目を向けた。

　一見すると、特に変わったところはない。

　──なぜ、今井さんはこれを託したのか？

　いくら考えても、勝村はその答えの糸口すら見つけられなかった。

　しばらくして、サキが戻って来た。涙は拭い、化粧も直してあったが、その目は真っ赤に充血していた。

「今井さんは、他に何か言ってませんでした？」

　今の彼女に、これ以上質問するのは酷だとは思いながらも、勝村は訊ねた。

　サキは、ブレスレットを指先で弄もてあそぶようにしながら、何やら考えていたが、やがて顔を上げた。

「勝村さんに渡せば分かると……そのネックレスには、とても重要な何かが隠されているそうです」

　──重要な何か。

　そう言われて、勝村の頭に真っ先に浮かんだのは、「天空の城ラピュタ」というアニメ映画だった。

　さすがに、このネックレスでは、空に浮かぶ島の在り処かは分からないだろう。

　その後、サキとの会話も続かず、勝村はすぐに店を出ることにした。

「ごめんなさい」

　帰り際、一階まで見送りにきたサキが、腰を折って、深々と頭を下げた。
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　署に戻って来たさくらは、崩れ落ちるように自席に座った。

　三軒茶屋の現場を見たあと、関本が本庁に用事があると言いだし、車で送るはめになった。

　──これでは、本当にただの運転手だ。

「お疲れのようだね」

　冷やかし半分の声を上げながら、福原がさくらの隣に座った。

　疲れているときに福原のニヤケ顔を見ると、いつも以上に腹が立つ。

「そっちは、どうなの？」

　さくらは、捜査状況が気になり、訊きいてみた。

「またすぐに、聞き込みに行かなきゃならない。お守りをしている霧島が羨うらやましいよ」

「いつでも代わってあげるわよ」

「俺は、子どもが嫌いなんだ」

　福原は、おどけた調子で答えると席を立った。「ねぇ」さくらは、立ち去ろうとする福原を呼び止める。

「何だ？」

「関本警部補が、盗まれた金額を知りたがってたわよ」

　関本を引き合いに出したが、さくらも、それを知りたかった。

「口座には、金はほとんど無かった」

　福原は、椅子に座り直してから言う。

「そうなんだ……」

「銀行からの借金は、返済が滞っていたらしい。廃業届も出ていたくらいだからな」

「それじゃ、山猫が盗む金はなかったってことね」

　さくらは、呆あきれたように言った。

　山猫は、入る場所を間違えたようだ。その上、犯行を目撃され、殺人まで犯すことになった。

「俺たちも、最初はそう思ってたんだが、従業員から面白い証言がとれた」

「何？」

「金庫の中には、こんな札束が十はあったらしい」

　福原が、厚さを指で示しながら言う。

　札束一つが百万円だったとして、一千万円の現金があったということになる。

「それだけの現金があって、なんで廃業届なんか……」

　それで、借金全額を返済できなくても、事業を立て直すことに使うこともできたはずだ。

「そりゃ、あれだよ」

「曰いわく付きってこと？」

　さくらの言葉に、福原が頷うなずいてみせた。

「山猫にターゲットにされたくらいだから、奴やつこさん、相当あくどいことをやっていたんだろうよ」

「目星はついてるの？」

「さっぱりだよ。何で山猫は、今回に限ってそのへんを書いてくれなかったのかねぇ」

　福原は、両手を広げて大げさにジェスチャーすると、今度こそ席を立って出ていった。

「窃盗犯に、何を期待してるんだか……」

　さくらは、ぼやくように言いながらも、疑問は感じていた。

　今まで、山猫の残した貼り紙には、窃盗に入った会社が行っていた悪事の詳細が書き記されていた。

　だが、今回に限り、その部分は書かれていなかった。

「なぜ？」

　口にしたことで、新たな疑問が浮かんできた。

　──いつから、山猫が出没するようになったのか？

　さくらは、携帯電話を取りだし、聞いたばかりの関本の携帯電話の番号をプッシュする。

　しばらくのコール音のあと、電話がつながった。

〈関本だ〉

　低いトーンの関本の声が返ってきた。

「霧島です」

〈何の用だ？〉

「今井の事務所の金庫には、一千万円相当の現金が保管してあったそうです」

　さくらは、相手の警戒を解く意味も込めて、最初に福原から仕入れた情報を伝えた。

〈一千万……はした金だな〉

　関本が、鼻を鳴らして笑った。

「はした金……ですか？」

〈山猫にとって、一千万は、はした金だ。あいつは、一億以下の仕事をしたことがない〉

　関本の言う通りであれば、確かにはした金だ。だが──。

「山猫は、最初から、そんな大金を？」

　さくらは、疑問をぶつけた。

　通常の犯罪者の心理から考えれば、まずは、小さい仕事から行い、慣れてくるにつれて、大きな仕事に移行していくのが自然だ。

〈最初からだ〉

「最初は、いつなんですか？」

〈五年前。場所は、池いけ袋ぶくろにある貸し金業者だった。そのときの被害総額は三億だ〉

「三億！」

　さくらは、目を剝むいた。

　最初の仕事で、いきなり三億──。

〈奴は、特別なんだ〉

　確かに特別だ。いきなり、三億の現金を盗もうとするなど、余程の自信があるか、ただのバカのどちらかだ。

「そのときも、犯行現場には、何の痕こん跡せきもなかったんですか？」

〈貼り紙以外に、物的証拠は何もない。いつもと同じだ〉

　関本が断言した。

　もし、その話が本当なら、山猫は、最初の犯行のときから、今のやり方を確立していたことになる。

　それは、酷ひどく不自然なことのように思えた。

「そうですか。ありがとうございます」

　電話を切ろうとしたさくらを、関本が呼び止めた。

〈がんばるのはいいが、これ以上、首を突っ込むのは止めておけ〉

　関本は、この上ないくらいに冷淡な口調だった。

「どういう意味です？」

〈お前は、刑事には向いてない。残念だが、親父さんにはなれない〉

「あたしは……」

〈親父さんを思うなら、警察なんか辞めて、普通の生活を送れ〉

　関本は、一方的に言うと、電話を切ってしまった。

　さくらは、携帯電話を握り締め、きつく唇を嚙かんだ。身体の中を、怒りをはらんだ熱い血液が駆け巡る。

　かつて、母親にも同じことを言われた。

　さくらが、警察官になったきっかけは、父親の殉職が大きく関係していたのは確かだ。だが、今はそれだけではない。

　仕事の中に、自分の存在意義を感じている。だから──。

「辞めるもんですか」

　さくらは、キッと表情を引き締めて顔を上げた。
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　アスファルトから、熱気が立ち上ってくる。

　勝村は、額からあふれ出るタマのような汗を拭ぬぐいながら、黙々と歩いていた。

　渋谷の駅に戻るより、井の頭線の神しん泉せん駅に抜け、そこから帰った方が早いと踏んだのだが、あまりいい選択ではなかったようだ。

　狭い路地を選んで歩いてきたので、すれ違う人もほとんど無い。

　──ごめんなさい。

　サキが、最後に言った言葉が頭を過よぎる。

　──なぜ、彼女は別れ際に「さよなら」でも「またね」でもなく「ごめんなさい」と口にしたのかだ──。

　あれは、誰に対する、どういう意味の「ごめんなさい」だったのか？

　今になって思えば、サキは肉食動物に怯おびえる小鹿のように、どこか落ち着きが無かった。

　──サキには、ぼくが血に飢えた狼に見えたのだろうか？

　もしそうだとしたら勘違いだ。勝村は、自分のことを臆おく病びような草食動物だと自覚している。

　スキを見て飛び掛かるだけの敏びん捷しよう性せいも、度胸も持ち合わせていない。

　勝村は、公園の前まで来たところで、ふと足を止めた。

　ジャケットのポケットに手を突っ込み、サキから受け取ったネックレスを取り出す。

　チェーンの先に付けられた装飾の花びらは、おそらく桜だろう。

　花自体をモチーフにした装飾品ならよく見るが、花びら一枚だと、どこか味気ない気がする。

　不意に、背後から強い光を浴びせられた。

　──何だろう？

　勝村は、手をかざし、目を細めながら振り返る。

　黒いハイエースが、ライトをハイビームにしてすぐ後ろに迫っていた。

　車が一台やっと通れるほどの狭い路地だ。勝村は、公園の敷地に身体を寄せ、通過するのを待つことにした。

　ハイエースは、人間が歩くのよりゆっくりした速度で進み、勝村の真横で停車した。

　ゴォ！

　獣の唸うなりのような音とともに、ハイエースのスライド式のドアが勢い良く開いた。

「え？」

　勝村が戸惑っている間に、中から覆面を被かぶった男が二人、飛び出してきた。

　海外のテロリストがしているような、目と口の部分に穴が空いた、ニット地のバラクラバという覆面だ。

　だが、覆面をしていても、勝村は相手が誰であるかはすぐに分かってしまった。

　白シャツにグレイのパンツの男と、アロハシャツにジーンズの男。服装は、さっきクラブにいたときと全く同じだ。

「勝村英男だな」

　覆面の奥で目を光らせながら、白シャツの男が言った。

　どう見積もっても、友好的な態度には見えない。

「は、はい……」

　──なぜ、ぼくの名を？

　勝村は、戸惑いながらも返事をする。

　嫌な予感がして、みるみる喉のどが干上がっていく。事情は飲み込めなくとも、今が危機的な状態にあることは本能が察知していた。

　白シャツの男が、顎あごをしゃくって合図をする。

　それを受けたアロハシャツの男が、勝村の背後に回り込み、後ろから抱きしめるように身体を押さえつける。

「な、何をするんですか！」

　勝村は、軽いパニックに陥りながらも、身体をよじって必死に抵抗を試みる。

「黙れ」

　声と同時に、白シャツの男の右の拳こぶしが突き出される。

　とっさのことに、かわすこともできず、勝村は鼻でそれを受け止めた。

　肉を打つ鈍い音とともに、熱をもった痛みが、鼻を中心に顔全体に広がっていく。

　鼻から、ぬるりとした液体が流れ出てくる。

　──血だ。

　真っ赤な血が、アスファルトにポタポタと滴り落ちる。

　後ろから押さえつけられていて、顔を押さえることも、うずくまることもできなかった。

　白シャツの男は、勝村の手から強引にネックレスを奪い取る。

「返せ！」

　勝村は、腹から声を絞り出すようにして叫んだ。

「騒ぐんじゃねえよ」

　白シャツの男は、勝村に顔を近づけ、静かに言う。

　他人を傷つけることを、何とも思っていない──覆面の奥で鋭く光る目が、そう言っているようだった。

「連れてくぞ」

　白シャツの男の指示に従い、アロハシャツの男が、強引に勝村を車の中に押し込もうとする。

　さっきのパンチで顔には痛みが残っているし、再び殴られることに対する恐怖もある。

　だが、事情も説明せず、いきなり人を殴りつけるような奴らの車に乗ることは、自殺行為でしかない。

　──逃げなきゃ！

「うあぁ！」

　勝村は、声を上げながら最後の抵抗を試みる。

　アロハシャツの男から逃れようと、足をバタつかせながら、身体をよじる。

　暴れた拍子に、運良く勝村の頭が、アロハシャツの男の顎先に当たった。「うっ」と短い呻うめき声を上げて、アロハシャツの男の手が、勝村から離れた。

　──今がチャンスだ。

　勝村が、身を翻そうとした刹せつ那な、鳩尾みぞおちあたりに痛みが走った。

　呼吸が止まり、下半身に力が入らず、そのまま前のめりにアスファルトに倒れた。

　血の気がどんどん引いていき、冷や汗が流れ出す。

「騒ぐなと言ったろ！　ボケが！」

　白シャツの男が、革のブーツを倒れた勝村の頭に載せ、体重をかける。アスファルトと靴底に挟まれ、頭ず蓋がい骨こつがメキメキと悲鳴を上げる。

　──クソッ。

　勝村は、痛みを堪こらえることしかできなかった。

　悲嘆に暮れる勝村の耳に、突然歌声が聞こえてきた。最初は、白シャツの男が歌っているのかと思ったが、違うらしい。

　歌声が、どんどん近づいてくる。

「男はぁ～いつもぉ～、待たせるぅだけでぇ～。女はぁ～いつもぉ～、待ちくたぁ～びれてぇ～」

　歌詞からして、松まつ山やま千ち春はるの「恋」という歌なのだろうが、その音程とリズムはめちゃめちゃだった。

　白シャツの男は、勝村の頭に載せた足をどけ、必死に辺りを見回している。

　おそらく、酔っ払いだろう──。

　偶然にも、この路地を通りかかってくれたのはラッキーだった。不条理な状態から抜け出せるかもしれない。

　勝村も、身体を起こして声の主を捜す。

　暗闇の中から、ぬうっと浮かび上がるように男が姿を現した。

「いやあぁ。恋ってのは辛つらいねぇ。そうは思わないか？」

　男は、そこで起きている騒動などお構い無しに、吞のん気きな口調で白シャツの男に声をかける。

　初夏だというのに、黒のロングレザーコートを着て、ニット帽をかぶっている。

　だが、その顔はもっと異様だった。男は、なぜか、ひょっとこのお面をつけていた。

「さっさと失うせろ！」

　白シャツの男が、睨にらみをきかせながら、お面の男に詰め寄る。

「やだなぁ、お兄さん。怖い顔しちゃって。そんなんじゃ、女にモテないよぉ」

　お面の男は、間延びした口調で言うと、肩を震わせながら笑った。

「てめぇ、何者だ？」

「見て分からない？　ただの酔っ払いだよぉ～ん」

　白シャツの男の脅しは通用しなかった。お面の男は、両手を広げ、腰を振るようにして奇妙な踊りを披露する。

「調子に乗りやがって」

　我慢の限界を超えたのだろう。白シャツの男は、ボクサースタイルの構えから、体重を乗せた右のパンチを打ち出す。

　──危ない。

　勝村が思うのより早く、お面の男は身体を左に振ってパンチをかわす。

「残念でしたぁ」

　お面の男が、陽気に身体をゆする。

　すっかりプライドを傷つけられた白シャツの男は、右、左と連続して大振りのパンチを繰り出す。

　だが、お面の男は、そのパンチを全てダッキングだけでかわしていく。

　息の上がった白シャツの男が、動きを止めてお面の男を睨む。

「次は、こっちの番だね」

　お面の男は、言うなりコートのポケットから筒のような物を取りだし、白シャツの男に向かって放り投げた。

　白シャツの男は、訳も分からず、反射的にそれを受け取る。

　それと同時に、その筒から勢いよく煙が噴き出した。

　動揺した白シャツの男は、その筒をアスファルトの上に落とした。それでも、煙は勢いよく噴出し、視界が白い煙におおわれていく。

　──あれは、発煙筒だ。

「クソ！」

「何だ、この煙！」

「わ、分かりません！」

「何とかしろ！」

　白シャツの男と、アロハシャツの男が、次々と声を上げる。

　ジャケットの袖そでで鼻と口を押さえ、這はうように移動しようとした勝村の腕を、誰かが摑つかんだ。

　視線を向けると、煙で霞かすんだ視界の中で、お面の男の姿が見えた。

「走れるか？」

　お面の男が言う。

「なんとか……」

　勝村は、むせ返りながら答える。

「来い」

　お面の男が、言いながら勝村の腕を強く引っ張った。

　──お面の男は何者で、何を考えているのか？

　疑問はたくさんあったが、このままここにいるよりマシだ。勝村は、お面の男に従うことにした。

「乗れ」

　そのまま、遠くに逃げるのかと思っていたが、お面の男はハイエースの後部座席に乗るように促す。

「この車に？」

「早くしろ」

　お面の男に急せかされ、勝村はハイエースに乗り込む。

　──どうするつもりだ？

　勝村の疑問をよそに、お面の男はハイエースの運転席に乗り込み、エンジンを吹かす。

「ドアを閉めろ」

　お面の男に指示され、勝村はスライド式のドアを勢いよく閉めた。

　それと同時に、こちらの動きに気づいたらしい白シャツの男が、ドアに張り付いてきた。

　ホラー映画のゾンビのようだ。

　白シャツの男が、ドアを開けようと手を伸ばす。勝村は、急いで鍵かぎをかけた。

「出て来い！」

　ドンドンとドアを叩たたきながら、白シャツの男が叫ぶ。

　この状況で、「出ろ」と言われて、素直に出ていく奴はいない。

「ぶっ殺してやる！」

　白シャツの男は、怒声を響かせるのと同時に、腰とベルトの間に挟んであった拳けん銃じゆうを抜き、その銃口を勝村に向けた。

　ロシア製の軍用拳銃、トカレフだ──。

　七・六二ミリの弾丸は、車のガラスなど簡単に貫通する。

　──殺される。

　勝村は、身を硬くすることしかできなかった。

　白シャツの男が引き金を引いた瞬間、ハイエースが勢い良く走り出した。

　ガラスが砕け散ったものの、運良く弾丸は勝村を逸それた。

　車は、ぐんぐんスピードを上げ、すぐに二人組の姿は見えなくなった。

　──助かった。

　安あん堵どする勝村だったが、それも、ほんの一瞬のことだった。

　相手が違うだけで、正体不明の人間に拿だ捕ほされているという事実に変わりはない。

「ひ、一つ質問してもいいですか？」

　勝村は、おそるおそる運転しているお面の男に声をかけてみた。

「一つならいいぞ」

　あれだけの騒ぎのあとなのにもかかわらず、お面の男はのんびりとした口調だった。

「あなたは、誰ですか？　ぼくを、どうするつもりですか？」

「一つって言いながら、二つ質問してるじゃねぇか」

「あ、いや……」

「まぁ、俺は優しいから、答えてやってもいいぞ」

「お、お願いします」

　──妙な感じになっている。

　勝村には、お面の男の言動がまるで読めない。

「俺は、正義の味方で、君を助けにやってきたんだよ。勝村英男君」

　お面の男は、いかにも得意そうに言う。

　──正義の味方？　助ける？

　勝村は、ますます混乱してしまった。

　そんな説明で喜ぶのは、三歳児くらいまでだ。だいたい、ひょっとこのお面をつけた正義の味方なんて、聞いたことがない。

「答えになっていません。それに、なぜぼくの名前を知ってるんですか？」

「一度にいろいろ言うな。見かけによらず、せっかちな奴だな。人生には、ゆとりが大事だ。分かるか？」

　お面の男は、相変わらずおどけた調子だ。

　これ以上、お面の男と話していても、まともな返答は得られそうにない。

「あの……車を停めてもらえますか？」

　勝村は、運転席の方に身を乗り出しながら言う。

「なぜだ？」

「警察に行きます」

「嫌だね」

　お面の男は、即答だった。

「え？」

「警察は、俺が世の中で三番目に嫌いなものだ。いや、違うな。警察より、ギャル男の方が嫌いだから四番目か……」

　また、話を煙けむに巻いている。

　この際、そんなの何番目だって構わない。

「嫌いとかの問題じゃありません。ぼくは襲われて、殺されかけたんです」

「うん。優等生の答えだな。だけど、今回の問題は、受験用の問題じゃない。なぞなぞなんだよ。よって、その答えは不正解」

　お面の男は「プップー」とクラクションを二回鳴らした。

　勝村には、お面の男が、この状況において、なぜここまでふざけていられるのか、その精神構造が理解できなかった。

「間違ってなんかないです。警察に行って、彼らを捕まえてもらう。それで終わりです」

　勝村は、むきになって反論する。

「俺はそうは思わないなぁ。勝村君」

「どうしてです？」

「警察に行ったら、あの男たちは逮捕されるかも知れない。傷害罪に銃刀法違反ってとこだ。あと、これ盗難車っぽいから窃盗もつくな」

　お面の男は、ハンドル脇から飛び出たコードを摘つまみながら言った。

　イグニッションの下にあるカバーも剝はがされ、コードが剝むき出しになっていた。直結でエンジンをかけたのだろう。だが、問題はそこではない。

「それで充分でしょ」

「いいや。それが充分じゃないんだよ」

「どういう意味です？」

「あいつら、筋者だよ。意味分かる？」

「ええ」

　勝村は頷うなずいて答えた。

　彼らが、まっとうな社会人とは到底思えない。お面の男が言う通り、暴力団関連の人間だろう。

「もしそうなったら、多分、逮捕されるのは一人だけだろうな。トカゲの尻尾しつぽ切り。そんで、勝村君はあとで、たっぷりお礼参りをされちゃうわけ。最悪の場合は、海に沈められちゃうかも」

　お面の男は、手を叩いて楽しそうに笑った。

　──笑いながら言う話じゃないだろう。

　勝村は、苛いら立だちをどうにか抑え込んだ。

「だいたい、何でぼくが、あんな目に遭わなくちゃいけないんですか？　何もやってないです」

　勝村は、言いながらルームミラーに映るお面の男の顔を見た。

　当然なのだが、お面をつけているので、その表情は分からない。

「そう。そこが問題なんだよ。君は、何もやってないと思ってる」

「事実です」

「残念だが、その考えは外れだ」

　お面の男が、再びクラクションを二回鳴らした。

「なぜです？」

「何もしていないのに、狙われるはずがない。残念だが、君には狙われる理由がある。そして、君がその原因を解明し、改善するまで狙われ続ける」

「ぼくが何かしたと？」

　思い返してみたが、誰かに恨みを買うようなことをした覚えはない。

　多少、恨みや反感を買うことはあるかもしれないが、拳銃を向けられるほどのことではない。

「正確には、少し違う。君は知ってはならないことを、知ってしまっている」

　──知っては、ならないこと？

「それは何ですか？」

「おそらくは、今井洋介殺害の真相につながる何かだ──」

　お面の男の一言が、勝村の心臓を貫いた。

　呼吸が乱れ、鼓動が速くなる。

「今井さんの死の真相？」

　勝村は、震える声で、かろうじてそれだけ口にした。

「本当に、今井は窃盗犯を目撃したために殺害されたのかな？」

「別に理由があると？」

　お面の男は、大きく頷いた。

　素顔を隠していても、自信に満ちた表情をしているのが伝わってきた。

「俺は、この事件は山猫という窃盗犯の仕業ではないと確信している。裏にもっと大きな何かがある」

「大きな何か……」

　勝村は、オウム返しする。

　事件の取材を始めてから、勝村もそれを薄々感じていた。

　窃盗犯の場当たり的な犯行だとした場合、不自然なことが幾つもある。

「君はどうだ勝村君。今回の事件に、疑問を持ち始めているんじゃないのか？　本当に今井洋介は居直り強盗に殺されたのか？」

　図星を指され、勝村は目を剝いた。

　今井が死んでから、立て続けに奇妙な出来事が起きている。

　サキからの電話。渡されたネックレス。それに、サキの話では、今井は自分が死ぬかもしれないと予見していたとも考えられる。

　極めつけは、さっきの二人組からの襲撃──。

「でも、警察がちゃんと捜査しているわけだし……」

　勝村は、苦し紛れに言う。

　お面の男は、それを鼻で笑い飛ばすと、路肩に車を停め、ひょっとこのお面を外した。

　彼の素顔が見られると思ったが、大きな間違いだった。

　念入りに、ひょっとこのお面の下に、さっきの暴漢と同じ、ニット地の覆面をかぶっていた。

「警察がやっているのは、窃盗犯の追跡捜査だよ」

　男は、さっきまでとは明らかに違うトーンで切り出した。

「そうでしょうね」

「もし、今井という男の死に、別の真相があるのだとすれば、目指す方向が違う。東北新幹線に乗っても、京都にはたどり着けない」

　言っていることは理解できる。

　だが、素顔を隠すような人間の言うことを、素直に聞くわけにはいかない。

「今回のことをちゃんと説明すれば、警察だって事件の関連を……」

「本気で言ってるわけじゃないだろ。警察はすでに、居直り強盗の犯行だと断定しているんだ。その状態で、状況証拠を並べたところで捜査方針は変わりっこない」

　勝村に口を挟む隙を与えず、男がさらに続ける。

「仮に、窃盗犯を捕らえることができれば、警察は自分たちの過ちに気付くかも知れない。だが、それでは遅い。初動捜査を誤った警察が、犯人を逮捕できると思うか？」

　勝村の頭に、名古屋で起きた妊婦殺害事件が思い起こされた。

　警察は初動捜査の際、第一発見者の夫を犯人だと決めつけて捜査にかかった。それが誤りであったと気付いたときには、すでに遅かった。

　情報は風化し、目的を失った捜査官たちが、犯人を捕らえることなく時効を迎えてしまった。

　居直り強盗でないとすれば、警察はすでに致命的なミスを犯していることになる。

　答えを迫るように、覆面の下から男の鋭い視線が向けられた。

　──あ！

　勝村は、そこで思わぬことに気づいた。

「ぼくは、あなたを知っている」

　勝村は、男を指差して声を上げた。

　男の目にぐっと力が入る。目の下に、小さな傷があるのを見つけた。勝村は、昨晩、同じ箇所に傷のある男に会っている。

「あなたは、あの時のカメラマンでしょ」

　口に出したことで、勝村のイメージが、より確かなものに変わっていく。

　──間違いない。

　覆面を被かぶっていても、その向こうに、尖とがった鼻をした、カメラマンの山根の顔のイメージがはっきりと見えた。

「どうしてそう言いきれる？」

「右の目の下にある傷。それに、特徴的な鼻」

「おいおい。冗談はやめてくれ」

「ぼくは、記憶力だけは自信があるんだ。覆面の上からでも、鼻の形はイメージできる。時計だって同じＧショックだ。それに、靴は……」

「分かった。もういい。恐ろしい記憶力と観察力だな。応用はできていないようだが」

　男は観念したのか、覆面を外した。

　その顔は、予想通り、昨晩一緒に飲んだ、カメラマンの山根だった。

　相手の素顔が分かったことで、精神的に少しだけ優位に立ったような気がする。

　山根とは、居酒屋で再び顔を合わせたが、今になってみると、それも偶然ではないかも知れない。

　今井と仕事をしたことがあると言っていたが、それだって怪しい。

「あなたは何者ですか。ただのカメラマンじゃないはずだ」

　男は隠していた素顔がバレたというのに、全く動じた様子がない。

　マッチを擦って煙草に火を点つけると、そのマッチの残り火を指で弾はじいて消した。

　目を閉じ、ゆっくりと煙を吐き出す。

「俺が何者かなんて、この際どうでもいい。お前は知りたくないのか？　今井という男がなぜ死んだのか」

　──もし、他に真相があるなら何としても知りたい。

　勝村は、ぐっと山根の方に身を乗り出した。

「あなたはその答えを知ってるとでも？」

「知らねぇよ」

　山根は、あっさり質問を突き放す。

「そんな無責任な。なら、どうして今井さんの事件に裏があると？」

「今井という男の会社に、山猫は窃盗に入っていない。それなのに〈山猫〉と書かれた貼り紙が残された。誰かが山猫に罪を被せようとした。ということは、これは間違いなく計画殺人なんだよ」

　山根の理論は分かる。だが、それは山猫が窃盗に入っていないという大前提の下で、初めて成立するものだ。

「どうして、山猫の仕業ではないと断言できるんです？」

　勝村は、自分で口にしながら、不意にその答えが頭に浮かんでしまった。

　現在の捜査状況の中で、山猫が犯人ではないと言い切れる人間は、世界中でただ一人しかいない──。

「それはな……」

　山根が運転席から身を乗り出して、尖った鼻先が付くほどに顔を近づけた。

「俺が山猫だからだよ」
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　関本との電話を終えたさくらは、過去に山猫が起こした事件の洗い出しに着手した。

　山猫のものと思われる犯罪は、五年間で二十件に及んだ。

　デスクに積み上げられた資料を、一つ一つ丹念に目で追っていく。

　メモ以外の物的証拠を一切残さないその手口は、鮮やかだと言わざるを得ない。その中で、もっとも目を奪われたのは、その被害総額だ──。

「三十億？」

　電卓で、合計額を弾はじいたさくらは、思わず声を上げた。

　とても、窃盗犯のたたき出す数字ではない。

　驚きと同時に、疑問が生まれる。

　山猫は、三十億円もの大金をどうしたのか？

　一人で遣いきれる金額ではない。もし、遣っていれば、それだけで目立ってしまう。どこか、安全な場所に保管しているのかもしれない。

　どちらにしても、関本の言うように、山猫からしてみれば、今井の会社の一千万円など、はした金なのかもしれない。

　では、なぜ、今井の会社に盗みに入ったのか？

　もしかしたら、金が目当てではなかったのかもしれない。もっと、別の大きな理由──。

　確かめてみる必要がある。

　さくらが、立ち上がったところで、森田が声をかけてきた。

「ちょっと、いいか」

「はい」

　さくらは、森田に従うかたちで、刑事部屋の隣にある会議室に足を運んだ。

　長テーブルに、向かい合うかたちで座る。冷房が効いていない会議室は、むっとするような熱気に包まれていて、何もしていないのに、額から汗が流れ出す。

「捜査の進行状況は、どうだ？」

　森田が、ハンカチで首筋の汗を拭ぬぐいながら切り出す。

「今のところ、収穫無しです」

　さくらは、肩をすくめるようにして答えた。

「そうか」

　森田が、力なく頷うなずいた。

「うちの捜査状況は、どうなんですか？」

　さくらは、逆に訊きき返す。

「あまり、いいとは言えない。今回は、連続だからな。メディアも騒いでいるし、何かしらの結果を残さないといかんのだが……」

　森田は、ネクタイを緩め、腕組みをした。

　思うように、捜査が進まない苛いら立だちが伝わってくる。あるいは、それは暑さのせいかもしれない。

「それで、関本警部補は、どうだ？」

　しばらくの間を置いたあと、森田は声のトーンを落とし、改まった口調で訊たずねる。

「どういう意味ですか？」

「ここだけの話にしてもらえるか？」

「はい」

「実は、妙な噂を耳にした」

「妙な？」

　さくらが首をひねると、森田は、咳せき払ばらいをしてから話を続ける。

「本庁の警務部が、関本警部補について、調べを進めているらしい」

「警務部が？」

　さくらは、驚きのあまり声が裏返った。

「これが、どういうことか分かるね」

　森田に、念押しされるように言われ、さくらは大きく頷いた。

　警務部は、一般企業でいうところの内部監査部門にあたる。

　警務部が動いているということは、関本に、背任行為の疑いがかかっているということだ。

「なぜ、そんなことに？」

　さくらは、ようやくそれだけ口にした。

「それは、私にも分からない。ただ、そういう事実があるということを、認識しておいて欲しい」

　森田は、含みを持たせた言い方をした。

「あまり、深入りするな──ということですか？」

「君まで、つまらん疑いをかけられては、うちにとって大きな打撃になる。適度に距離を置いた方がいい」

　さくらは、すぐに返事をすることができなかった──。
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　勝村は緊張した面持ちで、薄暗いバーのカウンターのスツールに座っていた。

　リラックスはしていない。カバンは肩からかけたままだし、半身の姿勢で何時いつでも逃げ出せるように身構えていた。

　下北沢の北口を出て、大丸ピーコックの角を曲がり、路地を五分ほど進んだところにある雑居ビル。その脇に地下へと通じる階段があり、そこがバーの入り口だった。

　看板が無かったので、店の名前は知らない。

　店内は、四人がけのテーブル席が一つと、五人ほどが座れるバーカウンターがあるだけの狭いスペースだった。

　照明の具合も、天井に剝むき出しになった梁はりも、なかなかいい雰囲気をかもしだしている。

　勝村の他に、客の姿はない。

　カウンターの向こうにあるキッチンに、山猫と名乗った男が立っているだけだった。

　白シャツにジーンズという出いで立ちで、バーボンのボトルがズラリと並んだ棚の前に立つ姿は、窃盗犯というより、そのままバーのマスターに見えた。

　──真実が知りたければついてこい。

　山猫は、ハイエースの中で、勝村にそう言った。

　迷わなかったといったら噓になる。だが、勝村には、その言葉が、ひどく魅惑的に聞こえたのも事実だ。

　窃盗犯の誘いに乗るなど、愚の骨頂だと分かっている。

　それでも、勝村は山猫の言葉に従うことにした。

　今井の事件の真相を確かめたいという、強い意志があったからだ。だが、実際はそれだけではない。

　──山猫とは、いったいどんな人物なのか？

　そのことに対する好奇心も、強く心に働いた。

　山猫は、食器棚からグラスを二つ取り出し、なれた手つきでジャックダニエルを四角いグラスに注いだ。

「まあ、飲めよ」

　山猫が、グラスを勝村の前に置いた。

　興味はあるが、さすがに殺人容疑のかかった窃盗犯と、一対一で酒が飲めるほど吞のん気きではない。

　勝村は、グラスに触れるかわりに、質問をぶつけた。

「あなたが、今井さんを殺したんですか？」

　勝村は、汗でぐっしょりになった拳こぶしを握り締め、玉砕覚悟で核心部分に切り込んだ。

「さっきも話しただろ。俺は、あの会社に盗みに入ってないし、今井という男を殺してもいない」

　山猫は、グラスを傾け、琥こ珀はく色の液体を喉のどに流し込む。

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくのその態度は、噓をついている人間のものとは思えなかった。だが、だからといって「はいそうですか」と信じることもできない。

「証拠は、あるんですか？」

「証拠ねぇ……あるといえば、あるかな」

「あるなら、提示して下さい！　そうでないと、信じられません！」

　勝村は、緊張しているせいで、喉がカラカラになりながらも、早口に言った。

「そう熱くなるなよ。仮に断ったらどうするつもりだ？」

　山猫は軽い調子で言うと、一気にグラスの中身を飲み干した。

「警察に行く！」

　勝村の言葉を聞き、何がおかしいのか山猫が笑った。

「まったく。面倒臭い男だな」

「面倒臭いって……」

「これが証拠だよ」

　山猫は、壁際の棚から写真の束を取り出すと、カウンターの上に置いた。

「写真？」

　山猫が、顎あごをしゃくって見ろと促す。

　勝村は、写真を手に取り、一枚一枚確認していく。

　場所は限定できないが、オフィスビルを、様々な角度から撮影したものだった。写真の右下には、日付と時間が印字されている。

「これは？」

「見ての通り、次の仕事用に撮影した写真だ。場所は桜さくら木ぎ町ちよう」

　写真に印字されている日付は、昨日の午後十一時になっていた。警察から発表された犯行予測時刻と一致している。

　高井戸と桜木町では、電車でも車でも一時間はかかる。だが──。

「印字された日付と時間なんて、いくらでも変えられます」

　勝村が主張すると、山猫は呆あきれたような表情を浮かべ、マッチを擦って煙草に火を点つける。

　吐き出される煙に、リンの独特の臭いが混じっていた。

「最後の写真を見てみろ」

　山猫に言われ、勝村は一番下にある写真を手に取った。

　その写真の背景には、白いハイエースと、そこに荷物を積み込んでいる赤い髪をした男の姿が写り込んでいた。

「これは？」

「ｑｕａｆｆクアフってバンドのメンバーだ。その日、横浜でライブがあったんだ。で、機材を積んで帰るところ。こいつらに、確認を取れば分かるはずだ」

「そっか……」

　勝村は、納得して声を上げる。

　山猫は、窃盗犯かもしれないが、今井を殺害した人物ではない。

　その事実は、安あん堵どでもあり落胆でもあった。力が抜けた勝村は、へたり込むようにスツールに座りなおした。

「この写真を証拠として持って警察に行けば、アリバイが成立しますよ」

「お前はバカか？」

　勝村の提案を、山猫が即座に否定した。

「バカって……」

「警察に行って、俺は本物の山猫だけど、事件当日に、次の犯行に備えて下見をしていたから、犯人は俺じゃないって言うのか？」

　──確かにバカな提案だった。

　山猫は、一般市民ではない。窃盗犯だ。

　納得するのと同時に、幾つかの疑問が頭に浮かんだ。

「あの……」

「なんだ？」

「ぼくに近づいたのはなぜです？」

　勝村には、それが分からなかった。

　犯行現場で顔を合わせるだけなら分かるが、そのあと、居酒屋に偶然を装い顔を出し、さらには、さっきの出来事──。

　偶然とは考え難にくい。なんらかの意図があって、山猫が近づいてきたと考える方が自然だ。

「俺とお前は、運命共同体なんだよ」

「運命共同体？」

　勝村は、山猫の言葉に首を傾げた。

「そうだ。昨日、俺のところに情報が流れて来た。警察が、無線で山猫の名前を出しているが、また盗みに入ったのかってな」

「ってことは、この前の三軒茶屋の事件は、やっぱり……」

「もちろん俺だ」

　山猫が、得意げに言った。

　これだけ自信を持って主張されると、突っ込む気にもなれず、勝村は先を促した。

「当然、高井戸のビルには入ってない。俺は、行き当たりばったりの窃盗犯じゃない。立て続けに同じ地域で仕事をするようなことはしない。そうなると、考えられる可能性は一つだ」

「誰かが、山猫を名乗った……」

「そういうこと」

　山猫は、パチンと指を鳴らすと、煙草をくわえたまま、ゆっくりとした足取りでカウンターから出てきて、勝村の横に回りながら話を続ける。

「これは、本家本元として放っておけない。軽く懲こらしめてやろうと思って、情報収集に現場に赴おもむいたわけだ」

「そこで、ぼくに会った……」

「そうだ。カメラマンの扮ふん装そうをして、現場で様子を窺うかがっていたところに、不審な男が現れた。そいつは、立入禁止のロープにしがみつき、必死に喚わめいてた」

「別に喚いてなんて……」

　勝村は、強く否定することができなかった。

　あのときは、混乱して必死だった。

「いいや。喚いてたね。さくら先輩！　大好きぃ！　ってな」

　山猫が両手を広げ、天井に向かって叫ぶ。まるで、ミュージカルのクライマックスのようだ。

「それで」

　勝村は、とにかく話を続けるよう促す。

「こいつは、何か知ってるかも知れないと思って、話を聞きだすことにしたわけだ」

「それで、ぼくをつけて、あの居酒屋に？」

「まあ、そんなとこだ。大した情報は得られなかったが、取り敢あえずマーキングだけはさせてもらった」

「マーキング？」

　犬みたいなことを言う。勝村は、小便などかけられた覚えはない。

「そうだ。そのでっかいカバンの小物入れのところを見てみな」

　山猫は、煙草を灰皿に押し付けながら言う。

　──もしかして！

　勝村が、カバンの小物入れのファスナーを開け、中を漁あさると、ボタン電池のような丸い円盤型の物体が出てきた。

「これって……」

「発信機だ」

　山猫が、新たな煙草に火を点つけながら答えた。

　まったく気付かなかった──悔しいから投げ返してやった。

「じゃあ、それからずっと、ぼくをつけ回していたってこと？」

「お前アホか？　俺は、男のストーカーをするほど暇ひまじゃねえ。いや、女でもないな。俺は、放っておいても女が寄って来ちまうからな」

　──ナルシストの幻想なんてどうでもいい。

「じゃあ、あの現場に居合わせたのは何で？」

「お前せっかちだな。入れればいいってもんじゃない。女に嫌われるぜ」

　山猫が、両手で何かを揉もむような仕草をする。

　いちいち脱線して、話が進まない。勝村は苛いら立だちをおさえながら「それで」と先を促した。

「現場で仏さんが出たって情報を得た俺は、これは計画殺人だと確信したわけだ」

　山猫がカウンターの上にある籠かごの中から、ダーツの矢を取り出し、指先で器用に回すと、狙いを定めるタメも作らずに投げた。

　見事、的の真ん中に突き刺さった。

　凄すごいテクニックだが、今はそれに感心するより、話を進める方が先決だ。

「手口を真似た別の窃盗犯が、偶発的に犯行を行ったかもしれないじゃないか」

「それは無い」

　山猫は、自信満々だった。

「なぜ？」

「プロの窃盗犯なら、絶対に居直り強盗はしない。見つかったら、ただ、逃げれば済む話だ。刑罰の重さを知ってるからな」

　確かに、日本の刑法において、窃盗の罪は軽い。一年もすれば出所できる。

　だが、居直れば事後強盗になる。相手を傷つけたり死亡させたりすれば、強盗致死傷。刑期は何十倍にも跳ね上がる。

「もし、窃盗犯が殺やったなら、素人の仕業ってことになる。だが、素人には企業を襲うという発想が無い。やるなら民家か、せいぜい店舗だ」

「なぜ？」

「セキュリティーレベルが上がるからだよ。素人がやれば、侵入する前に、警報が鳴っちまう」

　そう言われると、納得できる気がした。

「つまり、誰かが窃盗犯山猫の仕業に見せかけて、計画的に今井さんを殺害した」

　勝村は、震える声で言った。

　口にしたことで、背筋に寒いものが走った。とんでもないことに、首を突っ込んでしまった気がする。

「ご名答。そこで、今井の素性を洗った。そしたら、一人の女が浮上した」

「サキ？」

　勝村は、渋谷のクラブで会ったサキの顔を思い浮かべた。震え、怯おびえ、頼りなく、何かにすがるような目をした女性──。

「今井のコレだな」山猫が小指を立てる。「俺はこの女を監視していたわけだ」

「それで、ぼくと出くわした」

　勝村が山猫の言葉をつなげた。

　だが、山猫はグラスにジャックダニエルを注ぎながら首を捻ひねった。

「大筋はそうだ。だが、事態はもう少し複雑なんだ」

　山猫は、冷蔵庫の中から四角い板のようなものを取り出した。包装している包みには、チョコレートと書かれている。

　包み紙を剝むいて一口かじると、ジャックダニエルを飲んだ。

「チョコにウィスキー？」

　勝村は、本筋には関係ないのに、思わず口にした。

　見ているだけで、口の中が甘ったるくなる。

「何も分かってないな。ウィスキーボンボンって菓子があるだろ。チョコの中にウィスキーが入ってるやつだ」

「知ってるよ」

「じゃあ、何でその菓子があるのか分かるか？」

「さあ？」

「ウィスキーにチョコが合うからだよ。ついでに言うとだな……」

「その話の続きは、また今度聞くよ」

　勝村は、手をかざして山猫の話を遮った。

　演説シーンは映画のクライマックスだけで充分だ。「お前が訊きいたんだろ」と山猫は不満を漏らしながらも話を戻した。

「彼女の部屋に、人相の悪い二人組の男が訪ねて来た」

「あいつらか……」

　勝村の頭に、拉ら致ちしようとした二人組の顔が浮かんだ。

「俺が聞いた奴らの話をまとめるとこうだ──今井という男は、一週間前に、サキという女に、ネックレスを渡し、自分に何かあったら、勝村という男にこれを渡すようにと頼んだ」

　それは、勝村がサキから聞いた話と一致する。

「どうやら、そのネックレスには、知られたくない何らかの情報の在り処かが示してあるらしい」

「情報？」

「あいつらは、その情報が漏れることを嫌っていた。サキという女を脅して、聞き出そうとしたが、ネックレスに秘められた暗号の意味は分からない。そこで、奥の手を使うことにした」

　勝村は、両手で顔を覆った。

　ネックレス。暗号。情報。何だか話が複雑になってきた。

「今井の遺言通り、サキという女を通じ、ネックレスを一いつ旦たんお前に渡す段取りを付ける。そうやってお前をおびき出し、拉致してネックレスに込められた暗号を拷ごう問もんで吐かせようって腹だったわけだ」

　勝村は思わず身震いした。顔面に受けたパンチの痛みが蘇よみがえる。

　有無を言わさずいきなり殴りつけるような奴なら、拷問も厭いとわないだろう。

「そこに、颯さつ爽そうと登場したのが、この俺様。な、これで分かったろ。俺が正義の味方だってことが」

　山猫は、言いながら誇らしげに胸を張った。

　──自分で言うのがムカツク。

　大きく息を吐き出した勝村は、ある考えに思い至った。

「ちょっと待って。と、いうことは、ぼくは、今後も狙われ続けるってこと？」

「その通り。捕まるか、それとも謎を解くか。二つに一つだ」

　──なんてことだ。

　頭が痛くなってきた。今まで普通に生きてきた。拷問を受ける覚悟などできていない。

「ぼくは、奴らから逃げるため。そっちは冤えん罪ざいを晴らすため、今井さんの残した謎を追う」

　勝村が呟つぶやくと、山猫が大きく頷うなずいた。

　──それで、運命共同体というわけか。

「そういうことだ。共同戦線といこうじゃないか。お互いのために」

　山猫がグラスに新たにウィスキーを注ぐと、勝村の目の前に掲げた。

　残念ながら乾杯なんてする気にはなれない。勝村は、グラスには手を付けず、顔を背けた。

　今井は、何者かによって計画的に殺害された。それは、もう疑いようのない事実なのだろう。

　そして、今井自身そのことに薄々気付いていた。だが、なぜ殺されなければならなかったのか？

　情報が漏れることを嫌っていたと言っていたが、人を殺さなければならないほどの情報とはいったい何か？

　それに、なぜ今井は警察や、同じ会社の人間ではなく、勝村にネックレスを託したのか？

　疑問は渦を巻きながら次々と湧き上がってくる。

　重い腰を上げたところで、勝村は大変なことを思い出した。

「あぁ！」

　勝村は、悲鳴に近い叫び声を上げた。

「驚かせるなよ」

　山猫が、ウィスキーを飲みながら、表情を歪ゆがめる。

「違う！　そうじゃない！　ああ、大変だ！」

　勝村は、山猫の肩を摑つかみ、強く揺さぶる。

「気持ち悪いな。俺は女以外はお断りだ」

「だから、違うんだって！　ネックレスは奪われたんだ！　あのどさくさの中で！」
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　さくらは、改めて今井の会社があるビルを訪れた。

　夜間通用口のある裏口に回ると、そこに制服警官が二人立っていた。

「確認したいことがあるので、中に入らせてもらいます」

　さくらは、警察手帳を提示し、裏口のドアからビルの中に入った。

　廊下は、蛍光灯の光で満たされていたが、時間帯が違うだけで、ずいぶん不気味に感じられる。

　──どこから侵入した？

　さくらは、そのことを考えながら、ビルの一階の廊下を隅々まで見て回る。

　このビルは、古い建物だ。夜の十時を過ぎると、エントランスは施錠され、出入りは裏口だけになる。

　その裏口には、警備員が常駐して、有人警備をしている。

　機械による警報システムは導入されていない。

「ここだ」

　さくらは、トイレの前まで来たところで声を上げた。

　トイレの換気用の窓から、ビル内に侵入できることは、今日、勝村が証明した。

　さくらは、廊下を引き返し、エレベーターに乗り込むと、七階のボタンを押す。

　ウィンチの巻き上げ音とともに、ゆっくりと上昇するエレベーターの中で、さくらは目を閉じた。

　そもそも、今井は、休日の夜に、一人事務所で何をしていたのか？

　答えを見み出いだす前に、エレベーターの扉が開いた。

　さくらは、廊下を歩き、今井の事務所のドアの前に立つ。

　目を凝らして見ると、ドアノブの鍵かぎ穴あなには、一切傷がついていない。ピッキングなどの方法を用いて鍵を開けたわけではないようだ。

　ドアを開けて中に入り、電気を点つけた。

　それと同時に、部屋の中央に黒い影が浮かび上がった。

「きゃっ！」

　さくらは、悲鳴を上げて飛び退のきながらも、素早く身構える。

　そこに立っていたのは、関本だった。

「せ、関本警部補……ここで、何を？」

　さくらは、関本に訊たずねながらも、警戒を解くことはなかった。

　さっき、森田から聞かされた話が、頭に引っかかっていたからだ。

「お前こそ、何をしている？」

　関本が、冷ややかな目で言う。

「確認したいことがあったんです」

「資料を見ればいいだろ」

「自分の目で確認しないと、気が済まない質たちなんです」

「いっぱしの口を利く」

　関本が、嘲ちよう笑しようするように言った。

「関本警部補は、なぜ？」

　さくらは、自分の説明を終えたところで、改めて関本に尋ねた。

「お前と同じだ」

　関本は、短く答えると、逃げるようにさくらの脇をすり抜け、ドアに向かう。

　それが、もの凄すごく不自然に感じられた。

「あたしとは、捜査をしたくない──そういうことですか？」

　さくらの言葉に反応して、関本がピタリと足を止めた。

「さっき、電話でも言った。お前は、刑事には向いてない」

　関本の言葉は、さくらの胸を深く抉えぐる。

「それでも、あたしは刑事です」

　さくらは、振り返り、関本の背中を睨にらみ付けながら言った。

　関本は、まるで時間が止まってしまったかのように、しばらくそこに立っていた。

「その真っ直ぐさが、自分を殺すんだ」

　長い沈黙のあと、関本は独り言のようにポツリと言うと、そのまま部屋を出ていった。

　さくらは、その背中を見送りながら、なぜか既視感を覚えた。あの背中、前にも見たことがある。

　だが、それが、いつなのかは思い出せなかった。

　しばらく、そのまま立ち尽くしていたさくらだったが、息を吐き出して気持ちを切り替え、デスクの間を縫うように、ゆっくりと部屋の中を歩いて回る。

　だが、さっきの関本の言葉が引っかかり、集中できなかった。

　壁に寄りかかったさくらは、ポケットの奥に突っ込んであった名刺を取りだした。

　昨晩、勝村から受け取った名刺だ。

　そこには、会社の住所や電話番号の他に、勝村自身の携帯電話の番号も記載されていた。

「今井社長がどういう人間だったか、調べる必要がある」

　さくらは、名刺に向かって呟いた。

　だが、それが口実に過ぎないことを、さくらは自覚していた。

　大学時代もそうだった。何か、辛つらいことがあると、勝村と話したくなる。理由は分からないが、弱い自分を受け容いれてもらえるようで、ほっとした。

　だから──。

　さくらは、迷いながらも携帯電話を取りだし、名刺に書かれた番号に発信した。
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　──盗とられたのなら、盗り返せばいい。

　不敵に笑う山猫に連れられ、勝村は、経堂の駅から歩いて十分ほどのところにある、路地の角に立っていた。

　人通りはあまり多くない。

　十メートルほど先には、八階建てのマンションが建っていた。あれが、目指す場所──。

　最近建てられたものらしく、外壁もシックな色調で、高級感があった。

　半円形のエントランスは、全面ガラス張りで、オートロック式になっている。

　黒いパンツに、黒いシャツ、黒いニット帽という、全身黒ずくめの格好をした山猫は、その名の如く素早い動きで路地の角から飛び出すと、マンションを囲う植え込みの中に飛び込んだ。

　しばらくして、植え込みの中から、山猫の手だけが出てきて、「こっちに来い」と手招きする。

　誘われるままに、走り出した勝村だったが、植え込みの脇で転倒した。

「遊んでんのか」

　山猫に襟首を摑つかまれ、植え込みの中に引き摺ずり込まれる。

　マンションの植え込みの間にできた、幅五十センチほどの狭いスペースに縮こまっていると、山猫が、双眼鏡のようなかたちをした機材を差し出してくる。

「これは……」

「見れば分かるだろ。暗視ゴーグルだ」

　山猫は、バカにしたような口調で言う。

　赤外線を使い、暗闇の中でも視界を確保できるという代物だ。それは分かったが、勝村に分からないのは、別のことだった。

「これを、何に使うんだ？」

　勝村の質問を無視して、山猫は背負っていたリュックから、次々と道具を取り出し、勝村に手渡す。

　先端にフックがつけられ、定間隔で結び目のついたロープ。小型のスプレー缶。さらには、黒い革の手袋。

　両手にオモチャを抱えた子どもの気分だ。

　暴漢たちに奪われたネックレスを奪還するため、協力すると約束したものの、何だか怪しい雲行きになってきた。

「四階の一番奥の部屋を見てみろ」

　山猫が、指差す。

　勝村は、言われるままに山猫の指差した四階の窓に目を向けた。

　カーテンの隙間から明かりが漏れている。

「あの部屋が、どうしたの？」

　勝村は、山猫に視線を移した。

「本当に、鈍い奴だな。あそこは、サキの部屋だ。お前を襲った奴らも、あの部屋にいる」

「どうして、あの部屋だって分かるんだ？」

「お前と同じマーキングだよ」

　山猫が、得意げに鼻を鳴らす。

　ああ、なるほど。勝村はここに来て合点がいった。

　山猫が、勝村を助けに入ったとき、いきなり殴りつけて逃げることもできた。だが、そうしなかった。

　おそらく、あの騒ぎに紛れて、どこかに発信機を仕掛けたのだろう。

　噂に違たがわず用心深く、頭の切れる男なのかもしれない。だが──。

「中に、あいつらもいるんだろ。取り返すのは無理だよ」

「泣きごとを言うな。俺が、無計画に正面から突っ込むとでも思ってんのか？」

　山猫からしてみれば、こういう状況は日常かもしれないが、勝村にとっては、そうではない。

「いや、だけど……」

「ぐちゃぐちゃ文句を言うな。奪われたのは、お前の責任だろ」

「まあ、そうだけど」

「だったら、きっちり自分で取り返せ」

「ええ！　ぼくが？」

　勝村は、場所もわきまえずに大声を上げた。

「うるさい」

　すかさず、山猫が頭を引っぱたく。

「でも、盗みは、ぼくの専門外だよ」

「だから、せめてもの温情で、俺様が手伝ってやるんだ。ありがたく思え」

「は、はい」

　勝村は、山猫の勢いに負け、流されるままに返事をする。

「とにかく、作戦を説明するぞ」

　山猫は、ノートを広げ、手早くペンを走らせ、マンションの見取り図を描き始めた。
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「準備はいいか？」

　山猫に声をかけられ、勝村は顔を上げた。

　作戦の概要は把握した。機材も揃っている。でも──心の準備は全然ダメ。

　謎を解くために、ネックレスを取り返す必要があることは分かっている。彼らが、話し合いで返してくれるような、優しい人間たちでないことも実証されている。

　だが、やっぱり覚悟が決まらない。

　頭に載った暗視ゴーグルと、左肩のロープが重くのしかかる。

「いざとなったら、俺は逃げるからな。お前は捕まっても、絶対に俺のことを喋しやべるなよ」

　山猫は、薄ら笑いを浮かべながら言った。

　──笑えない冗談だ。

「よく、そんな冷酷なことが言えるね」

「まったく。寒くもねぇのに、息子が縮んでんじゃねえのか？」

　山猫は、言いながら勝村の股こ間かんを鷲わしづかみにする。

「ちょ、ちょっと……」

「冗談だよ、冗談。この俺様が、逃げるわけねぇだろ」

　山猫は、誇らしげに胸を張った。

　残念だが、窃盗犯の言葉をあてにするほど吞のん気きではない。

　山猫は、ポケットの中から板チョコを取り出し、一口かじると、勝村にも差し出してきた。

　心遣いはありがたいが、勝村は、それを口にする気にはなれなかった。

　緊張で喉のどがカラカラなのに、チョコレートなど食べたら、息が詰まってしまいそうだ。

「じゃあ、行くとしますか」

　山猫は、散歩する猫の如く悠ゆう然ぜんとした足取りで、マンションのエントランスに向かっていく。

　勝村は、山猫の陰に隠れるように進む。

　マンションのエントランスの前にたどりついたが、オートロックになっていて、ドアは開かない。

　ここを開けるためには、ドアの脇にある鍵かぎ穴あなに、シリンダーキーを差し込む必要がある。

「ど、どうするんだ？」

　勝村は、山猫に訊たずねながら、自分が少し興奮していることに気づいた。

　モラルを無視して考えれば、こんな間近で、窃盗犯の手口を見学できる機会など、まず無い。

「よく覚えとけ。オートロックなんて、ただのオモチャだ」

　山猫は、得意気に勝村を見て笑うと、ポケットから千円札を取り出した。

「チップでも渡す気？」

「バカだろ、お前」

「冗談だよ」

　むきになって反論する勝村を、山猫は鼻で笑った。

「この手のオートロックを開けるのに、工具や偽造鍵は必要ない。紙切れ一枚で充分なんだ」

「紙切れ一枚？」

　──魔法使いじゃあるまいし、そんなものでドアが開くわけがない。

　山猫は、嬉うれしそうに舌した舐なめずりすると、千円札に魔法をかけるみたいに、ふっと息を吹きかけた。

　そのまま手を上げ、高い位置からドアの隙間に千円札を差し込むと、勢いをつけてエントランスに向かって放り込んだ。

　それと同時に、ウィーンと低い音がしてドアが開いた。

「え？　何で？」

　勝村は、あまりのことに、声が裏返ってしまった。

　山猫は、悠然とマンションに侵入すると、床に落ちている千円札を拾う。

「センサーを作動させただけだ」

　山猫の一言で、勝村にも事態が飲み込めた。

　マンションのオートロックは、外からは、鍵を使わないと開かない。

　しかし、中からの場合、自動ドアと同じ仕組みで、センサーが感知してドアが開く。

　だから、ドアの隙間を使い、外側から内側に紙を投げ込めば、内側のセンサーがそれを感知して、ドアが開くというわけだ。

　店舗のように、内側から出るときに、ボタンを押す形式にすれば、こんなことは起こらない。利便性を追求した結果として生み出された、セキュリティーの穴──。

「早くしろ」

　山猫が、呆ぼう然ぜんとしている勝村を急せかす。

　エレベーター前で待っている山猫は、いつの間にか黒い覆面を被かぶっていた。

　山猫に続いてエレベーターに乗り込んだ勝村は、思わずぎょっとする。

　天井に、半球形の防犯カメラが取り付けられているのに気づいたからだ。

「これ、マズイんじゃないの？」

　勝村は、カメラの死角になる場所に移動しようとしたが、狭い空間の中では、どうにもならず、オロオロしてしまう。

「気にするな。俺たちの姿は、録画されないように細工してある」

　山猫がのんびりとした口調で言った。

「細工って？」

「転職するなら教えてやってもいいぜ」

　山猫が、覆面の向こうでニヤリと笑う。

　──誘いはありがたいが、遠慮させてもらう。

　勝村が、心の中で呟つぶやいたところで、エレベーターが目的の階に到着した。

　山猫は、最上階である八階のボタンを押し、開いたエレベーターのドアが閉まらないように、レールの隙間にドライバーを差し込む。

　これで、しばらくは誰もエレベーターを使うことができない。

「行くぞ」

　山猫は、作業を終えると先陣を切って歩き始めた。

　その足取りには、迷いも怯おびえもない。盗みのプロだから、当然といえば当然だ。だが、素人の勝村は、そうはいかない。

　──自分のやろうとしていることは、本当に正しいことなのだろうか？

　迷いから、足取りが重かった。地震でもないのに、地面がグラグラと揺れている気がする。

「勝村」

「え？」

　山猫に、突然名前を呼ばれ、勝村は足を止めた。

「何で、今井は、お前にメッセージを託したんだと思う？」

　山猫は、ダンスのステップのように、軽快に身体を回転させ、勝村に向き直った。

「何でだろう……分からない」

　今井と親しかった人物は、他にもいるはずだ。

「俺にも、なぜお前に託されたかは、分からない。今井がどんな男かも知らないしな。だがな、一つだけ分かることがある。それはな、このメッセージを託すのは、お前じゃなきゃダメだったってことだ」

　山猫の一言で、勝村は、泥沼から救出されたような気分になった。

　──悩んでいる場合ではない。

　勝村は、自分に言い聞かせる。今井が、何を伝えようとしていたのか？　それを知るのは、託された者の義務だ。

　筋肉がぶるっと震えたあとに、身体の無駄な力が抜けた。

「いい顔になったじゃねえか」

　山猫が楽しげに勝村を指差した。

　勝村も、笑い返す。

「今度こそ、本当に行くとしますか」

　山猫は、サキの部屋のインターホンを押した。

　それが作戦開始の合図だった──。

　勝村は、山猫と入れ替わりで、ドアスコープの前に立つ。

　山猫は、エレベーターと外廊下の中間位置にスタンバイする。

　しばらくの沈黙があった──。

　緊張はあったが、焦りはない。奴らは、ドアの前に立っているのが、勝村だと知れば、必ずドアを開ける。その確信があった。

　やがて、鍵とドアチェーンを外す音が聞こえる。

　──やっぱりだ。

　勝村は、それを聞くなり、消火栓が収納されているスペースに身体を滑り込ませる。

　ゆっくりとドアが開いた。

　少し身体がはみ出してはいるが、ドアの陰になっているので、部屋の中からは見えないはずだ。

　ドアから男が顔を出した。白シャツの男だ。彼の視界に入るのは、勝村ではなく、山猫の後ろ姿だ。

「おい！　待て！」

　白シャツの男が声を上げた。

　山猫を、勝村だと勘違いして、必死にその背中を追いかけていく。

　外廊下の角に男の姿が消えるのを待ってから、勝村は狭いスペースから身体を出した。

　頭の中で作戦を反復する。

　白シャツの男は、山猫を追って外廊下を走り、エレベーターホールに出る。

　山猫は、エレベーターを止めていた、ドライバーを外して身を隠す。

　上っていくエレベーターのランプを見た白シャツの男は、上層階に逃げたと錯覚し、必死に階段を上っていくはずだ。

　その間に、山猫は階段を下りて外に出る。

　そして、マンションの裏手にある配電室の鍵を開け、マンション全体の電源を落とす。

　勝村が、頭の中でシミュレーションを終えるのとほぼ同時に、ブツッ──と大きな音がして、マンションの明かりが一斉に消えた。

　──ここまでは作戦通り。

　勝村は、メガネを外し、額の位置にある暗視ゴーグルを、目の位置に移動させる。

　真っ暗だった世界に、緑がかった映像が飛び込んで来る。

　裸眼なので、多少視界はぼやけるが、認識はできる。

「行くぞ！」

　勝村は、両手で頰を打ち、自らを鼓こ舞ぶする。

　音をたてないように注意しながら、ドアノブを回す。

　さっき白シャツの男は、慌てて部屋を出て行った。予想通り、鍵は開いていた。

　息を潜めながら部屋の中に侵入すると、白シャツの男が戻ってこられないように、内側から鍵をかける。

　礼儀知らずかも知れないが、勝村は靴のまま、玄関を上がり、廊下を奥に進んでいく。

　廊下先に、十畳ほどの広さのリビングルームがあった。

　リビングのソファーに座っている男の姿が見えた。

　アロハシャツの男だ。突然の停電に動揺したらしく、落ち着きなくあたりをキョロキョロと見回している。

　リビングの戸口のところに立った勝村は、息を止めて部屋の中を捜す。

　ネックレスはすぐに見つかった──。

　アロハシャツの男が座るソファーの前にある、ガラス張りのテーブルの上。

　勝村は、身を屈かがめ、ソファーの陰に隠れながらゆっくりとネックレスに手を伸ばす。

　──あと少し。

　ピリリリッ。

　ネックレスが、指先に触れるのと同時に、電子音が響いた。

　──しまった。

　携帯電話だ。電源を切るのを忘れていた。

　勝村は、慌ててジャケットのポケットに手を突っ込み、電源を切る。だが、手遅れだった。

　アロハシャツの男は、ライターの火を点つける。

　勝村は、薄明かりの中で、アロハシャツの男と目が合った。

「誰だ！」

　アロハシャツの男が、声を上げる。

　サアッと音を立てて、血の気が引いていく。

　勝村は、パニックに陥る寸前で踏みとどまり、ジャケットのポケットに手を突っ込み、山猫から渡されたスプレー缶を取りだし、アロハシャツの男に吹きつけた。

「ぎゃっ！」

　アロハシャツの男は、両目を押さえて倒れ込み、床の上を転げまわった。

　痴漢撃退用のスプレーだ。しばらくは、痛みで目を開けることができないはずだ。

　だが、ぐずぐずしている余裕はない。目め潰つぶしの効果が、いつまで続くか分かったものではない。

　勝村は、テーブルの上のネックレスを摑つかみ取り、カーテンを開けてベランダに出ようとした。

　そこで、見てはいけないものを見てしまった。

　部屋の隅に座り込み、祈るように両手を胸の前で合わせ震えているサキの姿──。

　左の頰に、痣あざのようなものができている。殴られたのかも知れない。

　前に会った時、彼女が言った「ごめんなさい」、それは、勝村を白シャツの男たちに売ってしまったことに対する謝罪だった──。

　あんな目にあったのだから、怒りの気持ちがないと言ったら噓になる。

　だが、自分だったらどうだろう──と考えてしまう。

　あんなガラの悪い男たちに囲まれて、最後まで噓がつき通せるだろうか？

　勝村は、結論が出る前に、サキの病的に白く細い腕を摑んでいた。

　怯おびえて抵抗するかと思ったが、サキは引かれるがままに、ベランダまで黙ってついてきた。

　ロープのフックをベランダの手すりに引っ掛け、その先を中庭に垂らす。

「さあ。早く降りて」

　勝村は、ゴーグルを外して、サキに顔を近づけた。

　サキは、暗闇の中で勝村の顔を認識したらしく、驚きと安あん堵どの入り混じったような表情を浮かべる。

「あの、私……」

　サキが震える声で何かを言おうとしている。

　勝村としても、訊ききたいことは山ほどあるが、それは後回しだ。

「いいから、早く降りて！」

　勝村は、口調を強め、サキにロープを握らせる。

　小さく頷うなずいたサキは、下に何度も視線を向け、怯えながらも、ベランダの柵さくの外側に出た。

「大丈夫だから。そのままゆっくり」

　サキは大きく頷くと、ゆっくり、だが確実にロープを降りていく。

　彼女が地面に足を着けたのを確認してから、勝村もベランダの外側に出てロープを手に取った。

「くそっ、何処に行った！」

　痛みから解放されたのか、闇夜にアロハシャツの男の遠とお吠ぼえが響いた。

　勝村は、ロープを降りながら、上に目線を向ける。

　目を擦こすりながらも、ベランダから身を乗り出して辺りを見回しているアロハシャツの男の姿が確認できた。

「お前！」

　アロハシャツの男が、勝村の存在に気づき、飛び出しそうなほどに両目を剝むく。

「勝村、跳べ！」

　山猫の声が轟とどろいた。

　勝村は、下に目線を向ける。

　すでに、二階くらいまで降りて来ている。この高さなら山猫の言う通り、跳べないことはない。

「うわぁ！」

　勝村は、思い切ってロープから手を離した。

　一瞬の浮遊感の後、両足に鈍い衝撃が走る。運動神経が人並み以下の勝村は、前のめりに転倒して胸を強打した。

「まったく、どんくせえな」

　煙草を咥くわえた山猫が、勝村の顔を覗のぞき込んだ。

　勝村は、身体を起こしながら、四階のベランダに視線を向けた。アロハシャツの男が、ベランダの柵を越え、ロープを摑んでいる。

　追いかけてくるつもりだ。

「早く逃げよう！」

　勝村は、すぐに駆け出そうとしたが、山猫に慌てた様子はなく、マッチを擦り煙草に火を点ける。

「彼にも、跳んでもらおうじゃねぇか」

　そう言った山猫は、まだ火種の残っているマッチをロープに近づけた。

　ぼっ！

　音を立てて、ロープに火が点いた。

　導火線を辿たどるように、炎がロープを伝って上昇していく。

「わっわっわっ！」

　アロハシャツの男は、迫り来る炎から逃げようと足をバタバタさせて抵抗を試みたが、無駄だった。

「あつっ！」

　拍子抜けする悲鳴と共に、アロハシャツの男が地面に落下した。

　下は芝生だし、死ぬことは無いだろうが、骨の一本や二本は折れたかも知れない。

「はい。チーズ」

　山猫は、痛みに表情を歪ゆがめるアロハシャツの男にカメラを向けると、シャッターを切り、悠然とした足取りで歩いていく。

　勝村は、呆ぼう然ぜんとするサキの腕を引いて山猫の後を追った。

「待て！　こらぁ！」

　マンションのエントランス前を通り過ぎようとしたところで、物もの凄すごい怒声が響いた。

　猪いのししのごとく突進してくる、白シャツの男の姿が見えた。

「逃げよう」

　走りだそうとした勝村を、山猫が制した。

「慌てんなって」

　山猫は口くち許もとに笑みを浮かべ、中指を立てて白シャツの男を挑発する。

　オートロックのドアの前に立った白シャツの男だったが、肝心のドアが開かない。

　考えてみれば当たり前のことなのだ。停電中に自動ドアが開くわけがない。

「電化製品に頼りすぎると、こういうことになるんだよ」

　山猫は得意げに呟つぶやくと、再びカメラのシャッターを切った。フラッシュの光にさらされて、白シャツの男の表情が、さらに怒りで強こわ張ばっていた。

　白シャツの男は、ドアの隙間に指を入れて、こじ開けようとする。

　だが、それでも山猫は動じない。その自信を裏付けるかのように、白シャツの男が、どんなにあがこうとも、ドアはびくともしなかった。

「原始的な方法は、意外に役に立つんだよ」

　山猫の言葉で、勝村も気が付いた。

　自動ドアには、外側からつっかい棒がしてある。

　確かに原始的な方法だ。

　憤ふん怒ぬしてドアを叩たたく白シャツの男を尻しり目めに、勝村は、悠然とその場をあとにした。

　勝村は、今までに味わったことのない高揚感に、陶酔してしまいそうだった。
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「何で、この女を連れて来た？」

　バーに戻るなり、山猫が不機嫌な態度を隠そうともせずに詰め寄って来た。

　勝村は、カウンターのスツールに座ったまま、黙っていた。

　何でと問われても、特別な理由などない。

「訊きいてるんだから、答えろよ」

　山猫が、顔を近づけ勝村を睨にらむ。

「あのまま、あそこにいたら、あいつらに何をされるか分かったもんじゃない。放っておけるわけないだろ」

　勝村も、ついむきになり、食ってかかるような口調になる。

　テーブル席に座っているサキは、生きているのを疑いたくなるほど顔色が悪く、無気力にうな垂れていた。

「この女は、お前をあいつらに売ったんだぞ。お前のすっとぼけた頭でも、それくらい分かるだろ」

　山猫の容よう赦しや無い言葉に、サキの肩がビクッと跳ねる。

「分かってるよ。それくらい」

「分かっているなら、なぜだ？」

「そんなこと言っても、仕方ないじゃないか。あんな奴らに囲まれて、彼女に、他に選択肢があったとでも？」

「本当に、お前って奴は、思いの外面倒臭い男だよ。冷静かと思えば、すぐに熱くなる。そのうえにお節介だ」

「余計なお世話だよ」

　勝村は、山猫から目をそらした。

　さくらにも、同じようなことをよく言われていた。そういう気質なのだから、言われて直せるものでもない。

「お前の世界じゃ、お人ひと好よしは誉ほめられるかも知れない。だが、俺たちの世界じゃ、命取りになる」

　山猫が、勝村の胸に何度も指を突きつける。

　安い挑発だと分かっていながらもついつい熱くなり、山猫の手を払いのけた。

「言っとくけど、ぼくは、君の世界の住人になったつもりはない！　今井さんの事件の謎を追うために、仕方なく一緒に行動しているだけだ！」

「おうおう、言ってくれるね。俺だって、お前なんて願い下げだね」

「ごめんなさい」

　二人の男の子どもじみた言い合いに、サキが割って入った。

　マスカラの混じった黒い涙がボロボロと頰を伝う。

　女性の涙を目の前にして、争いを続けられるほど無神経ではない。勝村は、言いかけていた言葉を飲み込んだ。

「私が……喋しやべってしまったばかりに……本当に、ごめんなさい……」

　嗚お咽えつで途切れながら、サキが口にする。

「いや。君のせいじゃない」

　勝村は、テーブル席に移動し、彼女の震える肩に触れ、落ち着かせようとする。

　サキが、上目遣いの、すがるような視線を向けて来た。

　彼女は、男に依存するタイプなのだろう。誰でもいいから、誰かに支えてもらっていないと不安で夜も眠れない──そんな風に、勝村には感じ取れた。

「勝村さん。私、これからどうすればいいんでしょう？」

　サキが、勝村に抱きつきながら言う。男は、本能的にこういうタイプの女性に弱い。

「そんなものは、自分で考えろ！　俺たちの知ったことじゃない！」

　山猫の厳しい言葉に、サキが顔を上げた。

　今までそんな台詞せりふを浴びせられたことは無い──そんな表情だった。

　山猫は、サキの反応などお構いなしに、冷凍庫の中から氷を取り出し、タオルで包み、氷ひよう囊のう代わりにしてサキに向かって投げた。

「腫はれる前に冷やしとけ」

　それを受け取ったサキは、しばらく何かを求めるように山猫を見ていたが、やがて氷囊を頰に当て、俯うつむいて押し黙った。

　山猫はいかにも合理主義を気取っているが、意外に情が深いのかも知れない。

　考えてみれば、サキのことが気に入らないのなら、このバーに来る途中で置き去りにすることもできたはずだ。

　だが、山猫にはそれができなかった。

　勝村は、今まで、都市伝説のように得体の知れない存在であった山猫を、急に身近に感じてしまった。

「この女の対応は後で考えよう。それより、例のネックレスは？」

　山猫が、マッチで煙草に火を点つけ、残り火を指で弾はじいて消しながら話を切り替える。

　勝村は、スツールに戻り、ジャケットのポケットからネックレスを取りだし、カウンターの上に置いた。

　改めてそのネックレスを観察してみる。

　銀色に光る細いチェーン。桜の花弁の装飾。

　よく見ると、装飾の裏には不規則な数字が並んでいた。〈９８１４６９〉。見たことのない数字だし、連想されるものは何もない。

　何か細工がないかと、いろいろいじってみたが、チェーンの部分も含めて変わったところは何も見当たらない。

「何か気付いたことはあるか？」

　山猫はくわえ煙草で、ダーツの矢を指先でクルクル回しながら訊たずねてきた。

「見当もつかない」

　勝村は、大きく首を振った。

「今井が隠した、情報の在り処かが記されているはずなんだけどな」

　山猫が、ぼやくように言う。

　──この数字が場所を示すためのキーワードになっているのだろうか？

　文字が入っていれば、それも考えられるが、数字だけでは判別のしようがない。

「やっぱり分からないよ」

　勝村は、虚脱感に襲われ、顔を上げた。

　さっきまで一緒にネックレスを見ていた山猫が、真剣な眼まな差ざしで別の場所を見ていた。その視線の先にはサキの姿。

　サキは、タオルを頰に当てながらも、周囲に視線を走らせ、しきりに何かを警戒している。

　ひゅっ──。

　山猫は、突然ダーツの矢をサキに向かって投げつける。

　矢は、寸分の狂いもなく、円テーブルの中央に突き刺さった。

　サキが「きゃっ」と小さく悲鳴を上げて立ち上がる。

「危ないじゃないか！」

　勝村の抗議を無視して、山猫は驚きで固まっているサキの近くに歩み寄り、クンクンと犬みたいに音をたてて彼女の臭いを嗅かぐ。

　サキは、身を硬くして、じっと息を殺している。

「いつからだ？」

　山猫が訊ねると、サキが驚いた表情で顔を上げる。

「な、何が……でしょう……」

　事情は分からないが、サキが誤魔化そうと必死になっているように感じられた。

　目が、アニメのキャラクターのように忙せわしく動いている。

「惚とぼけるな。マリファナは、いつからやってる？」

　勝村は、山猫の放った意外な言葉に驚き、サキに視線を向けた。その表情は、仮面を被かぶっているかのように固まっていた。

「……一ヶ月くらい前から」

　しばらくの沈黙の後、死に際の遺言のように頼りない口調で、サキが言った。

「物ブツはどこから入手してた？」

　サキが顔を背ける。

　だが、山猫はそれを逃がさない。回り込んでサキの視線の前に立ち塞ふさがる。

「今井さんの友だちから……」

「もっと他の言い方があるだろう」

　山猫が、尖とがった鼻先を突きつけてさらに迫る。サキは目にいっぱい涙を浮かべてはいたが、同時に覚悟を決めたようにも見えた。

「あの人たちです……」

「あの人たちとは、お前と一緒にいた奴らのことだな」

　念押しする山猫の言葉に、サキが頷うなずいた。

　そのやり取りを聞いていた勝村は、信じられない思いで、貧血を起こしそうなほど頭が真っ白になった。

　サキは、最初から、彼らを知っていたということなのか──。

「奴らは何者なんだ？」

「知りません。私は、あの人たちがお店に来た時に、売ってもらっていただけなんです……。本当です。信じて下さい……」

　サキが、山猫の両手を握り必死に訴える。

　おそらくサキがあの二人組の顔は知っていても、名前を含めた素性を知らないというのは本当だろう。

　買い手に自分の素性を明かすなど、売人にしてみれば自殺行為だ。

　山猫はサキの手を振り払い、勝村の隣のスツールに腰を下ろし、苛いら立だたしげに灰皿で煙草をもみ消した。

「どうして、彼女がマリファナをやってるって分かったんだ？」

　勝村は、疑問をぶつけた。

「臭いだよ。マリファナの常習者には、煙草と同じように独特の臭いがつく」

　山猫は、当たり前のように口にした。

「もしかして、甘酸っぱい臭いだったりするの？」

　勝村は、サキに初めて会った時のことを思い出し、口にしてみた。

「その通りだ。フルーツみたいに甘酸っぱい臭いがする」

「ぼくは、香水かと思ってた」

「だから、お前はバカなんだよ」

　山猫はそう言うと、身を乗り出し、カウンターの下からグラスを二つと、ウィスキーのボトルを取り上げる。

「あ、ぼくは飲まないよ。できればウーロン茶とかにして欲しい」

「ガキみたいなこと言うな。色は一緒だろ」

　山猫は、それぞれのグラスにウィスキーを注ぎ、カウンターに置いた。

　勝村は、ちらっとサキに視線を向けた。

　彼女は、じっと俯いたままピクリとも動かない。山猫の言う通り、彼女を助けるべきではなかったのかも知れない。

　少し自棄やけになり、ウィスキーを口に含んだ。熱い液体が喉のどを通り、思わずむせ返った。

　山猫はそれを見て鼻で笑うと、これみよがしにグラスの中身を一気に飲み干す。

「これで、一つ謎が解けた」

　山猫が、腕で口を拭ぬぐってから言った。

「謎？」

「そうだ。俺には不思議でならなかった。今井という男は、なぜ、あの女を通じて情報を伝えるなんて、回りくどい方法をとったのか……」

　──確かにそうだ。

　直接メッセージを届けてくれればいいのに、わざわざサキを通してメッセージを伝えた。それはなぜか？

　勝村は、すぐにその理由に思い至った。

「彼女が、マリファナをやっていることが、ヒントになっているってこと？」

「多分な。それに、さっきの話の流れからして、今井も、奴らと面識があった」

　山猫の言葉は、心に深い影を落とした。

　今井は麻薬を売るような連中と、いったいどんな付き合いがあったのか？

　それだけじゃない。自分の恋人がマリファナをやっていると知り、なぜ止めなかった？

　──あなたは、ぼくに何を託そうとしているんですか？

　勝村は、ネックレスを手に取り、ゆらゆらと揺れる花びらを眺めた。
















The third day

三日目　奴らをだし抜け
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　さくらは、重苦しい気分を抱えたまま、捜査会議に参加していた。

　隣に座る関本に目を向けると、いかにも退屈そうにあくびを嚙かみ殺している。

　──刑事には向いてない。

　昨晩、さくらに浴びせた辛しん辣らつな言葉など、すっかり忘れてしまっているかのようだ。

「今朝、鑑識から報告があった」

　捜査官の報告が一通り終わったところで、演壇に立つ森田が切り出した。

　声が弾んでいるようにも聞こえる。

「現場で、犯人のものと思われる毛髪と指紋が採取された。今まで、山猫の物的証拠は何一つ発見されていなかった。これは、大きな成果だといえる」

　説明を聞き終えるのと同時に、関本が肩を小刻みに震わせ、笑い始めた。

「関本警部補」

　さくらは、小声で注意を促したが、関本の笑いは止まらないどころか、次第に大きくなり、終ついには腹を抱えて笑い出した。

　会議室にいる、五十人からなる捜査官の視線が一斉に関本に集中する。

　だが、それでも、関本は笑うのを止めなかった。

「関本警部補。何が、そんなにおかしい？」

　森田が、厳しい口調で問い質ただす。

「指紋が出たって？　これが、笑わずにいられるか？」

　関本は、森田を睨にらみ付ける。

　傍若無人な態度に、誰もが呆あつ気けにとられ、会議室が静寂に包まれた。

「どういう意味だね」

　森田は、苦労して怒りを嚙み殺しているようだった。

「山猫は、指紋なんか残さない。いや、残せない」

「説明してもらおう」

「あんたも、刑事なら、自分の頭で考えろ」

　関本は、吐き出すように言うと、そのまま席を立ち、会議室を出ていった。

　ドアが閉まるのと同時に、嵐の如き罵ば声せいが、会議室を揺らした。

　さくらは、それが自分に向けられたもののように感じ、固く拳こぶしを握った。

「霧島」

　森田が、さくらを呼び、目配せする。

「分かりました」

　さくらは、蚊の鳴くような声で答え、関本のあとを追って会議室を出た。

　意外にも関本はすぐに見つかった。

　会議室前の廊下にあるベンチに座り、自分に浴びせられる罵声を聞きながら煙草を吹かしていた。

　まるで、歓声に耳を傾けているように、恍こう惚こつとした表情だ。

「関本警部補、会議に戻って下さい」

　さくらは、関本の前に立った。

「必要ない」

「そういう問題ではありません。戻って、謝罪して下さい」

　詰め寄るさくらに対して、関本は飄ひよう々ひようとしていた。

「なぜ、謝る必要がある？　俺は、意見を言っただけだ」

「そうは、聞こえませんでした」

「うるさい女だ」

　関本が、耳に指を突っ込み、表情を歪ゆがめる。

　まともに相手をしていたら、神経をすり減らして、胃に穴が空きそうだ。

「とにかく、捜査会議に戻って下さい！」

　さくらは、強い口調で言う。

「その必要はねえ。これ以上あんな会議に出ても意味はない」

「どういうことです？」

「言葉通りだ。俺は、俺のやり方で山猫を追う。だから俺にまとわりつくな。はっきり言って、女は足手まといなんだよ」

　関本は、煙草を灰皿に放り込み、ゆっくりと立ち上がった。

「関本警部補は、あたしが嫌なんですか？　それとも、捜査をやる気がないんですか？」

　さくらは、目に力を込めて関本を睨んだ。

「好きに解釈しろ」

　関本は、猫みたいに背中を丸めて、廊下を歩いていく。

「これ以上、勝手な行動をとるなら、報告せざるを得ません！」

　さくらは、関本の背中に向かって言う。

「だから、好きにしろ」

　関本は、振り返りもせずに、廊下を歩き去っていった。

　堪こらえていた、さくらの怒りが一気に爆発する。

「ばかやろう！」

　さくらは、叫ぶのと同時に、力いっぱい灰皿を蹴けり上げた。
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　眩まぶしさを感じて、勝村は目を覚ました。

　頭が痛い。くらくらする。身体を起こすと、背中の骨がポキッと音をたてた。

　どうやらカウンターにうつ伏せたまま眠っていたようだ。メガネをかけて腕時計に目をやる。

　まだ八時前だった──。

「やっとお目覚めか？」

　山猫が、テーブルに両足を載せて座り、煙草を吸いながら雑誌に目を通していた。

　昨日の黒ずくめの服装とは違い、白いシャツにジーンズを合わせ、ニット帽を被かぶっている。

　首には、昨日奪還したネックレスをぶら下げていた。女ものなので、チョーカーのようになっている。

　この風景だけ切り取ってみると、とても窃盗犯とは思えない。

「山猫って名乗るからには、夜行性かと思ってたよ」

「そういう思い込みは、墓穴を掘るぞ」

　山猫が、笑いながら答えた。

「何を読んでるんだ？」

　勝村が訊たずねると、山猫は、無言で表紙を向けた。今井の会社で発行していた雑誌、〈ＲＥＡＬ〉だった。

「それを、何処で？」

「お前のカバンの中」

　山猫は、目線も上げずに平然とした口調で言った。

「なんてこった」

　勝村は、思わず声を上げた。

　不用意にも、窃盗犯を目の前に、すっかり寝入ってしまった。まさに、愚の骨頂だ。

　勝村は、慌てて足あし許もとにあるカバンを漁あさり、財布を捜す。

　──あった。

　勝村は、財布の中身を確認し、ほっと胸を撫なで下ろす。

「中身が四千円しか入ってないような財布は、盗まねえよ。それに、盗んだなら逃げるだろ、普通」

　山猫は、大きなあくびをしながら、テーブルの上の足を下ろした。

「盗まないとかいって、中身は確認してるじゃないか」

「いちいち細かい男だよ。お前は」

「全然細かくない。そっちがどうかしてるんだ」

「ところで、この雑誌は例の殺された男の会社で出してるやつか？」

　山猫は、勝村の抗議など聞く耳持たずのご様子で、話を切り替える。

「そう。それは、最新号」

「ほう。月刊誌にしてはなかなか面白いな。核心に迫った内容で、迫力がある。まあ、一般受けするかどうかは別だが」

　山猫がページを閉じ、テーブルの上に雑誌を置いた。

　今井の雑誌は、時事ネタをメインに扱っている。写真も少なく、綿密な取材を行い、事件の裏を徹底的に追及していくという構成になっている。

　一部のマニアの間では、その姿勢が評価され、話題に上ってもいたのだが、山猫の言う通り、一般受けはしなかった。

　有名雑誌が、次々と休刊を余儀なくされる中、今井の雑誌が売り上げ低迷に苦しんだのは、言うまでもない。

　そのうえ、内容を濃くする分、ライターにかかる負担も大きかった。

　勝村も、手伝いで記事を書いたことがあるが、片手間にできるような内容ではなかった。

　フリーのライターに記事を依頼した場合、ページあたりのギャラは、一万五千円～二万円程度。

　そのため、時間のかかる事件記事は、フリーライターには敬遠される。

　そんな事情から、圧倒的なライター不足にあえぎ、今井自身が取材するというケースもあったようだ。

「売り上げはどれくらいだったんだ？」

「詳しいことは知らないけど、厳しかったと思う」

「この会社で出してるのは、これだけか？」

「それと、自費出版の本を、何冊か出していたと思う」

「大した売り上げにはならねえな。なんで、こんな割に合わないことやってたのかね」

　山猫が、頭の後ろで手を組んだ。

　山猫のように、数億、数十億の大金を盗む窃盗犯からしてみれば、割に合わないと感じるのは当然だろう。

　勝村は、前から感じていた疑問を訊きいてみようという気になった。

　山猫が、盗みを働くのは、後ろ暗いところがある会社の現金に限定されている。

　そして、その会社の悪事を暴くようなメモを残す。なぜ、わざわざそんな回りくどいことをするのか？

　強きを挫くじき、弱きを助ける。現代の義賊のつもりなのだろうか？

「もしかして、曰いわく付きの汚れた金だけを盗むのは、ある種の正義感からやっているの？」

「突然、何を言い出すんだこのバカ。窃盗犯に正義感なんかあるかボケ！」

　山猫が、ゴキブリでも見つけたみたいな視線で、勝村を見る。

「バカでもボケでもない。こっちは真剣に質問してるんだ」

　否定する山猫の態度が、何だか白々しく思えた。

「お前の空っぽの頭が、どんな勘違いをしてるか知らんが、俺が曰く付きの会社を狙い、奴らの後ろ暗い情報を残すのは、盗みが発覚する可能性を低くするためだ」

　山猫は、作文でも発表するような、淡々とした口調だった。

「でも、貼り紙は隠してあるって聞いたけど」

「お前はバカか？　貼り紙は二枚あるんだよ。一枚は金庫の中。もう一枚を隠しておくんだ」

　山猫が指を一本、二本と立てる。

「なんで？」

「それで、選択させるわけだ。盗まれた金に目をつむるか、それとも警察の捜査を入れて、自分たちの黒い腹を探られるか」

「通報されたことは？」

「もちろんある。その場合、警察は、捜査の過程の中で、俺が残したもう一枚の貼り紙を見つける」

「それで？」

「警察の捜査は、別の方向に流れていく。実際、通報されたケースは半分以下だ」

　つまり、山猫が貼り紙を残すのは、警察の捜査の方向を変えさせるためということか──。

「じゃあ、本当に純粋にお金が欲しくてやってるわけ？」

「当たり前だ。まあ、付け加えるならロマンかな」

　勝村は、呆あきれて頭を抱えた。

　──何がロマンだ。期待したこっちが恥ずかしくなる。

「それじゃあ、ただの窃盗犯じゃないか」

「そうだよ。俺はただの窃盗犯だ。いったい何だと思ってたんだ？」

　山猫が得意そうに腕組みをした。

　威張るところじゃない。

「悪党め……」

　勝村は、負け惜しみみたいにポツリと口にした。

「ああ。俺は悪党だ。ついでに言わせてもらえば、金に綺き麗れいも汚いもない。汗水流そうが、人から盗もうが、金は金だ。収入によって重みは違うだろうが、市場に出た時の価値は変わらん。そういうもんだ」

　山猫の言っていることが、真実であることを、勝村は痛いほどに知っていた。

　店で物を買うとき、その金がどんな方法で手に入れたものかなんて、吟ぎん味みしてくれない。百円あったら、百円のものしか買えない。

　勝村の父親は、小さな町工場の社長だった。

　毎日、汗水流して働き、裕福とまではいかないが、家族が食べていけるだけの稼ぎはあった。だが、バブル経済の崩壊で状況が一変した。

　莫ばく大だいな借金を抱えることになってしまった。

　だが、銀行は、こちらの状況などお構い無しに、借金を取り立てにくる。

　父親は、ある日、事務所で首を吊つって死んでいた。

　発見したのは、勝村だった──。

　人の命より、金の方が重い。その現実を、思い知らされた気分だった。

　自己破産の申し立てをし、借金は消えたものの、母親は、心労から体調を崩し、あとを追うように逝ってしまった。

　それから、勝村は、母方の叔父おじの家に預けられた。

　周りに気を遣い、遠慮しながらの生活だった。迷惑をかけまいと、高校に入るとすぐバイトを始め、食事代だけでも納めるようにした。

　奨学金制度を使い大学に入り、すぐに叔父の家を出て、アパートで一人暮らしを始めた。

　金のせいで、苦しい生活を強いられた勝村ではあったが、やはり山猫の論調には同意できなかった。

　成り行きとはいえ、窃盗犯と行動をともにしてしまったことに対する後悔が、今さらのように両肩にのしかかってくる。

　──この先、どうなるんだろう？

「そうだ、サキ」

　勝村は、急に思いつき、顔を上げた。

「なんだよ」

「サキは、どこに行ったの？」

　勝村は、遅ればせながら、バーの中にサキの姿がないことに気付き、身体を起こして周囲を見回した。

「安全な場所に移ってもらった」

「安全な場所？」

　正体不明の暴漢に追われる彼女に、安全な場所など存在するのか？

　もしかして、山猫はサキを、何処かに置き去りにしたのではないか？　あるいは、海の底に沈めたとか？

　ついつい疑心暗鬼になり、山猫に疑惑の目を向ける。

「そんなに疑うな。彼女は、薬物依存症者用の施設に入ってもらったんだ」

　山猫の回答を聞き、ほっと胸を撫なで下ろした。

　それは、正しい選択肢なのかも知れない。

　そういった施設に入ってしまえば、実家や知人の家にいるより、はるかに見つかり難にくいし、おいそれと手は出せないだろう。

　だが、安心ばかりはしていられない。勝村の状況は、昨日から何も変わっていないのだ。

「それで、これからは、何か考えがあるの？」

　勝村の問いかけに、山猫が立ち上がった。

「そこで相談なんだが、お前、事件のあった日、刑事の姉ちゃんと話をしてたな。あれは、知り合いか？」

「うん。まあ。大学時代の先輩ってだけだけど」

「今は、警察が何処まで摑つかんでいるのか情報が欲しい。それに……」

　山猫は、二枚の写真をカウンターの上に置いた。

「この二人の素性を調べたい。堅かた気ぎには見えないから、何らかの履歴が、警察に残っているかも知れない」

　山猫の言うことは分かる。

　彼らの素性を摑むことが、謎を解くのに大きな前進になることは確かだろう。

　だが、問題は、さくらが捜査情報を流してくれるかだ。勝村は「うーん」と腕組みをしながら考え込んでしまう。

「お前さ。その女と何かあったの？」

　山猫が、ニヤニヤしながら訊たずねてくる。

「何もないよ。大学時代は、けっこう仲は良かったんだけど、卒業してそれっきり。この前の事件のとき、五年ぶりの再会だったんだ」

「仲が良かったってことは、肉体関係ありか？」

　山猫が、勝村の肩に腕を回し、顔を近づけてくる。

「無いよ。ただの友だち」

　噓ではない。

　仲は良かったが、恋愛に発展するような兆候はなかった。おそらく、さくらにとって、勝村は男ではなかったのだろう。

「お前、男女の友情を信じるタイプか？」

　山猫が、酒臭い息を吐きながら訊ねる。

「そっちはどうなの？」

　勝村は、質問で返した。

「男女の友情なんてクソだ！　絶対にあり得ない！」

　山猫は、即答だった。

　そこまで言われると、否定したくなる。

「ぼくは、そういうのもありだと思うけど……」

「じゃあ訊きくが、お前はその女にホレてなかったのか？」

「いや、それは……」

　勝村は、口ごもった。

　自分から、何かアプローチをしたことはないが、女性として、さくらに憧あこがれを持っていたことは否定できない。

「ほらみろ。お前は、下心があって近づいたんじゃねぇか。これは、男だけじゃねぇ。女だって同じなんだ。分かるか？」

　山猫は得意げに言うと、ぐっと勝村の肩を引き寄せる。

「とにかく、連絡だけとってみるよ」

　これ以上、窃盗犯と偏見だらけの恋愛談義に華を咲かせても、事件の解決にはつながらない。

　勝村は、逃げるように立ち上がり、カバンの中から名刺ケースを取り出す。昨日、ビルで捕まったときに受け取った、さくらの名刺が入っている。

　携帯電話を取り出し、名刺に書かれている番号を確認しながら電話をする。

　──情報が欲しいだけだ。

　勝村は、自分に言い聞かせる。

　山猫が、余計なことを言ったせいで、妙に鼓動が速く感じられ、掌てのひらに汗が滲にじんだ。

「もしもし、勝村です」

　電話がつながるのと同時に、勝村は早口に言った。

〈昨日、電話を切ったでしょ〉

　電話に出るなり、いかにも不機嫌そうにさくらが言った。

「え？」

　勝村は、何のことだか分からず、一瞬、頭の中が真っ白になったが、昨晩、マンションに侵入したときに、携帯電話に着信があり、慌てて電源を切ったことを思い出した。

　──あれは、さくら先輩からの電話だったのか。

「あの電話、さくら先輩だったんですか？」

〈知ってたら、出たみたいな言い方ね〉

「もちろん」

　勝村は、鼻の頭をかきながら言った。

　本当は、分かっていても、出られるような状況ではなかったが、噓も方便。

〈調子いいんだから〉

　さくらが、少しだけ笑った。

　勝村は、ほっと胸を撫で下ろしてから、本題に入った。

「実は、今井さんの事件について、相談があるんですが……」
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　さくらは、勝村に指定された豪ごう徳とく寺じの喫茶店に足を運んだ。

　今朝の一ひと悶もん着ちやくのあと、関本の携帯電話に何度も連絡を入れたが、音信不通のままだった。本庁にも、確認をとってみたが、誰も彼の行方を知らなかった。

　──もう、好きにして。

　サジを投げたところに、勝村から電話があった。

　事件について、重要な情報を摑んでいる。できれば直接会って話がしたい──勝村は、そう言ってきた。

　さくらは、二つ返事で了承した。

　このまま署にいても、やることは無いし、勝村の摑んだ情報に興味もあった。

　さくらは、ロッジのような造りの喫茶店のドアを開ける。

　カランと、鐘の音が鳴る。

　五人ほどが座れるカウンターと、丸いテーブル席が三つ並んでいるだけの狭い店内で、一時代前の歌謡曲が流れていた。

　勝村は、すぐに見つかった。

　一番奥まったところにあるテーブル席に、縮こまるようにして座っていた。

　時間帯もあり、客は勝村の他に、カウンター席に座って新聞を広げているニット帽の男が一人いるだけだった。

「珈琲コーヒーを一つ」

　さくらは、客が入店しても、カウンターから動こうともしないマスターらしき男に注文を告げてから、勝村の向かいに座った。

「すみません。わざわざ……」

　勝村が、申し訳なさそうに頭をかく。

「いいわよ。あたしも、ちょうど手が空いてたし」

　さくらは、頰ほお杖づえをついてため息をついた。

「良かった」

　勝村が、にっこり笑ったところで、マスターが珈琲を運んできて、無言のままテーブルに置くと、そそくさとカウンターに戻っていった。

　──活気が無く、辛気くさい店だ。

　さくらは、珈琲を口に含んだが、苦みが強すぎて、思わず顔をしかめる。

「あ、ここの珈琲、かなり不味まずいですよ」

　勝村が、楽しそうに笑う。

「そういうことは、先に言ってよ」

「だって、さくら先輩、いつも紅茶だったじゃないですか」

　勝村の言うように、さくらは大学時代、決まって紅茶を飲んでいた。細かいことまで、よく覚えている。

「勝村は、何を飲んでるの？」

「珈琲です」

「不味いのに？」

「そういうときってありませんか？」

「え？」

　さくらは、意味が分からず首を捻ひねる。

「無性に、不味い珈琲を飲みたくなること……自分に対する戒めというか……」

「ないよ」

　さくらが、きっぱりと否定すると、勝村が楽しそうに笑った。

　その顔を見ていると、さっきまでピリピリと張り詰めていたものが、少しだけ緩んだ気がする。

「さくら先輩、今日、ご機嫌斜めですね」

「別に、いつもと同じ」

　さくらは、勝村から視線を逸そらしながら言う。

　感情の浮き沈みまで見抜かれると、五年間の空白が無かったように感じてしまう。

「昨日、一緒にいた刑事さんですか？」

　勝村が、身を乗り出すようにして言った。

「あれは、本庁から応援に来た刑事」

　さくらは、諦あきらめて話し始めた。

「本庁の？」

「そう。あたしは、そのお守りをさせられているの」

「その人、苦手なんですね」

「自分勝手な人で、かなりてこずってるわ。今朝も、足手まといだって、どっかに行っちゃうし……」

「それは、酷ひどいですね」

「でしょ。多少は我慢するけど、あそこまで露骨にやられると、ちょっとね……」

「ですよね」

　さくらは、いつもより饒じよう舌ぜつになっている自分に気付き、われに返った。

　目の前では、勝村が穏やかな表情でうんうんと頷うなずいている。

　その顔を見ていると、警察という組織で、気を張って生きてきた自分から、急に、強がる必要のなかった学生時代に戻った気になる。

「ごめん。愚痴っぽくなっちゃったね」

「たまには、いいじゃないですか」

　勝村が笑った。

「それで、用件は？」

　勝村の言葉に甘えたいところだが、どこかで区切りをつけておかないと、一時間でも二時間でも喋しやべってしまいそうだ。

　さくらは、表情を硬くし、気持ちを切り替えた。

　勝村も、それを察したらしく、姿勢を正し、改まった口調で話し始めた。

「実は、見てもらいたい物があるんです」

　勝村は、ジャケットのポケットから、二枚の写真を取りだし、さくらに見えるように、テーブルの上に置いた。

　夜に撮影されたと思われる写真で、それぞれ男が一人ずつ写っていた。

　一人は、ガラスに張り付くようにして、怒りに任せて叫び声を上げているようだ。

　もう一人は、歯を食いしばり、苦く悶もんの表情を浮かべている。

　二人とも、どう見ても、堅気の人間ではない。どこかの組の構成員といったところだ。

「これは？」

「昨日の夜、ぼくを襲った奴らです」

　勝村が、困ったような表情を浮かべながら言った。

　──襲った。

　物騒な言葉を耳にしたさくらは、改めて勝村の顔に目を向ける。

　鼻の頭が、少し赤く腫はれていた。

「殴られたの？」

「ええ、まあ……」

「ちょっと見せて」

「だ、大丈夫です。ほんと」

　傷の具合を見ようとしたさくらだったが、勝村はそれを固辞した。

「それで、これが今回の事件と関係あるの？」

　さくらは、写真を見ながら訊たずねる。

　勝村が、堅気と思えない輩やからに殴られたことと、今回の事件は、別な気がする。

「実は、彼らが、おかしなことを言っていたんです」

　そう口にした勝村は、神妙な顔つきだった。

「おかしなこと？」

「はい。今井から受け取った物を渡せ、と……」

　勝村が、唸うなるような声で言った。

「今井から、受け取った物──何か、受け取っていたの？」

「いいえ。何も」

　勝村が、首を左右に振りながら鼻の頭をかいた。

「本当に？」

「はい。何のことだかさっぱり。でも、タイミング的に気になるじゃないですか」

　勝村の言うように、確かに気になる。

　だが、事件との関連を決定づけるほどのものでもない。たとえば、彼らが今井に金を貸していて、その返済を勝村に迫ったという可能性もある。

「実は、もう一つ気になることがあるんです」

　さくらの考えを察したらしい勝村が、しきりに周囲を気にしたあと、顔を近づけ、声を潜めて言う。

「気になること？」

　さくらも、釣られて押し殺した声になる。

「今井さん、前に電話で話したときに、自分は殺されるかも──そう言ってたんです」

「それは、本当なの？」

　勝村が、大きく頷いたあとに、また鼻の頭をかいた。

　もし、勝村の話が真実なら、確かめてみる価値はありそうだ──。
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「エロイ！」

　さくらが店を出るなり、カウンター席で聞き耳を立てていた山猫が叫んだ。

「何が？」

　勝村には、山猫の異常な興奮ぶりが理解できなかった。

「何をとぼけてる。さっきのあの女だよ。あれは、エロ刑事だ」

　さくらのことだと認識した勝村だったが、さっきのやりとりを聞いていて、どうしてエロになるのか分からない。

「別に、露出の高い服を着てたわけじゃないだろ」

　さくらは、美人ではあるが、洒落しやれっ気があるわけではない。

　機能性を重視して、いつもパンツスーツに底の薄いパンプスを履いている。化粧もファンデーションと口紅を薄めにつけている程度だ。

　そういう飾らないところが、勝村には一段と魅力的に見えたりするのだが、それはエロとは違う。

「お前、歳としは幾つだ？」

「二十六」

「だったら分かるだろう。スカートが短いのや、胸がデカイのに興奮するのは、高校生までだ。大人の男なら、あの内面から滲にじみ出るエロさを全身で感じろ！」

　山猫が、ミュージカル俳優のように歌うように言いながら、両手を広げて立ち上がった。

　マスターの白い目が突き刺さる。

「どうでもいいから、もうちょっと静かにしてくれ」

「いいか、あの女は誘ってるんだ！　私を抱いてと、心の中で叫んでいる！」

　山猫は、勝村の要求などお構い無しに、興奮した調子で言う。

　勝村は、思わずため息をついた。

　無理強いをする男の股こ間かんを蹴けり上げる姿なら、容易に想像できるが、勝村には、さくらが男を誘う姿は思い浮かべることはできない。

「さくら先輩は、そういうんじゃないよ」

　山猫が「はぁ！」と、空気の抜けるような悲鳴を上げて頭を抱えた。

「あのエロさが分からないなんて、お前は、同性愛者かインポテンツに違いない。どっちだ？」

　そんなの──。

「どっちでもない」

「なら、分かれよ。あの指先。それにうなじ。額にうっすらと浮かぶ汗。尻しりのラインなんかは本当にたまらんね」

　何を妄もう想そうしているのか知らないが、山猫は目を閉じ、クモの脚みたいに両手の指をわらわらと動かしている。

「いい加減にしてくれよ」

「お前、本当に、あの女と何もないのか？」

　──残念だが。

「無い」

「やっぱりインポだ」

「だから、違うって」

「お前が食わないなら、俺が食っちまうぞ」

「さくら先輩に、下心丸出しで近づいたりしたら、タマを握りつぶされる」

　忠告したつもりだったが、それでも山猫は退ひかなかった。

「だからお前はダメなんだ。何も分かってない。ああやって気を張っている女に限って、ベッドの中じゃ凄すごいんだよ」

　──もう付き合い切れない。

　勝村は、テーブルに頰ほお杖づえをついて脱力した。

「それで、この次はどうするつもり？」

　勝村が、話を切り替えると、山猫は、待ってましたとばかりに、ニヤリと笑ってみせた。

　ふざけたことを言いながらも、その頭の中では、しっかりと次の展開を考えていたようだ。

　勝村は、姿勢を正し、山猫に目を向けた。

　山猫は、もったいつけるように、煙草をくわえ、マッチを擦って火を点つけた。

「いいか、よく聞け」

「うん」

「あのエロ刑事の部屋に忍び込んで、下着を拝借する」

　──そういうのを、下着泥棒っていうんだよ！
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　さくらは、交差点の角に身を隠し、じっと息を潜めていた。

　しばらくして、喫茶店から出て来る勝村と、もう一人の男の姿が見えた。カウンターに座っていたニット帽の男。

　──やっぱり。

　さくらは、心の中で納得の声を上げる。

　さっき、勝村と話をしていたとき、誰かに見られているような気がしてならなかった。

　スカートの中を覗のぞかれているような、不快感──。

　それに、勝村は噓をついていた。

　本人に自覚はないようだが、大学時代から、勝村は噓をつくときにあるクセがあった。

　──何を考えているの？

　さくらは、二十メートルほどの距離をおいて、駅に向かう二人の背中を追った。

　二人が振り返る可能性は充分にあるから、同じ方向に向かう人の背中や、路上駐車されている車などに身を隠しながら慎重に追跡を続ける。

　豪徳寺の駅に到着すると、勝村は改札の中に入っていく。

　男も一緒に行くのかと思ったが違った。彼は、改札前で勝村を見送ると、線路沿いに続く商店街に向かって歩き始めた。

　──どっちを追うべきか？

　その答えはすぐに出た。勝村は連絡先を知っている。追うべきは、もう一人の男。

　人通りが多く、発見される可能性は少ないが、逆に見失う可能性も高くなる。さくらは、さっきより距離を縮めて尾行を続ける。

　男は、何かを物色するように、商店街を歩き回り、やがて古びた定食屋の前で足を止めると、ディスプレイされているメニューを眺めたあと、うんと一つ頷うなずいて店の中に入っていった。

　さくらは、男を追って中に入ることも考えたが、やめておいた。外から見た感じだが、店内はかなり狭そうだ。男が、こちらを監視していたのであれば、当然顔は知られている。外で待った方が得策だ。

　さくらは、道を挟んで向かいにある喫茶店に目をつけた。

　あの場所なら、定食屋の出入り口を監視することは可能だ。店に入り、窓際の席を確保し、珈琲コーヒーを注文して、先に会計を済ませ出入り口を張った。

　男の入った店は、あまり長居できるような店ではない。昼食を食べているのだとしたら、三十分もすれば出て来るだろうと思っていた。

　だが、その三十分を過ぎても、男が出てくる気配はなかった。

　時間とともに、苛いら立だちが募っていく。

　あの男は、まだ店の中にいるのか？　もしかして、出て行ったのを見逃したのではないか？　いや、そんなはずはない──。

　思考を巡らせるさくらの許もとに、店員の女性が歩み寄ってきた。

「あの。霧島様でしょうか？」

　戸惑い気味に、店員が声をかけてくる。

「はい」

　──なぜ、あたしの名前を？

　さくらは、疑問を抱きながらも返事をする。

「さきほど、男性の方から電話で伝言を頂きました」

　店員は、ほっとしたように表情を緩めると、さくらにメモ用紙を差し出してきた。

　──あたしに伝言？

　嫌な予感が広がっていく。

〈先に帰ります。勝村氏からの依頼の件、よろしくお願いします──。ニット帽の男より〉

　さくらの中に、屈辱と怒りが同時に沸き上がり、一気に爆発した。

　メモを丸めて、力いっぱい床に投げつけた。

　さくらが、あの男の存在に気づいていたように、あの男も、さくらの尾行に気づいていた。

　ただ、尾行をまくこともできたはずなのに、手の込んだ方法で裏をかかれた。

「やられた！」

　さくらは、すぐに喫茶店を飛び出した。

　だが、人が行き交う雑踏の中で、あの男を見つけることはできなかった──。
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「駅のホームで待て」

　喫茶店を出たあと、山猫が勝村に出した指示だった。詳しい説明はなかった。

　勝村は、指示された通り駅のホームのベンチに座り、じっと待っていた。

　電車を四本見送ったところで、山猫から携帯電話に連絡が入った。

「今、どこにいるんだ？」

〈下北沢の駅前の喫茶店で合流しよう〉

　勝村の質問など、お構い無しに山猫が言い、一方的に電話を切ってしまった。

　山猫の意図が読めないが、指示に従い、上り電車に乗り、下北沢の駅で降りると、南口にある喫茶店で待つことにした。

　セルフサービスのカウンターで珈琲コーヒーを注文し、窓際の席に座り、広場で繰り広げられるパフォーマンスをぼんやりと眺めていた。

　感情を込めて、マンガを朗読している男がいる。白い全身タイツを着込み、ヨガのようなポーズを繰り返している女がいる。

　時じ間かん潰つぶしに眺めている分にはそれなりに楽しめるが、間違ってもお金を出すような代しろ物ものではない。

　彼らが何者で、何を目指しているのかは分からないが、狭い駅前広場で繰り広げられるこの光景が、本ほん多だ劇場に端を発したこの街の風土なのだろう。

　勝村がそんなことを考えていると、一人の男が、視界を遮るように、ガラスの前に立った。

　山猫だ──。

　顎あごをしゃくって、早く出て来いと合図する。

　──ぼくは、いつから窃盗犯に顎で指図されるようになってしまったんだ。

　勝村は、わずか三日の間に、自分の身の上に起きた数々の不運を嘆きながら、店の外に出た。

「なんで、こんな面倒なことをしたんだ？」

　勝村は、一連の奇妙な行動の理由を問い質ただす。

「分からないのか？」

「分からないから、訊きいてるんだ」

「あのエロ刑事。なかなかのものだよ」

　山猫はヒゲの生えた顎をさすりながら、満足気に言う。

「また、その話かぁ」

　山猫の女性論は、もううんざりだ。

「そうじゃない」

「何が？」

「喫茶店から、ずっと尾行されてたんだよ」

「誰に？」

「だから、エロ刑事にだよ」

「噓だ！」

「本当だ」

　勝村は、驚きで目を丸くした。

「何で？」

「お前の発言、もしくは行動が怪しかったんだろ。あのエロ刑事は、それを敏感に察したってとこだ」

　勝村は、それを否定することができなかった。

　噓をつくのが下手だということは自覚している。過去、恋人についた噓は、ことごとく見破られてきた。

　さくらが、勝村の噓を見抜いたとしても、不思議はない。だが、それを素直に認めてしまうのは、何だか癪しやくに障る。

「ぼくじゃなくて、そっちのイヤらしい視線を怪しく思ったんだろ」

　苦し紛れに言った勝村だったが、山猫は全然聞いてない。

　くるりと背中を向けて、さっさと歩いていってしまった。人混みに紛れていく山猫を見失わないように、勝村は慌ててあとを追いかけた。

　駅前の通りを新宿方面に向かい、お好み焼き屋の脇にある道を右に曲がり、狭い路地へと入っていく。

　人が三人並んだら、完全に塞ふさがってしまうほどの狭い路地。

　その両サイドには、小屋みたいな小さな店舗が並んでいる。

「どこに行くんだ？」

　勝村が、いくら呼びかけても、山猫は答えなかった。

　山猫は、路地の突き当たりまでいったところで足を止める。

　そこには、黒い色で塗りつぶされた小さな店舗があった。壁には、はめ込み式のガラス窓があるが、カーテンが閉まっていて、中の様子が分からない。

「気をつけろよ」

　山猫は、呟つぶやくように言うと、ドアを押し開けて中に入っていく。

　勝村も、その背中に隠れるように中に入った。

　そこは、ジュエリーショップらしく、すぐ目の前にガラス張りのショーケースがあり、無数のシルバーアクセサリーが並んでいた。

　二人の男が立っているだけで、息苦しくなるような狭いスペース。

　ショーケースの奥にはデスクがあり、そこに黒いエプロンをした女性が座っていた。木き槌づちと太い釘くぎのような物を使って、カンカンと何かを打ち付けている。

　デスクの脇には、コンプレッサーと火が出っぱなしのガスバーナーも置いてある。

　歳としの頃は二十代の後半くらいだろうか。日に焼けた浅黒い肌をしていて、はっきりとした顔立ちをした、かなりの美人だった。

「よう。久しぶり」

　山猫が、引き攣つった笑顔を浮かべながら手を挙げる。

　その声に反応した女性は、ゆっくり立ち上がりながら、鬼の形相を向けた。

「年中発情期の猫が、何しに来た！」

　女性が、手に持った木槌を投げつけた。

　狙ったのは山猫なのかも知れないが、木槌は回転しながら勝村の額に直撃した。

「ちゃんと狙えよ」

　勝村が、痛みでうずくまっている横で、山猫が笑い声をあげる。

「あんたが避よけるから、いけないんでしょ」

　女性がヒステリックに言う。

　だが、この場合は山猫が正しい。木槌は、真っ直ぐ勝村に向かって飛んできた。

「ごめんなさい。大丈夫？」

　女性は、ようやく謝罪の言葉を口にすると、エプロンを外し、ショーケース越しに身を乗り出して来た。

「ああ。大丈夫です」

　勝村は、額をさすりながらも、身体を起こした。

　女性は、グラビアアイドルのように、見事なプロポーションだった。下心があるわけではないが、ついつい視線がいってしまう。

「ニヤつくな」

「別に、そんなんじゃないよ」

　山猫に肘ひじで突つつかれ、勝村は慌てて真顔に戻った。

「挨あい拶さつが遅れちゃったわね。私は里り佳か子こ」

　女性が、笑顔で手を差し出してきた。

「あ、ぼくは勝村英男です。初めまして」

　勝村は、挨拶をしながら里佳子と握手をする。

「英男。いい名前ね。メガネも似合ってる。母性本能がくすぐられるわ」

　里佳子は、身を乗りだし、じっと勝村の目を見ながら言う。

「あ、はあ……」

　勝村は、曖あい昧まいに答えて視線を逸そらした。

　女性に、そんな風に見られると、どうしていいのか分からない。

「照れちゃって、かわいい」

　里佳子は、ウィンクする。

　からかわれているらしい。勝村は、対応に困って額の汗を拭ぬぐう。

「いや、そんなことは……」

「一つ忠告しておくわ。こんな野良猫と付き合ってると、私みたいに人生見失っちゃうわよ」

　里佳子がイタズラっぽく笑った。

　ついさっき、木槌をぶん投げた女性なのに「ローマの休日」のオードリー・ヘップバーンみたいにキュートに見えてしまう。

　女性の笑顔というのは実に恐ろしい──勝村は、つくづくそう感じる。

「それで、ブタ猫は何しに来たの？」

　里佳子はさっきまで座っていた椅子に戻ると、足を組み、ガスバーナーで煙草に火を点つける。

「女狐に言われたくないね」

　山猫が、舌打ち混じりに言う。

「オヨネコのくせに、生意気じゃない」

「そんなことより、ちょっと頼みがあって来た」

　山猫が、うるさいという風に、手を振りながら話を切り出す。

「あなたは、いっつも頼むだけ。私のお願いは、ちっとも聞いてくれないじゃない」

　里佳子は山猫を指差すと、不満そうに言葉を並べる。

「いつも相手してやってるだろ」

「何、その言い方。たいそうな自信だこと。猫なみのサイズのクセに、よく言うわ」

　何が猫なみのサイズなのか──とても訊く気にはなれなかった。

「じゃあ、お前は何がお望みなんだ？」

「仕事を手伝ってるんだから、分け前に決まってるでしょ。じゃないと、私、警察で色々喋しやべりたくなっちゃうかも」

　里佳子は煙を吐き出しながら、頂ちよう戴だいと手を差し出した。

　勝村は、改めて里佳子に目を向けた。

　話の流れからして、彼女は山猫の協力者のようだ。

「残念だが、もう一銭も残っちゃいない」

　山猫はそう宣言すると、里佳子の手を払いのけた。

「ちょっと、一銭も残ってないって、まさか、また全部他人ひとにあげちゃったんじゃないでしょうね」

　山猫は〈Ｙｅｓ〉とも〈Ｎｏ〉とも答えなかった。

　面倒臭くていちいち相手してらんない。そんな表情で耳の穴をかっぽじっている。

「あんたは、本当にただのバカ猫ね。お金の価値すら分からないなんて」

「ああ、分からないね。そんなことはどうでもいい。それより、ちょっと調べて欲しいものがある」

　山猫は、里佳子の愚痴を耳クソと一緒に吹き飛ばすと、例のネックレスをショーケースの上に置いた。

「これ、何処の女にもらったの？」

　里佳子が、再び立ち上がり、ヒステリックな声を上げる。

　寛容そうに見えて、なかなか嫉しつ妬と深ぶかい女性のようだ。

「お前さ、アクセサリー作ってるんだから、これが男物じゃないことくらい、見れば分かるだろ」

「あら、そうね」

　ネックレスを手に取った里佳子は、ころっと態度を変える。

　ただ、会話を聞いているだけの勝村だったが、コロコロと変わる里佳子の表情に、振り回されている気分だった。

「そいつに変わったところがないか、調べて欲しい」

「アバウトな注文ね……まあ、いいわ」

　里佳子は軽い口調で言うと、ネックレスを棚の引き出しの中に仕舞った。

「それと、新しいわっぱも作っておいてくれ」

「お金も払わないクセに、偉そうだこと」

　用件が済んだらしい山猫は、里佳子の皮肉を無視して、さっさと店の外に出て行ってしまった。

　あとを追いかけようとした勝村を、里佳子が呼び止めた。

「英男君」

「あ、はい」

「今度は、一人で来てね。いろいろ教えてあげるわ」

　里佳子が、耳にかかった髪をかき上げながらウィンクする。

　勝村は返答に詰まり、「そうさせて頂きます」と、鼻の頭をかきながら答え、逃げるように店を出た。
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　署に戻ったさくらは、二枚の写真をデスクの上に並べて置いた。

　勝村から受け取った写真だ──。

　この写真の男たちの素性を洗って欲しい──それが、勝村からの依頼だった。否、おそらくは、あのニット帽の男が、勝村を通じてそう仕向けたのだ。

　あのニット帽の男の顔が浮かぶ。

　さっきは、まんまとやられた。すぐにでも勝村に電話して、正体を聞きだしたい衝動に駆られたが、止めておいた。

　電話で強引に問い詰めたところで、切られてしまえばそれまでだ。

　まずは、写真の二人にかんする情報を集め、勝村とニット帽の男を呼び寄せ、そこで追及してやろう。

「その写真は何だ？」

　福原が、物珍しそうに写真を見ながら声をかけてきた。

「ちょっと訳ありで、詳しくは話せないんだけど……この二人に見覚えない？」

　さくらは、ダメもとで訊きいてみた。

「今回の事件に関係あるのか？」

「はっきりとは言えないけど、そんなところ」

　福原は、しばらく写真を手に取りじっくりと眺めていたが、やがて「知らねぇな」とデスクに戻した。

「そう簡単に、分かるわけないよね」

　さくらは、椅子の背もたれに寄りかかった。

　骨の折れる作業ではあるが、前科者のリストを洗っていくしか無さそうだ。

「それは、関本警部補の指示なのか？」

「関本警部補は、捜査会議以来、消息不明よ」

　さくらは、午前中のやりとりを思い出し、陰いん鬱うつな気分になる。

「実は、ちょっと小耳に挟んだんだけどな……」

　福原は、いつになく深刻な表情を浮かべ、さくらの隣の席に座り、声のトーンを落として言った。

「何？」

「あくまで、噂として聞いてほしいんだけど……」

「だから、何？」

　もったいつける福原の喋り方に、さくらは苛いら立だちを覚える。

「俺の同期に、関本警部補と同じ部署だった奴がいるんだ。それで、そいつの話だと、彼には、賄わい賂ろを受け取っているって噂があるらしいんだ」

「聞き捨てならないわね」

　さくらは、表情を硬くした。

　昨晩、森田から聞かされた情報もあり、噂とは受け取れなかった。

「何でも、ギャンブルで借金を作ったらしくて、奴自身が窃盗に関与していたんじゃないかって噂もあったくらいなんだ」

「彼が、関与……」

　驚きはあったが、関本なら、あり得るのかもしれない。

　今まで山猫が逮捕されなかったのは、彼が山猫と通じていて、何らかのかたちで、捜査妨害をしていたとは考えられないだろうか？

「噂をすれば……」

　福原は、さくらの耳みみ許もとで囁ささやくと、逃げるように席を離れていった。

　──急に、どうしたの？

　さくらが顔を上げると、すぐそこに関本が立っていた。

「関本警部補。今までどちらに？」

　さくらは、心臓が飛び出しそうなほど驚いてはいたが、できるだけ平静を装いながら言った。

「どこにいようと、俺の勝手だ」

　関本は不機嫌そうにそう言うと、勝手にデスクの上の写真を手に取り、無表情のまま凝視する。

　ほんの一瞬だけ、眉まゆがピクッと動いた。

「これは、何だ？」

　関本が、濁った目でさくらを睨にらみ付ける。

「捜査資料です」

「今回の事件に、関係があるのかと訊いている」

「いえ、無関係です」

　さくらは、とっさに答えた。

　関本は、何か言いたそうにさくらを見ていたが、やがて写真をデスクの上に放り投げ、背中を向けて歩いていく。

「あの、どちらに？」

　さくらは、その背中に向かって声をかけた。

　関本は、何か用事があってここに来たはずだ。それが、この写真を見るなり、用件を言わずに出て行ってしまう。

　──やはり怪しい。

　さくらは、関本の背中を見送りながら、唇を嚙かんだ。
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　勝村は、バーのカウンターのスツールに座り、考えをめぐらせていた。

　ネックレス、写真の男たち、一通り調査が必要な事柄については手を打った。

　あとは、待つだけってことになるのだろうか？

　映画とか小説なら、三日後──、とかいって時間が飛ぶのだろうが、現実にはもどかしさを抱えたまま、しっかりと時間を潰つぶさなければならない。

「何をぼけっとしてやがるんだ。まだ何も終わっちゃいないぞ」

　カウンターに寄りかかり、ウィスキーのグラスを揺らしながら山猫が言う。

「だけど、ネックレスのことや、あの男たちの素性が分からないことには、何もできないだろ」

「投げやりだな。諦あきらめたら、人生終わりだぞ」

　山猫が、ウィスキーをぐいっとあおりながら言う。

　とても窃盗犯の言う台詞せりふとは思えない。勝村からしてみれば、犯罪に手を染めた時点で、人生終わりだ。

「そんなの……」

　言いかけて止めた。

　馬の耳に念仏という諺ことわざをわざわざ実演するまでもない。

「そうだ、忘れてた」

　山猫が、パチンと指を鳴らす。

「え？　何か新しい情報が？」

　勝村は、カウンターに両手を載せ、身を乗り出した。

「違うよ。お前に、プレゼントがある」

　山猫は、ポケットの中から何かを取り出し、勝村に投げて寄越した。

　長方形の金色の物体。ライターだった。

「ぼくは、煙草は吸わない」

「まあ、そう言わずに、お守りだと思って持っておけよ」

　山猫は、グラスの中身を一気に飲み干し、腕で口を拭ぬぐった。

「でも……」

　これは、盗んだものかもしれない。そう思うと受け取る気になれず、勝村はライターを山猫に返そうとする。だが、山猫は受け取ろうとはしない。

「じゃあ、こうしよう。お前は、それを預かっておいてくれ。それでいいだろ」

　なぜ、山猫が、そうまでしてライターを持たせようとするのか分からないが、そこまで言うのなら、取り敢あえず預かるだけと、勝村はポケットにしまった。

「それで、これからどうするか考えがあるの？」

　勝村は、ようやく話を本題に戻した。

　諦めたら終わりだということは分かっている。だが、どうすればいいのか分からないというのが本音だ。

「お前は、もう一度ネックレスの裏に刻まれた数字の解読に挑戦してみろ」

「それは、もうやったよ」

「頭の固い奴だな。時間をおいて考えれば、何か分かるかも知れないだろ」

　山猫の言っていることも一理ある。

　最初に見た時は何も思いつかなくても、いろいろな状況が加わったことで、改めて見えてくるものもある。ネックレスに書かれた数字は覚えている。

〈９８１４６９〉

　ネックレスを受け取る前、アパートに今井から最新号の見本誌が届いた。もしかしたら、今井の雑誌に何かのヒントが隠れているのかも知れない。

　勝村は、カバンの中から〈ＲＥＡＬ〉を取り出し、ページを開く。

　最初の数字は、９と８──。

　雑誌のページをめくってみると、８、９ページが見開きになっていた。保険金殺人を犯した主婦の顔写真と、それに関する記事が掲載されていた。

　記事の内容を隅々まで読んでみたが、これといって思い当たる節はない。

　──なら、98ページはどうだ？

　こちらは、最初からダメだった。この雑誌は80ページまでしかない。

　勝村は、がしゃがしゃと髪をかきむしり、天井を見上げた。

「北ぁのぉ～酒場通りにはぁ～長ぁいぃ～髪の女がにあぁ～うゥ～」

　逆立った神経を、さらに刺激するような、調子外れの歌が聞こえて来た。

　視線を向けると、山猫がキッチンで鍋なべを火にかけながら、気持ちよさそうに歌っている。

「何をやってるんだ？」

「何って。見れば分かるだろ。料理だよ」

「料理？」

「そうだ。俺様が、お前に特製のナポリタンを作ってやる」

　山猫は、楽しそうに鍋の中にパスタを放り込んだ。

「少しは、そっちも考えてくれよ」

「俺の分の思考はもう終わってるんだよ。ただ、実行に移すには時間が早い」

　そう答えた山猫は、今度は慣れた手つきで玉ねぎを刻み始めた。

「何か考えがあるの？」

「勿もち論ろんだ」

　山猫は一いつ旦たん手を止めると、ゆっくりとカウンター席に歩み寄って来た。

　ラフな格好だが、舞踏会のダンスホールにでもいるような、優雅で威厳のある足取りだった。

「今まで俺たちは、振り回されっぱなしだった」

　山猫がアルコール臭い息を吐き出す。

　臭いはともかくとして、山猫の言っていることに間違いはない。

　今井の死に始まり、拉ら致ち未遂、ネックレス、サキ。とにかく振り回されっぱなしで、その現状を打破しようと必死にもがいていた。

「俺は、このまま奴らと根こん競くらべをするつもりはない」

　自信に満ちた山猫の言葉を聞き、勝村は、何だか嫌な予感がしてきた。

「何を、考えてるんだ？」

「だからさ、今度はこっちが振り回してやるんだよ」

　山猫の口くち許もとに笑みが浮かんだ。

　勝村には、その表情が、ドラキュラが生き血を求めて処女を誘惑しているときより、ずっと淫いん靡びなものに見えてしまった。
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「こいつだ！」

　デスクで、資料とにらめっこをしていたさくらは、思わず叫んだ。

　勝村から受け取った写真のうちの一人を、特定することができた。蹲うずくまり苦く悶もんの表情を浮かべていた方の男だ。

　名前は志し村むら一はじめ。年齢二十六歳。空き巣での逮捕歴が四回──。

　さくらは、その担当捜査官の中に知っている名前を見つけた。

　後ご藤とう和かず利とし──直情的で、熱い男で、新人刑事だったさくらに、捜査のイロハを叩たたき込んでくれた人物だ。

　後藤からなら、志村について何か新しい情報を聞きだすことができるかもしれない。

　さくらは、携帯電話のアドレスから、後藤の番号を呼び出し電話をかける。

　しばらくのコール音のあとに、電話がつながった。

〈誰だ？〉

　相変わらずのぶっきらぼうな電話応対に、さくらは思わず顔がほころんだ。

「霧島です」

〈誰かと思えば、さくらじゃねぇか！〉

　耳が痛くなるほどの大きな声で後藤が言う。

「ご無ぶ沙さ汰たです」

〈そっちは、どうだ？〉

「何とかやってます。後藤さんは、どうですか？」

〈あん？　どうもこうもねぇよ〉

　後藤にしては、珍しく歯切れが悪かった。

「何かあったんですか？」

〈左遷だよ。左遷〉

　後藤は、鼻を鳴らしながら言う。

　彼の性格からして、下には慕われるだろうが、上からは煙たがられる。もしかしたら、現場を外されたのかもしれない。

「今は、どうされているんですか？」

〈皮肉が大好きな、クソ生意気な大学生に振り回されて、幽霊を追いかけて右往左往だ〉

　後藤が、冗談めかして笑った。

〈事件を持ち込んだのは、後藤さんでしょ。責任をなすりつけないでください〉

　電話の向こうから、若い男の声が聞こえた。

　はっきりとは聞き取れないが、しばらく電話の向こうで、言い合っているのが、分かった。

　──まさか、今の話は本当なのだろうか？

「忙しいようでしたら、またあとで……」

〈すまねぇ。大丈夫だ。それで、どうした？〉

　後藤が、さくらの言葉を遮るように言った。

「実は、過去の事件で、ちょっと訊ききたいことがありまして」

〈過去の事件？〉

「ええ。志村一という男を覚えていますか？　窃盗犯で、五年くらい前にそちらで逮捕歴があります」

〈おお！　あいつか！〉

　後藤が、思い出したらしく、興奮気味に声を上げる。

「覚えているんですね？」

〈ああ、覚えてる。宮みや川がわって先輩刑事と、その志村って奴を、多た摩ま川がわに放り込んだことがあってな〉

「え？」

　さくらは、思わず絶句した。

　後藤は、かなり豪快な人物だとは知っていたが、まさかそこまでやるとは──。

〈放り込んだあとに、泳げないってことが分かって、助けるのが大変だったよ〉

「無茶しますね」

〈逃げようとする奴が悪い〉

　後藤は、きっぱりと言った。

　上が後藤を煙たがる理由も頷うなずける。後藤を抱えていたら、始末書が何枚あっても足りない。

「それで、志村というのは、どんな男ですか？」

　さくらは、話を本筋に戻す。

〈どうもこうもねぇ。ただの小悪党だよ。盗みを働いたのだって、自分の意思じゃない。やれって言われたからやっただけだ〉

「そうですか……」

　世の中には、そういう人間が絶対数いる。

　何の疑問も持たずに、長い物に巻かれろの心理で、誰かの下にいないと自分の意見も言えないような悲しい人間。

　他にも、いろいろ聞きだしたいことがあったのだが、電話の向こうで〈呼び出しておいて、いつまで待たせるんですか〉と、野次が飛ぶ。

　必要とあれば、またあとで電話すればいい。

「すみません。ありがとうございます」

　さくらは、それだけ言って電話を切った。




　　　　10




　──冗談だろ。

　勝村は、思わず頭を抱えた。

　嫌な予感はしていた。だが、今の状況は、勝村の想像をはるかに超えるものだった。

　深夜になるのを待って、山猫が勝村を連れてやってきたのは、事もあろうか事件現場の隣にあるビルの屋上だった。

　何を考えているのか、勝村には理解できない。

　こんな時間に犯行現場の隣のビルの屋上をうろついて、もし警察官に見つかれば、間違いなくアウトだ。

「ねえ。帰ろうよ」

　勝村は、手すりの無いビルの屋上の縁へりに立ち、下の様子を窺うかがっている山猫に声をかけた。

　我ながら、情けない声だと思う。

「お前は、高所恐怖症なのか？」

　──そういう問題ではない。

　だが、口にするのは止めておいた。おそらく、山猫は、分かっていてわざと言っているのだろう。

「やっぱり、現場のドアの前に張り番が二人いるだけだな」

　山猫はそう呟つぶやくと、勝村の許まで戻ってきた。

「本当にやるの？」

「もちろんだ。事件にどんな裏があるか知らないが、これで山猫を気取った奴らは慌てるはずだ。本物が出たってな」

　山猫はニット帽を顎あごの下まで下ろす。

　すると、例の目と口の部分に穴の空いた覆面になる。

　それから、持参した大きなリュックを開け、中からフックの付いた黒いロープを取り出し肩に掛け、工具の入ったウェストポーチとベストを装着し、スプレー缶と細長い懐中電灯をポケットに突っ込んだ。

「バカなことは止めよう。警察官が見張ってるんだし」

　勝村は、山猫の腕を摑つかんですがる。

　まるで、「風と共に去りぬ」のスカーレット・オハラのようだ。

　──お願い。行かないで。

「知ってるよ」

　山猫は、当たり前のように言う。

　──まるで危機感がない。

「警察に捕まったらどうするんだ？」

「いいか。勝村。そこがセキュリティーの穴なんだよ」

「穴？」

「警察がいるから大丈夫。警備システムがあるから大丈夫。その慢心から警戒を怠る」

「はぁ……」

　勝村は、熱弁する山猫に押され、曖あい昧まいに返事をする。

「警備システムが入ってるからと安心して、金庫に鍵かぎもかけないバカもいるくらいだ。俺が狙うのは、その穴だ」

　山猫の言っていることは理解できる。

　警備システムは、あくまで予防手段の一つであって、万全ではない。

　それがあるからと慢心して、警戒を怠っていると、思わぬ落とし穴が待っている。

「でも無茶だ。警察のいるビルに侵入するなんて、自殺行為だよ」

「警備している奴らは、こう思ってる。自分たちがいることで、窃盗犯など来るはずがない。奴らは部屋の中を巡回することもなく、ただドアの前に突っ立ってる。マネキンと変わらない」

　確かにそうなのかも知れない。

　そうやって、警察官は自分たちの制服に慢心して、数々の不祥事を起こしてきた。交番から拳けん銃じゆうを盗まれるという事件もあったくらいだ。

「だけど、どっから入るのさ」

「あそこだ」

　山猫が指差したのは、非常用の外階段だった。

　だが、そこは外部からの侵入を防止するために、三階までは鉄てつ柵さくで階段が覆われていて、下からは侵入できない構造になっている。

「どうやって、あそこに行くんだ？」

　勝村が訊たずねる。

　山猫は、ポケットから板チョコを取り出し、一口かじる。

　昨晩、マンションに侵入する前も、チョコを食べていた。勝村には、それが何かのおまじないのように見えた。

「まあ、見てな」

　山猫は、言うと同時にビルの縁に向かって、全力で走り出した。

「まさか！　噓だろ！」

　隣のビルまでは五メートルはある。

　勝村は、止めようと手を伸ばしたが、届かなかった。

　助走をつけた山猫は、何の躊ちゆう躇ちよも無くビルの屋上から跳んだ。

　月の光に照らされた山猫の身体が、一瞬だけ、重力に逆らって空中に浮いたような気がした。

　まさに山猫の呼び名にふさわしい見事なジャンプ。

　山猫は、そのまま隣のビルの屋上に、綺き麗れいに着地した。

　不ふ謹きん慎しんなのは分かっているが、勝村は、その姿に思わず見とれてしまった。

　山猫が、親指を立てて勝村に合図を送ってきた。

　だが、勝村は、笑顔で合図を返す気にはなれなかった。

　実際、犯行が行われたのは、山猫がいる屋上から二階下の七階だ。

　──どうする？

　勝村は、屋上の縁まで這はうように移動し、息を吞のんで暗闇の中にいる山猫の動きを見守った。

　山猫は、給水塔にロープを引っ掛けると、それを使ってスルスルと七階まで降り、ビルから僅わずかにせり出したコンクリートの屋根を伝って、非常階段まで移動した。

　──なるほど。

　非常階段の柵さくは、地上からの侵入だけを想定している。だから、三階部分までしかない。屋上からの侵入には無防備だ。

　ドアの前に移動した山猫は、跪ひざまずいてウェストポーチから工具を取り出し、何やらいじっている。

　おそらくピッキングだ。勝村が、そう思っている間に、ドアが開いた。

　時間にして、三十秒にも満たない。とんでもない早業だ。

　山猫は、得意げにドアを指差し、勝村にアピールすると、そのまま部屋の中に入っていった。

　いつの間にか、息を止めていたことに気付いた勝村は、慌てて吐き出した。

　勝村は、山猫の動きを見て感動していた。これまで、一度も逮捕されたことがないという理由が分かる気がする。

　やがて、ビルの窓に、ぼうっと懐中電灯の明かりが灯ともった。

　その光の中に、山猫の顔があった。

　下からライトを当てて、志し村むらけんのコントのようなことをやっている。

　やはり、彼の思考は理解不能だ。

　山猫は、勝村にも見えるように、懐中電灯の光を部屋の壁に当てた。そこに浮かび上がったものを見て、勝村は絶句する。

〈山猫参上！〉

　赤いスプレーで、デカデカとそう書かれていた。
















The fourth day

四日目　その名は山猫
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「私は、怒っている！」

　捜査会議で、普段は冷静な森田が声を張り上げた。

　その怒りはもっともだと、さくらは思う。

　森田の脇には、二人の制服警官が、これ以上ないくらいに恐縮して立っていた。

「こんな屈辱は、警察始まって以来だ！」

　森田の声に反応して、二人の制服警官が、ビクッと肩を震わせた。

　二人とも、額にびっしょりと汗を浮かべている。

「犯行現場に、窃盗犯に入られたうえ、見張りに立っていたこの二人は、朝までそのことに気付かなかった。何か弁解はあるかね」

　森田に訊ねられた二人の制服警官は、上から糸で引っ張られたみたいに背筋を伸ばし「いえ！　ありません！」と声を合わせて言った。

　会議室にいる捜査官たちは、警察の信用を失墜させる非常事態に、ピリピリとした空気を漂わせている。一人の例外を除いて──。

　さくらは、隣に座る関本の顔を見た。

　所轄署の失態が、よほど楽しいのだろう。表情が緩んで仕方ないといった感じだ。

「君らも、この屈辱をしっかり胸に刻み込んでおくように」

　森田はそう言うと、Ｂ４サイズに引き伸ばされた写真を、マグネットでホワイトボードに留めた。

　犯行現場が撮影された写真で、その白い壁にはデカデカと赤いスプレーで〈山猫参上！〉という文字が書かれていた。

　それをきっかけに、バカデカイ笑い声が響いた。

　関本だった──。

　腹を抱え、大口を開けて笑っている。

　さくらは、捜査官たちの冷ややかな視線が、自分に浴びせられているように感じ、顔を上げることが出来なかった。

　関本は、笑ったまま席を立ち、部屋を出て行った。

　さすがに、今回はあとを追う気にはなれない。もし、そんなことをしようものなら、この部屋にいる捜査官全員を敵に回すことになる。

　関本がドアを閉めるのと同時に、会議室全体がざわついた。

　やがて、その波は大きくなり、関本に対する怒号が、会議室全体を揺らした。

「笑われても仕方ないんだよ！」

　森田の怒声で、会議室がいっぺんに静まり返った。

「この屈辱を晴らす方法は知っているな？」

　全員に向かって訊たずねる森田の声には、威圧するような響きが込められていた。

「誰でもいい。警察の威信にかけて、山猫を引っ張って来い」

　森田がそう告げると同時に、捜査官たちは一斉に立ち上がり、各々の職務をこなすために、部屋を出て行った。

　──後れをとってなるものか。

　さくらは、立ち上がりはしたが、そこで止まってしまった。コンビを組んで捜査をする関本は、さっき出て行ってしまった。

　これ以上関本と捜査をしても、成果は得られそうにない。完全に孤立してしまったようにすら感じる。

「霧島」

　壇上に立ったままの森田が、さくらを呼んだ。

　──嫌な予感がする。

　さくらは、重い足取りで、森田の許もとに歩み寄る。

「残念だよ」

　森田はそれだけ言うと、目頭を押さえて黙ってしまった。

「何がでしょう？」

　別れ話じゃあるまいし、このまま向かい合っていても仕方ない。さくらは、先を促す。

「単刀直入に言おう。霧島には、捜査を外れてもらう」

「は？」

　聞き取れなかったわけではない。噓であって欲しいという願いを込めて訊きき返した。

「君は昨日、関本警部補と別行動をとっていたそうだね」

「いや、でも、それは関本警部補が……」

　さくらは、弁解しようと口を開きかけたが、森田に遮られた。

「霧島を責めているわけじゃないんだ。関本警部補の身勝手さは、私も充分承知している。だから、私の耳に入っただけであれば、聞き流して終わりの話だった」

　そこまで言って、森田が大きく溜ため息をついた。

　署長あたりの耳に入り、そこから圧力がかかったということなのだろう──。

　さくらは、固く拳こぶしを握った。

　怒りをじっと堪こらえることしかできない自分が、もどかしかった。

「残念だが、霧島は、命令違反を犯したことになる。処罰の話も出たが、今回は捜査担当を外すことで話をつけた」

　誰が上に密告したかなど、容易に想像がつく。関本だ。彼以外にいない。どうあっても女と捜査はしたくないらしい。

　さくらは、ぎゅっと下唇を嚙かんだ。

「すまない……」

　森田が頭を下げた。

　彼が悪いわけではない。むしろ、謝らないで欲しかった。怒鳴りつけられた方がいくらか気分がマシだ。

　さくらの中で、爆発寸前だった怒りが萎なえていく。

「分かりました」

　さくらは、それだけ言って会議室を出た。

　一秒でも早く一人になりたかった。

　廊下に出て壁に背中を預け、自分の両肩を抱えて大きく息を吐いた。膝ひざが震えている。怒りなのか、失望なのか分からない。

「捜査、外れることになったんだってな」

　今、世界で一番嫌いな男の声が聞こえた。

　反対側の壁に寄りかかって、関本が立っていた。

「そんなに楽しいですか？」

「ああ。楽しいね。見張られながら捜査するなんて、迷惑この上ない」

　この口ぶり。やはりこの男が密告した──さくらは、それを実感した。

　なぜ、今になって密告などしたのか？　そんなに女と捜査するのが嫌なら、最初に話した段階で断固拒否すれば良かった。

　考えられることは一つだった。さくらがいることで、不都合な何かが発生した──。

　昨日の出来事が思い起こされる。

　関本は、勝村から預かったあの写真を見たあと、何処かに消えた。半信半疑だったが、志村一が、事件の鍵かぎを握っているのかもしれない。

「見張られていたら、何か都合の悪いことでもあるんですか？」

　さくらは、関本を睨にらみ付け、挑発する。

　どうせ、もう一緒に捜査することはない。ならば、思い切って揺さぶりをかけてみようと考えた。

「なんだと」

　関本が、あごを突き出すようにして睨みをきかせる。

　──その程度で怯ひるむものか。

　さくらは、より一層目に力を込めて、関本を睨み返す。

「山猫って、本当に頭のキレる人物なんでしょうか？」

「何が言いたい？」

「あたしには、捜査担当者が、手を抜いているようにしか見えませんけど」

「お前は、何も見えてない」

　関本は、吐き出すように言うと、ゆっくりと廊下を歩きだした。

「逃げるんですか？」

　関本は、無言のまま、バイバイと手を振りながら、廊下を歩き去っていった。

　さくらは、悔しさで肩が震えた。

「あたしは、このままじゃ終わらない」

　さくらは、関本が歩き去った廊下の先に目を向けながら言った。
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〈警察が、前代未聞の不祥事です〉

　カウンター脇に置かれたテレビを観ていた勝村は、両手で顔を覆った。

　アイドル顔負けのルックスの女性アナウンサーが、舌足らずな喋しやべりで、昨晩の山猫の事件を伝えている。

　これだけの騒ぎになった事件に、自分が関与していることが、信じられなかった。

　困惑する勝村に反して、テーブル席に座った山猫は、チョコをかじりながらウィスキーを飲み、おおはしゃぎ。

　逃亡者だという自覚がないようだ。

　──これ以上は観ていられない。

　勝村は、手許にあるリモコンでチャンネルを変えた。

「何すんだよ。これから面白くなるってのに」

　すかさず山猫が抗議する。

　──何が面白いものか。

　勝村にとっては、面白いことなど一つもない。

　山猫の言った通り、犯行現場に侵入するという行為で、犯人たちに対する揺さぶりにはなったのだろうが、同時に警察を本気にさせてしまった。

　警察は、その威信をかけ、総動員で山猫の捜索にかかるだろう。

　勝村は、「明日に向って撃て！」という映画のラストシーンを思い出す。強盗を繰り返した主人公二人が、ある街で警官隊ばかりか軍隊にまで囲まれてしまう。

　その先の主人公たちの運命は、思い出したくもない──。

「はしゃいでないで、少しは考えたらどうなんだ？」

「俺を能天気みたいに言うんじゃない。お前と違って、俺は考えるのは得意なんだ」

　山猫はウィスキーを飲み干すと、緩かん慢まんな動きで立ち上がり、勝村に封筒を投げて寄越した。

「これは？」

「今井の会社の帳簿と通帳のコピーだ」

　封筒を覗のぞき込んでみると、数十枚にも及ぶ用紙が詰め込んであった。封筒を斜めにすると、カウンターの上に書類の束が流れ出す。

　一番上の紙は、銀行口座の入出金データをプリントアウトしたものだった。何枚か紙をめくると、月別の帳簿が出て来た。

　何処から、どういう手段で手に入れたものなのかは、訊かないことにした。どうせ、合法的な方法じゃない。

「これが、どうしたんだ？」

「お前って、いちいち指示しないとなんにも出来ない子なんだな」

　山猫が、軽けい蔑べつするように目を細める。

「どうせ、ぼくはダメな奴だよ」

「そう卑屈になるな。目を通して、不自然なところがないかチェックすればいいんだよ。俺は、出版のことは分からんから、そこに書かれている金額が妥当なのか判断がつかない」

　言い方はともかく、山猫の言うことにも一理ある。

　金の動きを追えば、そこから見えてくることもあるかもしれない。

　勝村はシャツの袖そでをまくり、メガネの汚れを拭ぬぐい、気持ちを切り替えて資料と向かい合う。

　まずは、会社名義の銀行の通帳に目を向ける。口座には、ほとんど残高が無く、かなり経営が行き詰まっていたようだ。

　次に、帳簿を一つ一つ追っていく。

　最初は、会社がスタートした当時のものだ。できるだけ経費を削減していたのだろう。目立った数字は見あたらない。

　売上額の方は、かなり厳しい。さらに詳しく見てみないと断定できないが、この状態だと赤字が雪だるま式に膨らんでいく計算だ。

　勝村は、パラパラと帳簿をめくり、先月の帳簿を開いた。

「あれ……」

　勝村は、勘違いかと思い、鼻がつくほどに顔を近づけ、一年前の数字と一つ一つ比較していく。

　雑誌の印刷費用が、創刊当初の二倍近くになっている。

　──なぜ、急に？

　勝村は、帳簿を遡さかのぼりながら、記載されている金額を比較していく。どの月も、似たり寄ったりの数字だ。

　最新号の印刷費だけ、金額が飛び抜けている。

「何か見つけたのか？」

　山猫が声をかけてきた。

「先月の帳簿で、ちょっとおかしな数字を見つけたんだ。印刷費が……」

　説明しようと顔を上げたところで、勝村は言葉を止めた。

　山猫は、自分で訊きいておきながら、視線を向けようともせず、テーブルに足を乗せ、指先でペンをくるくる回しながら今井の雑誌を読みふけっている。

「何やってんだ？」

　勝村が訊たずねると、山猫は何も言わずに、開いている雑誌のページを向けた。

　それは、クロスワードパズルのページだった。

　勝村は、怒る気にもなれずに、大きくため息をついた。

「それで、印刷費がどうしたんだ？」

　山猫が、話の先を促す。

　真剣に調べているのが、バカバカしくなってきた。

「なんでもない」

　勝村は、山猫に背中を向け、再び帳簿と向き合った。
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　署を出たさくらは、覆面車両に乗り込み、シートにもたれかかった。

　出て来る途中、福原が「まあ、気にするな」と励はげましの言葉をかけてきたが、苛いら立だちを増幅させる効果しかなかった。

　ふとルームミラーに映る自分の顔に目がいった。

　目が腫はれぼったい。唇もガサガサだし、鼻の頭の皮も剝むけている。

　何だか、もの凄すごく疲れた。男に別れを切り出すのに似て、充実感がまるでないただの疲労だ。

　──何を弱気になっている？

　さくらは、自分自身に問いかけた。

　ここで尻しり込ごみをして、現実逃避をするようなら、それこそ関本の言うように、「刑事には向いてない」ということになる。

「これくらいじゃ、負けない」

　さくらは、ルームミラーに映る自分を睨にらみ返しながら言う。

　それだけで、気持ちが、吹っ切れたような気がした。

　捜査本部は、居直り強盗の線で捜査方針が固まっている。

　だが、勝村からの情報を鑑かんがみると、少し状況が変わってくる。今井の殺害が計画的なものである可能性がある。

　活路を見み出いだすとしたら、そこしかない。

　さくらは携帯電話を取り出し、勝村の携帯電話に連絡を入れた。

〈もしもし〉

　長いコール音のあと、勝村のとぼけた調子の声が聞こえてくる。

「昨日、渡された写真の男のことだけど」

〈え？　あ、あぁ、あの件ですか〉

　さくらが話を切り出すと、勝村は慌てた様子で返事をする。

　昨日のことがある。何か突っ込まれるのでは──と過剰に心配しているのだろう。

　本当なら「よくもやってくれたな！」と叫んでやりたいところだが、それではこの先のプランが崩れてしまう。

　さくらは、勝村の動揺に気付いていないふりをして、淡々とした調子で話を続ける。

「一人は素性が分かったわ」

〈本当ですか？〉

「名前は志村一。年齢二十六歳。過去に、窃盗で逮捕歴があったわ」

　電話の向こうで、相談しているようなヒソヒソ声が、微かすかに聞こえた。

　だが、さくらは、それに気づいていないふりをする。

〈あの……住所を教えてもらっていいですか？〉

　本当であれば、勝村の要望には応こたえられない。

　前科者とはいえ、一般市民にそのことを伝えるのは、個人情報の漏ろう洩えいに当たるからだ。

「分かったわ」

　さくらは、少し間を置いてから返事をする。

〈ありがとうございます〉

　勝村が、元気よく答える。

　さくらは、若干の心苦しさを覚えながらも、資料のコピーに書いてある、志村の住所を読み上げた。

　ついでに、例の山猫が犯行現場に侵入した騒ぎで、身動きが取れないと、軽く愚痴をこぼし、協力できないことを詫わびてから電話を切った。

　もちろん噓だ──。

「さあ、これからが本番ね」

　さくらは、自分の頰を両手で打ち、気合いを入れ直してから車をスタートさせた。
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「ちょっと挨あい拶さつに行きますか」

　そう言い出したのは、山猫だった。

　勝村は、気乗りしなかったが、山猫にうまいこと言いくるめられ、小田急線の和泉いずみ多た摩ま川がわの駅まで足を運ぶことになった。

　多摩川近くの駅で、橋を渡れば神奈川県。ちょうど県境に位置する場所だ。

　駅を出て、商店街を抜け、土手に沿って十分ほど歩いたところにそのアパートはあった。

　木造二階建て。築年数はゆうに二十年は超えているだろう。

　マンションの耐震強度問題で、行政から退去命令が出た人たちがいるらしいが、時期がズレただけで、このアパートはＯＫなのだから、実に不可解な現象といえる。

　アパートを見上げた山猫は、何やら楽しそうに口くち許もとに笑みを浮かべた。

　勝村にも、だんだん分かってきた。

　山猫がこういう顔をする時は、自分の目もく論ろ見みがまんまと成功したときだ。

　もしかして、志村一を見つけたのだろうか──そう思った瞬間、勝村は、後ろから肩を叩たたかれた。

「うわぁ！」

　飛び上がりながら振り返る。

　そこには腰に手を当て、不敵な笑みを浮かべるさくらが立っていた。

　──なぜ、さくら先輩がここに？

　さっきの電話では、忙しくて身動きが取れないと言っていたはずだ。

「何をそんなに驚いてるのかしら？」

　勝村は、さくらの大きな瞳ひとみに睨まれて、砂漠を歩いているみたいに喉のどが干上がっていく。

「いや、その、えっと……」

　しどろもどろになる勝村とは対照的に、山猫は実に落ち着いていた。

「先日はどうも」

　山猫が、会釈をする。

「よく言うわ」

　さくらが流し目で山猫を睨みつける。

　おそらく山猫は、さくらが先回りすると予測済みだったのだろう。だから、慌てる必要はない。できれば、先に伝えておいて欲しかった。

　だが、分からないことがある。なぜ、刑事であるさくらがいると分かっていて、ノコノコやって来たのか？

　山猫は窃盗犯のはずだ。とても正気の沙さ汰たとは思えない。

　さくらに質問されたら、どう答えるつもりだ？　まさか、山猫だと名乗るわけにもいかないだろう。

　勝村の心配をよそに、山猫は目を細め、下心丸出しのニヤニヤした視線でさくらを睨ねめ回している。

「残念だけど、志村は留守よ」

　さくらが一階の隅にある部屋を指差す。

「いやあ。それは残念。出直すことにします」

　勝村は、方向転換をして逃げ出そうとした。だが、さくらはそんなに甘くない。

　腕をぎゅっと摑つかまれた。逃げる機会を失った。

「逃がさないわよ。二人には、訊ききたいことがあるの」

　さくらが、低いトーンで言う。

　声を荒らげない分、余計に怖い。勝村は、助けを求めて山猫に視線を向けた。

「実は、私たちも、刑事さんにお話ししようと思っていたところなんです」

　山猫は、さくらに微笑みかける。

　勝村には、山猫の思考が理解できない。

　さくらも、平然としている山猫の対応に驚いたようで、かたちのいいおでこに、戸惑いの皺しわが寄る。

「昨日は、尾行をまいたのに、今日は、どういう風の吹き回し？」

「あなたの美しさに、目を奪われてしまったんです」

　山猫が、平然と歯の浮くような台詞せりふを言う。

　たちまち、さくらの表情に嫌悪の色が浮かぶ。

「何が言いたいの？」

「ここで立ち話もなんですから、駅前の喫茶店でも行きませんか？」

　山猫の提案に、さくらは少し迷った様子を見せたが、やがて頷うなずいた。

「そこに停めてある車、刑事さんのですよね。われわれは、徒歩で先に行ってますから、車をどこかに停めてから来てください」

　山猫は、道路脇に停車してある白のカローラを指差しながら言うと、スタスタと歩き出した。

「ちょっと待って！」

　さくらが、山猫を呼び止める。

「何です？」

「今のうちに、逃げようってつもりでしょ」

「まさか。せっかく、美しい女性とお茶ができるんです。逃げる男がいますか？」

　山猫は、いつもの調子でおどけてみせる。

「勝村。そいつを逃がしたら、承知しないからね！」

　さくらに凄すごまれ、勝村は、慌てて山猫のあとを追った。

「もしかして、さくら先輩が来るって、最初から予想していたの？」

　勝村は、山猫の横に並んでから訊いてみた。

「当然だ。彼女が、一人で俺たちを待ち構えていることは織り込み済みだ」

　山猫は、得意げに言うが、勝村は納得できなかった。

　待ち伏せされることは予測できたとしても、一人だとは断言できない。刑事は基本的にコンビで行動する。他の刑事が一緒である可能性は、充分にあった。

「でもさ……」

　質問をぶつけようとした勝村だったが、山猫に遮られた。

「一つだけ、注意しておくことがある」

「何？」

「彼女と話しているとき、右手を絶対に動かすな」

　──右手を動かすな？

「何で？」

「お前さ。本当に自分のことは何も分かってないのな」

　山猫が、呆あきれたように言う。

「どういう意味？」

「お前は、都合が悪くなったり、噓をついたりするときに、必ず右手で鼻の頭をかくんだよ」

「えぇ！」

　勝村は、目を丸くして大声を上げた。

　──そうだったのか。

　今まで、勝村のつく噓は、ことごとく見破られてきた。噓が下手なのだと諦あきらめていたが、みんなそのクセを見抜いていたということか──。

「基本的に、俺が話を進める。お前は、噓がバレないように注意しておけ」

　山猫の今の発言は、暗にさくらに噓をついて騙だますと言っているようなものだ。気が引けるところだが、今は従うしかなさそうだ。

　勝村は、頷いて答えた──。
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　さくらは、指定された喫茶店に足を踏み入れた。

　チェーン展開している喫茶店で、店内は学生でごった返していた。

　窓際の席に、勝村とニット帽の男を見つけ、セルフサービスのカウンターで紙コップに入った珈琲コーヒーを受け取ってから、席に着いた。

　勝村は、さくらとは目を合わせようとはせず、恐縮した様子で縮こまっている。

　一方、ニット帽の男は、マッチを擦って煙草に火を点つけると、紙コップに入っている珈琲を、高級店のそれのように、香りを楽しんだりしながら飲んでいる。

「早速で申し訳ないけど、自己紹介をしてもらえるかしら？」

　さくらが口火を切ると、男がゆっくりとした動作で煙草を灰皿に置いた。

　警察の人間と向かい合ったりしたら、後ろ暗いことがなくても、少なからず緊張するのが普通だ。

　それなのに、この男は挑発するかのようにリラックスしている。

「いや。そうでしたね。申し訳ありません。私は山根虎といいます。今は、名刺が無くて申し訳ないのですが、探偵事務所の調査員です」

　山根と名乗った男が、笑顔で手を差し出してきた。

　欧米式に握手で挨あい拶さつなどご免だ。それに、山根の話を鵜う吞のみにするつもりはない。

「本当なの？」

「え、まあ、そうです」

　さくらが視線を向けると、勝村は、つっかえながらも返事をする。

　緊張した面持ちで、首を縮めているが、右手は膝ひざの上に載せたままで、鼻をかいてはいない。

　──どうやら本当のことのようだ。

「それで、その探偵さんと、ライターがつるんで事件を追っているってわけ？」

「はい。私は、勝村氏から依頼を受けるかたちで、調査を開始しました。そして、その直後、勝村氏は、二人組の襲撃を受けることになったのです。そのときは、たまたま私が近くにいたので、大事には至りませんでした」

　襲われた話は、前にも聞いた。

　さくらは、勝村が逃げたとばかり思っていたが、山根に助けられたというのが真相のようだ。

　さくらは、目の前にいる山根に目を向けた。

　物腰は柔らかいが、数多あまたの修羅場をくぐり抜けてきたのだろう。ただならぬ雰囲気が漂っている。

　チンピラに絡まれたくらいでは、動じないだろう。

「それで、その二人組が事件に絡んでいると睨にらんでいるの？」

「はい。調査をしていて実感しました。今回の事件は居直り強盗という単純な構造ではありません。彼らは勝村氏を狙い〈お前も今井のようになりたいのか？〉と脅しをかけていたのです」

　山根は、芝居じみた喋しやべり方だった。

　だが、その目は真剣そのもので、噓をついているようには見えない。勝村も、黙って隣で話を聞いている。

　山根の言うことが本当であれば、見過ごすことはできない。

　この事件に裏があると考えるのは、当然の発想のように思われる。だが──。

「事件に裏があると思っていたなら、何で警察に相談しなかったの？」

「相談をしなかったのは、根拠があまりに曖あい昧まいで脆ぜい弱じやくだったからです。警察はすでに居直り強盗として、捜査を開始していました。失礼な言い方かもしれませんが、それなりの根拠がないと、握り潰つぶされて終わってしまう」

　山根が、さくらに同意を求めるように目配せした。

　残念だが、山根の言う通りだ。

　現在の状況では、勝村が警察に話したとしても、相手にされない可能性が高い。

　一度居直り強盗だと断定した警察が、計画殺人に方向転換するためには、それ相応の根拠が必要になる。

　曖昧な根拠で騒げば、捜査を混乱させるだけだ。

「あたしを、挑発するような行動をとったのはなぜ？」

　さくらの質問に、山根が眉まゆを大きく上下に動かし、真っ直ぐな視線をぶつけてくる。

「個人的に、あなたという女性に、興味が湧いたからと言ったら怒りますか？」

　ドラマなら恋が始まるかもしれないが、さくらからしてみれば、吐き気をもよおす台詞せりふだ。

「もし、それが本当の理由なら、今すぐ多摩川に放り込むわよ」

　さくらは、山根の眼前に指を突きつけた。

　だが、山根は怯ひるむどころか、満足そうに口許に薄い笑いを浮かべた。やっぱり食えない男だ。

「正直に言うと、あのときの勝村氏は、とても危険な状態でした。いつ、どこで、誰に狙われているのか分からなかったんです」

「あたしは刑事よ。警戒する必要なんてないでしょ」

「本当にそうでしょうか？」

　山根は含みを持たせた言い方をして、目を細めた。

「どういう意味？」

「私は、依頼主である勝村氏を守る必要があった。そのためには、彼の居場所を知られるわけにはいかなかった。相手がたとえ警察の人間であったとしても」

　強い意志のこもった口調だった。

　今の時代に、ハードボイルド小説を地で行くような探偵が存在するとは驚きだった。

「それで、写真の男の素性が分かったので再び動き出したってわけね」

　山根は大きく頷うなずいた。

　彼が火を点けた煙草は、灰皿の上でフィルターまで燃え尽きていた。

　細かい部分は別として、大筋での話は納得できた。

「そこで、私からの提案があります」

　一呼吸置いて、山根が切り出した。

「提案？」

「はい。私の調査に協力してはもらえないでしょうか？」

　共同戦線を張ろうというのか──。

　山猫追跡の捜査から外されてしまった今、警察とは別のルートで事件を追うことが、さくらに唯一残された起死回生への道。

「調査協力といっても、具体的に何をするつもり？」

　まだ、賛同の返事もしていないのに、山根が嬉うれしそうにパチンと指を鳴らした。

「私たちは、引き続き今井氏が殺害された理由を探ります。刑事さんには、写真に写っているもう一人の男の調査をお願いしたいのです。勿もち論ろん、こちらで摑つかんだ情報は流しますし、もし、真犯人がいた場合、逮捕するのはそちらに任せます」

　山根が早口に言う。

「あなたに、メリットは無いでしょ」

「ありますよ。勝村氏の出版社から報酬を頂きます。もちろん、危険手当を上乗せして」

　山猫が、おどけた調子で言った。

　──悪い条件ではない。

　それが、さくらの感触だった。だが、問題は山根が信頼できるかどうかだ。

　さくらは、石のように固まって座っている勝村に目を向けた。

「信頼できる男なの？」

「も、もちろんです。ぼくは、彼に助けられたんですから」

　慌てて答えた勝村の笑顔が、どこかぎこちなかった。

　だが、鼻はかかなかった。

「分かったわ。ただし、前回みたいに、コソコソあたしを監視したりするのは無しにして」

　さくらは、山根に釘くぎを刺す。

「すみません。遊びが過ぎましたね。美しい女性の目を惹ひきたくてつい……。回りクドイことをせず、素直にデートにお誘いすれば良かった」

　山根が照れくさそうに首の裏をかきながら笑った。

「あたしは刑事よ」

「刑事さんである前に、あなたは魅力的な女性です」

　山根が、柔らかい笑みを浮かべた。
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「女の臭いがする」

　勝村が、山猫とジュエリーショップに顔をだすと、里佳子が鼻をクンクンさせながら言った。

　──なかなかの嗅きゆう覚かくの持ち主だ。

「そういえば、さっき彼は女刑事を口説いてましたよ」

　勝村は、散々振り回されたお返しのつもりで言ってやった。

　里佳子が、冗談の通じない人間だなんて知らなかった。ついでに言うなら、彼女はコントロールに問題があった。

　そんなわけで、里佳子が怒りに任せて放り投げた木き槌づちは、またしても勝村の額に直撃した。

「余計なことを言うからだ」

　山猫が、楽しそうに笑う。

　──悔しいが、まさにおっしゃる通り。

　勝村は、痛みを堪こらえながら、床に落ちた木槌を里佳子に返した。

「また英男君に当たっちゃったのね。ゴメンなさい」

　里佳子は、茶目っ気たっぷりに言うと、勝村の額にキスをした。

「なっ！」

　勝村は、驚いて目を丸くする。

「ニヤついてんじゃねぇよ」

　すかさず山猫が、勝村の頭を押す。

「別に、ニヤついてなんて……」

「耳が赤いぞ」

「赤くなんて……」

　里佳子は、そのやりとりを見て、「かわいい」と笑っている。

　二人に子ども扱いされているようで、腹が立ったが、ぐっと堪えた。反論しても、勝てそうにない。

「それで、例の件はどうなった？」

　山猫が、マッチを擦って煙草に火を点つけ、本題を切り出した。

「その前に、頼まれた物が出来てるわよ」

　里佳子が、ショーケースの上に置いてある紙袋を指差す。山猫はその袋の中身を取り出した。

　手錠だった──。

　窃盗犯に手錠。すごく不釣り合いな気がする。何に使うのか、気になったが、勝村は敢あえて黙っていた。

　どうせ、まっとうな使い方はしないに決まっている。

　里佳子の役割は、山猫が使う数々の道具の調達と製作なのだろう。そう考えると、ジュエリーを作る工具たちが、怪しげに見えてしまう。

「それで、ネックレスなんだけど、なかなか興味深いわね」

　里佳子は、次に引き出しからネックレスを取りだし、ショーケースの上に置いた。

　勝村は、山猫と並んでネックレスを覗のぞき込む。それを待っていたかのように、里佳子が説明を続ける。

「これは、市販されてるものじゃなくて、オーダーメイドの品ね」

「裏に彫られているのは、やはり製造番号ではなく、何かの暗号ってわけか」

　山猫がネックレスを手に取り、裏側を確認する。

「その可能性は高いわね。私が気になったのは、それだけじゃないの」

　里佳子は、一いつ旦たん部屋の奥に引っ込み、デスクスタンド式のライトを持ってきた。通常、白色のバルブの部分が、紺色になっている。

「それは？」

　勝村が訊たずねる。

「紫外線の出るブラックライトよ。アクセサリーの傷を見つけたりするときに使うの。そのネックレス、ちょっとそこに置いて」

　里佳子が、早口に説明する。山猫は、言われた通りに、ショーケースの上にネックレスを戻す。

「いい？　見ててよ」

　里佳子は、じらすようにたっぷり間を置いてから、店の電気を消し、ブラックライトのスイッチを入れた。

　ぼうっと部屋に青い光が満たされる。

「あ！」

　勝村は、思わず声を上げた。

　さっきまでシルバーだったネックレスの花びらが、薄いピンク色に染まった。

「ブラックライトアートと同じね。特殊な塗料を塗って、ブラックライトを当てると、色が変わるようになっているの」

　里佳子が説明を加える。

　それをきっかけに、勝村の中で、バラバラに散らばっていた記憶の断片が、いっきにつながった。

「そうか！　そうだったのか！」

　勝村は、興奮を抑えることができずに、叫ぶように言った。

「いきなりどうした？」

　山猫が、怪け訝げんな表情を浮かべながら言う。

　──どうもこうもない。

「あぁ、何てことだ……」

　勝村は頭を抱えた。

　今井が残したのは、謎でも何でも無かった。答えは最初からそこに記されていたのだ。

　──ぼくは、なんてバカなんだ。

　勝村は、自らを叱しつ責せきする。

　記憶することばかり得意でも、その記憶と記憶をつなげることができなければ、何の意味もない。

「里佳子さん。ちょっとそのライトを貸して下さい！」

　勝村は、里佳子の返事を待つことなく、その手からライトを奪い取り、店を飛び出した。

「おい！　どうした！」

　後ろから山猫が大声を上げながら追って来る。

　立ち止まって説明している余裕はない。すぐに確かめなければ──。

「分かったんだ！　今井さんの情報が隠してある場所が！」

　勝村は、大声で叫びながら下北沢の商店街を疾しつ走そうした。
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「見つけた」

　さくらは、パソコンのモニターに映る男の顔と、写真の男の顔を見比べ呟つぶやいた。

　勝村と山根からもたらされた新たな情報により、もう一人の写真の男を効率よく割り出すことができた。

　名前は丸まる橋はし健けん治じ、四十歳。麻薬所持と傷害、それに恐喝で逮捕歴があり、二年前まで、刑務所に入っていた。

　暴力団崩れのチンピラだ。

　やせ形で、ヘビみたいな陰湿な顔をしている。

　捜査担当者は、福原の名前になっていた。

　問題は、志村と丸橋の二人が、どういうかたちで事件にかかわっていたかだ。

　──お前らは、山猫のことを、何も分かっちゃいねぇ。

　今になって、関本の言葉が耳に蘇よみがえる。

　改めて考えてみると、山猫の貼り紙は残っていたが、高井戸の現場と三軒茶屋の現場は、異質のもののように思える。

　丸橋と志村が、今井を殺害し、山猫の犯行現場に似せることで、その罪をなすりつけようとした──とは、考えられないだろうか？

　仮に、そうであったとしても、この二人だけでそれが計画できたかについては疑問が残る。

「山猫発見だと！」

　さくらの思考を遮るように、誰かが叫んだ。

　目を向けると、刑事課の大部屋の中央にいる森田だった。

　雷にでも打たれたように、受話器を握りながら立ちつくし、電話で何やら報告を受けている。

「手の空いているものは、すぐに現場に向かえ！」

　受話器を置いた森田が、叫んだ。

　刑事部屋にいる刑事たちが、一斉に立ち上がり、我先にと飛び出していく。

　まるで、火事が起きたかのような騒ぎだ。

　さくらは、その喧けん噪そうの中で、一人呆ぼう然ぜんとしていた。

　山猫による居直り強盗という警察の見解を、否定し始めた矢先の連絡だったので、まだ切り替えができていない。

　それに、担当を外された自分が、現場に駆けつけていいものか──という迷いもあった。

「霧島！」

　森田が、声を張る。

「はい」

「何をしている。さっさと現場に行け」

「あ、でも……」

「山猫を捕まえれば、全て解決だ」

　森田は、関本とのことを言っているのだろうが、今のさくらには、それが別の意味に受け取れた。

　今井の件が、山猫の犯行であったにしろ、そうでなかったにしろ、逮捕して尋問すればそれで終わりだ。

「はい」

　さくらは、返事をすると、急いで部屋を出た。
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　バーに戻った勝村は、テーブルに置きっぱなしになっていた今井の雑誌を、手に取った。

　以前にはなかった重みを感じ、雑誌を摑つかむ手が震えた。

「勝村、ちゃんと説明しろ」

　後から駆け込んで来た山猫が、息を切らしながらテーブル席に座った。

　勝村は、叫び出しそうなほど興奮している自分に気づき、大きく深呼吸してから山猫の向かいの席に座る。

「分かったんだよ」

「だから、何が？」

「いろいろ説明するより、まず見てもらった方がいい」

　薄暗い店内だから、改めて電気を消す必要もないだろう。

　勝村は、雑誌の最初のページを開いてテーブルの上に置いた。桜を背景に、休刊のお知らせが書かれたページ。

〈真実は、あなたの目の前にあります──〉

　最後の一文が、際立って見える。

　これは、まさに言葉通りの意味だった──。

　勝村は、里佳子の店から持ってきたブラックライトのスイッチを入れ、ページを照らす。

　紫外線の光を浴び、紙面に青い文字が浮かび上がってくる。

「おいおい、やってくれるじゃねえか」

　山猫が感嘆の声を上げながら、雑誌を覗のぞき込んだ。

　もっと早く気付くべきだった。ヒントはたくさん転がっていたのだ。

　最初に雑誌を手に取った時に感じた、ページのざらざらとした感触。あれは、特殊蛍光インクを使用していたからだ。

　赤字でありながら、雑誌の最新号の印刷費だけ異常に高かったのも、高価な特殊蛍光インクを使ったからだ。

　それに、マリファナの常習者だったサキを伝って渡されたネックレス。そして、それに付いていた桜の花弁。それらは全て、このページを暗示していた。

　──いや、違う。

　勝村は、すぐに自分の考えを否定した。

　気付くべきは、もっと前だった。半月ほど前、今井と電話で話したとき、彼が言っていた言葉。

　──俺は、信念が揺らぎそうだよ。

　あのとき、勝村は今井の真意を汲くみ取ることができなかった。

　自分の不ふ甲斐がいなさに腹が立ち、テーブルの上に拳こぶしを落とした。

「こりゃ、なかなか面白い内容だな」

　浮かび上がった文字を読んでいた山猫が声を上げた。

　勝村も、改めて文字を追っていく。

　そこに書かれていたのは、麻薬密売ルートにかんするものだった。

　通常、麻薬を購入したい場合、暴力団や路上にいる売人に接触するか、クラブで行われる麻薬パーティーに参加するといった方法がメインだった。

　しかし、それだと安全面に大きな問題があるし、暗いイメージが付きまとう。そういった背景から、一般人は興味があっても手を出し難にくいという環境にあった。

　記事に書かれているのは、今までとは違う麻薬売買の方法だった。

　成せい城じようにある会員制のレストラン。ここは、普通に食事も楽しめるのだが、マリファナ、コカイン、ヘロイン、ありとあらゆる麻薬を取りそろえている。

　食事中にウェイターに頼めば、テイスティングも出来る。

　そして、帰りのお会計で金銭を支払う。言えば領収書も出してくれる。客はワイン感覚で麻薬に手を出すことができる。

　これが、一部の富裕層を中心に、話題になっているという内容だった。

「この情報を知り、公表しようとしたから今井さんは殺された……」

　勝村は、崩れるように肩を落とし、改めて現実を嚙かみ締めた。

「いや。それは違うな」

　山猫が、マッチを擦って煙草に火を点つける。

　その表情は、汚いものでも見るかのように、歪ゆがんでいた。

「何が違うんだ？」

　勝村が顔を上げると、山猫がゆらりと立ち上がった。

「考えてもみろ。この程度の記事で、殺されるわけないだろ」

「え？」

　勝村は、山猫の言葉に意表をつかれた。

「こんな噂は、世の中に腐るほどある。他の雑誌でも、しょっちゅう話題に上ってるだろ」

「それは……」

　冷静に考えれば、山猫の言う通りだ。

　たいして売り上げの無い雑誌に、噂の記事が載った程度で、殺人を犯していたらキリがない。

　リスクが大きすぎて、合理的な考え方ではない。

「それに、情報を公表するのに、どうしてこんな回りくどい方法をとった？　普通に掲載してしまえば、それで済む話だろ」

「確かに……」

　自分の身を守る上でも、ちゃんとした記事にして掲載すれば、世間の注目も集まるし、おいそれと手は出せないはずだ。

　この掲載方法では、気づく人間はほとんどいない。

「俺が思うに、今井という男は、犯人を脅迫していたんじゃないかと思う」

「どういう意味？」

　山猫が、さらりと言った言葉が、勝村には信じられなかった。

「情報を摑んだ今井は、犯人から金を強請ゆすりとっていたんだ。一回で終わりにしておけばいいものを、何度も繰り返した。それで、自分のケツに火が点いたんだよ」

　今井が、犯人を強請っていたのであれば、殺されたことの説明になる。

　だが、頭で分かっていても、感情がそれを許さなかった。ふつふつと沸き上がってくる怒りは、どうにも抑えられなかった。

「今井さんに限って、それはあり得ない！　そんな汚いことをする人間じゃない！」

　死んだ今井を愚ぐ弄ろうされた気がして、勝村は感情が昂たかぶるのに任せて、山猫のシャツを摑み上げた。

「どうして、そう断言できる？」

　山猫は、抵抗することもなく静かに言った。

　冷ややかな目に射い貫ぬかれ、勝村はみるみる熱を奪われていくようだった。

「今井さんは、信念を持っていた！」

「ジャーナリズムか？　下らない。今井は、そもそもジャーナリストでもない。ただの零細出版社の社長だ」

「でも、あの人は、真実を伝えようとしていた」

「真実ね……お前は、目の前に一億積まれて同じことが言えるか？」

　山猫の言葉に触発され、勝村の脳裏に、首を吊つる父親の姿が浮かんだ。

　人間は、金に翻ほん弄ろうされている。それは認めざるを得ない。だが、分かっていても譲れないものもある。

「言えるさ。人間は金じゃない」

「ほう。じゃあ、質問を変えよう」

　山猫はウィスキーのボトルを取り出し、いつものようにグラスに注ぐと、それをゆっくり口の中に流し込んでから話を続ける。

「仮に、お前が出版社の社長だったとしよう。信念を持って始めた雑誌の売れ行きは伸び悩み、経営は火の車。そこに飛び込んで来たスクープ。ここで、お前は選択を迫られるわけだ」

　山猫は、ぐいっと勝村に顔を近づけ、挑むような眼まな差ざしを向ける。

　勝村は、その迫力に圧おされ、喉のどを鳴らして唾つばを飲み込んだ。

「選択？」

「そう、選択だ。一つは信念に基づき、真実を記事にして公表する。その場合、残念ながら出版社は倒産してしまう」

　山猫が、人差し指を立てる。

「もう一つは、スクープネタを元に犯人を強請る。それにより、金を手に入れ、出版社の経営は持ち直すことができる」

　山猫が、中指を立てて勝ち誇った笑みを浮かべた。

「それは……」

　勝村は、すぐに返事をすることができなかった。

　打ちひしがれた気分になる。

「お前なら、どっちを選ぶ？」

「ひ、卑ひ怯きような質問だ……」

　勝村は、掠かすれた声で言う。

　どちらを選択しても、結果は同じなのだ。山猫の言うように、会社が潰つぶれてしまえば、理想など吹き飛んでしまう。

　だからといって、脅迫などしたら、その瞬間に金で魂を売り渡したことになる。

「いいか勝村。金の前では、理想や信念なんざ、ロウソクの炎よりも危ういものだ。金の力でちょいと吹けば、消えちまう」

　山猫は、自分の指先をロウソクに見立てて息を吹きかけた。

　窃盗犯らしい言葉だ──そして、その言葉はきっと正しい。

　資本主義の社会で生きている以上、多かれ少なかれ、誰しも金に縛られている。

「残念だが、俺もお前も、何も変わらない。同じ世界の住人なんだよ」

　山猫にはっきり言われ、ぐうの音も出なかった。

　今井が、幾らの借金を抱えていたのかは分からないが、切羽詰まっていたことは確かだ。そういう状況の中で、どこまで強く意志を持つことができるだろう？

　今井が、雑誌を存続させるために、犯人を恐喝する道を選んだという可能性は、否定できない。

　今井の「信念が揺らぎそうだよ」という一言は、そういう意味だったのかも知れない。勝村は、焦燥感にかられ、両手で顔を覆った。

「感傷に浸るのは、後回しにしてくれ。問題は、麻薬の売買を行っているのは誰か──ということだ」

　山猫が切り出した。自信に満ちた表情をしている。

「何か、心当たりがあるのか？」

「お前は気付かないか？」

　質問で返され、勝村は考えを巡らせてみたが、何も思いつかなかった。

「桜だよ。雑誌の桜。ネックレスの桜」

　山猫が言う。

「桜？」

「そうだ。桜が、ヒントになっている。桜といって、思い浮かぶのは、一つしかないだろ」

「さくら先輩」

　勝村は、真っ先にその名を口にする。

「好きなのは分かるが、関係ない。もっと、他のものだ」

「遠山の金さん」

「アホか！　あるだろう。現代の日本で、桜を紋章にしている組織が」

「まさか！」

　勝村は、声を上げた。

　その事実に行き当たったとき、勝村の背筋に寒いものが走る。

「そのまさかだよ」

　山猫が、勝村を指差した。

　日本で桜を紋章にしている組織といって真っ先に思い浮かぶのは、警察だ──。

「でも、何を根拠に、警察が関与しているって思うんだ？」

「最初から怪しかった。今回の事件は、不審な点が多すぎる。それなのに、最初から居直り強盗だと断定して捜査をしていた。普通は、少しでもおかしなところがあれば、模も倣ほう犯はんの可能性も含めて、多角的に捜査を進めるはずだ」

　言われてみればそうである。

　少し考えれば、今回の事件には計画殺人の可能性があることくらい、分かったはずだ。だが、警察はそういう判断をしなかった。

「でも、それは推測でしかない」

「確かに推測だ。だが、それを確かめる術すべがある」

　山猫はそう言いながら、ページの下の部分を指差した。

　そこには、ホームページのＵＲＬが書かれていた。

「これは……」

「さっきの話に戻るが、記事くらいで殺人は起きないのと同じように、こういう噂があると、犯人グループを強請ろうとしても、黙殺されるのがオチだ。金を払うのは、認めることと同じだからな」

「だったら……」

　口を挟もうとした勝村だったが、山猫に遮られた。

「話は最後まで聞け。今井は、少なくとも、何らかの証拠を手に入れていたはずだ」

「雑誌には、掲載されていない証拠……」

「そう。その隠し場所が、ここに記されているんじゃないか？」

　山猫は、改めてＵＲＬを指差した。
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　現場に到着したさくらは、ガードレールに寄りかかり、走り回る捜査官たちをぼんやりと眺めていた。

　森田に許可をもらい、現場に駆けつけたものの、すでにカタはついていた。

　今、目の前で起きている光景は、活力を奪うのに、充分すぎるほどのものだった。

　道路の中央に、倒れている男が一人いた。志村一だった。

　頭から血を流し、ぐったりしている。

　捜査に関与していなかったさくらは知らなかったのだが、現場に残された指紋から、志村の名前が浮上した。

　刑事たちが、任意同行を求めて志村のアパートに向かったところ、彼は逃走を図った。

　志村は、追跡する刑事たちに拳けん銃じゆうを発砲。応戦した刑事によって射殺された。

　撃ったのは、福原だったようだ。

　さくらの目に、遠巻きに現場を見ている関本の姿が入った。

　火の点いていない煙草をくわえ、腕組みをしたまま、苦々しい表情で現場を見ている。

　長年追い続けていた山猫が見つかったというのに、ずいぶん浮かない顔だ。所轄の刑事に先を越されたのが、悔しいのかもしれない。

　だが、悔しさでいえば、さくらも同じだった。

　さくらが、何度目かのため息をついたところで、携帯電話に着信があった。

　表示されたのは、勝村の番号だった。

〈さくら先輩！　大変です！〉

　電話に出るなり、悲鳴にも近い勝村の声が響いた。

「少し、落ち着いたら？」

〈これが落ち着いていられますか！　大変なことが起きてるんですよ！〉

「こっちも大変なことになってるよ。山猫が見つかった」

　さくらが伝えると、勝村が電話の向こうで固まっているのが分かった。

〈ど、どういうことです？〉

　自分の大変なことは忘れてしまったのか、勝村が質問を投げかけて来た。

　説明をしようと口を開きかけたさくらだったが、現場に群がる報道陣を見て考えが変わった。

「テレビを観ればいい」

　電話の向こうで、バタバタと動き回る音がした。

　テレビを点けているのだろう。

〈噓でしょ〉

　しばらくの沈黙のあと、勝村が、今にも泣き出しそうな声で言った。

「ついでに言うなら、山猫は志村一で、ついさっき死亡が確認された」

　ずいぶん呆あつ気けない幕切れだった。

　だが、現実とは、こういうものだ。さくらは、自分に言い聞かせる。

「それで、勝村は、どんな大変なことがあったの？」

　さくらは、いつまでも黙っている勝村に、先を促した。

〈あ、そうだった。さくら先輩、落ち着いて聞いて下さいよ〉

　勝村が、早口に言う。

「慌ててるのは、勝村じゃない」

〈そうでしたね。実は、今井さんの隠していた情報が分かったんです〉

「今更そんなことが分かったところで、もう遅いよ。犯人は見つかったんだから」

〈そう言わないで聞いて下さい。今井さんは本当にとんでもない情報を握っていたんです〉

「もったいぶらずに、早く説明して」

〈警察内の一部の人間が、麻薬の売買に関与しています〉

「え？」

　さくらは絶句した。

　バカバカしいにも程がある。今井の死を、計画的な殺人だと盲信するあまり、方向を見誤っているのかもしれない。

〈それを知ったから、今井さんは、殺されたんです〉

「証拠はあるの？」

　半信半疑ではあったが、さくらは疑問をぶつけてみた。
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「あります」

　そう答えた勝村の手は、じっとりと汗ばんでいた。

　もし、今井の記事が事実で、今回の事件もそのことに起因するのであれば、警察内部にいるさくらは、かなり危険な状態にあるといえる。

　ふうっと大きく息を吐き出してから、山猫と組み立てた推理を、さくらに説明する。

　さくらは、説明が終わるまで、黙って聞いていた。

〈それが、本当だったら、大変なことね〉

　力の無い声で、さくらが言った。

「どこかで、落ち合いませんか？」

　勝村は提案する。

　このままじっとしていても仕方ない。お互いの持っている情報を共有する必要がある。

〈分かった。あたしはいつでも動ける〉

　さくらが、迷いながらも返事をした。

「一時間後に、下北沢の駅前にしましょう」

　勝村は、予定を告げて電話を切った。

「事件のカラクリが読めたよ」

　テレビで、ニュース映像を観ていた山猫が、大きく伸びをしながら立ち上がった。

「カラクリ？」

「そう、カラクリだ。警察は、今井を殺害し、山猫の居直り強盗として発表する。時期を見て、志村を山猫に仕立て上げ、捜査中の事故に見せかけて殺害する。逮捕歴の無い窃盗犯が、自分から名乗り出るわけもないから、これで万事解決ってわけだ」

　山猫の推測は、筋が通っている。

「でも、何でわざわざ窃盗犯の、居直り強盗に見せかけたんだろう？」

「捜す必要があったんだよ。今井の隠した情報の在り処かを。事故に見せかけて殺害しても、会社を物色した形跡が残ったのでは、さすがに怪しまれる」

「なるほど」

　窃盗犯を犯人に仕立て上げることで、堂々と会社内を捜すことができる。

　そして、証拠になる品を破棄した。

　容疑をかける窃盗犯として、山猫を選んだ理由は、おそらく彼が残す貼り紙にあったのだろう。

　警察全体が、麻薬の売買に荷担しているわけではない。

　ほんの一部の人間が、秘密裏に実行していたこと──。

　だから、計画殺人だという疑いを持つ捜査官がいるのは困る。「山猫」と書いた貼り紙を残すことで、窃盗犯の仕業であると捜査の方向を誘導したのだ。

「つまらねえ計画に、俺を巻き込みやがって……」

　山猫は吐き捨てると、ウィスキーのボトルに直接口をつけ、喉のどを鳴らしながら飲んだ。

「これから、どうするんだ？」

　勝村の問いに、口の周りのウィスキーを腕で拭ぬぐっている山猫の動きが止まった。

　じっと何かを考えている様子だったが、やがて口を開いた。

「俺は、ここで降りさせてもらう。もう警察に追い回される必要はないんだからな」

　山猫が、そう考えるのは当然だ。頭で分かっていてもショックだった。

　わずか数日間ではあるが、運命共同体だった山猫に、妙な親近感を抱いていたのも確かだ。

　裏切られたような気分になる。

「ぼくは、どうなるんだ？」

「少しは、自分の頭で考えろ。まあ、一つ忠告するなら、何もしないことだ。警察の連中が犯罪に絡んでいることは分かったが、誰かが分からん。そんな状態でヘタに動いたら、お前も死ぬぞ」

　──今井さんのように。

　勝村は、心の中でそう呟つぶやいた。

　山猫の言葉はもっともだ。だが、勝村は、もう逃げられないところまで来ている。それに、逃げるつもりもない。

　──託された人間として、真実を暴く。

　勝村は、そう決意していた。

　山猫は、警察内部の誰が犯人か分からないと言っていたが、それを解明するヒントはあるはずだ。

「調査を続ける気なら、くれぐれも注意しろよ」

　山猫は煙草を咥くわえ、マッチを擦ろうとしたが、そこで動きが止まった。

　みるみるうちに表情が険しくなっていく。

「しまった……」

　山猫が、キリキリと奥歯を嚙かみ締めながら言う。

　ただならぬ雰囲気は、勝村にも伝染し、ビリビリと痺しびれるような感覚を味わう。

「ど、どうしたんだ？」

「今井の情報の所在が分かっていないのに、何で、奴らが動き出したんだと思う？」

　山猫は喋しやべりながらも、すっと立ち上がり、大おお股またで店の奥に進み、台の上に乗り天井を触りながら何やら確認している。

「もしかして、こっちの居場所を摑つかんだから……」

　勝村は、言いながら背筋がぞっとした。

　それと同時に、微かすかに足音が聞こえる。

　だんだんと近づいてきて、ドンという音とともに、ドアが勢い良く開けられた。

　ドア口のところに立っていたのは、右腕に龍りゆうの刺青いれずみを入れた、白シャツの男、丸橋だった。

　ロシア製の拳けん銃じゆう、トカレフを握っている。

　勝村は、パニックに陥った。頭の中が真っ白になり、逃げなければ──と思うのだが、指一本動かすことができなかった。

　丸橋は、ずかずかと歩いてきて、勝村の胸に銃口を押し当てた。

「こんなとこに、隠れてやがったのか」

　丸橋は満足そうに笑うと、銃を振り上げ、グリップで勝村の側頭部を打ち付ける。

　受け身を取ることも出来ずに、そのまま床に倒れ込んだ。

　頭から、ドクドクと脈打ちながら血が噴き出しているのが分かった。

「今日は、助けに来てくれる奴がいなくて残念だな」

　丸橋は、屈かがみ込んで勝村の髪を摑んで持ち上げながら言った。

　意味が分からなかった。

　山猫は──。

　勝村は、視線を動かしたが、山猫の姿はどこにもなかった。

　さっきの言葉通り、彼はゲームを降り、勝村を置いて逃げてしまったらしい──。
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　さくらは、勝村との電話を終えた後も、放心状態から抜け出すことができなかった。

　──いったい誰が？

　その疑問が、際限なく繰り返される。

「どうした、浮かない顔して」

　声をかけてきたのは、福原だった。

　山猫を押さえたことが嬉うれしいのだろう。ニヤニヤと表情を緩めている。

「別に……」

　さくらは、福原から視線を逸そらしたところで、ふと引っかかりを覚えた。

　──もしかして。

「福原」

　今度は、さくらが立ち去ろうとする福原に声をかけた。

「何だ？」

　福原は、間延びした口調で答える。

「ちょっと、訊ききたいことがあるんだけど」

「急いでるんだ。あとにしてくれ」

　いかにも面倒臭そうに、手を振る。

　さっきは、自分で声をかけておいて、今度は急いでいる。明らかに不自然な態度だ。

　さくらの表情から、何かを感じとったのかもしれない。

「すぐ終わるわ」

　さくらは、その場から離れようとする福原の腕を摑んだ。

「何だよ」

「前に、この写真を見せたとき、知らないって言ったわよね」

　さくらは、ジャケットのポケットから丸橋の写真を取り出し、福原の眼前に突きつけた。

「そうだっけ？」

　福原がとぼけているのは、明らかだった。

「確かに言った」

「そうだったかもな。でも、それがどうした？」

「知らないはずがないのよ」

「なぜ？」

「丸橋を逮捕したのは、福原、あなただからよ」

　福原が、舌打ちをした。

　さくらに、侮ぶ蔑べつの視線を投げる。だが、そんなことでは怯ひるまない。

「自分で逮捕した犯人を、忘れるはずないでしょ」

「知ってたら、何だよ」

　福原が、地面に唾つばを吐きかける。

　やはり、意図的に丸橋の存在を隠した。

　もしかしたら、さくらを捜査から外そうと画策したのは、関本ではなく、福原だったのかもしれない。

「志村を撃ったのは、福原なんでしょ」

「そうだ」

「なぜ、撃ったの？」

「向こうが発砲したからだ。こっちが撃たれて死ねば良かったのか？」

　福原は、両手を広げて、おどけてみせる。

「窃盗犯の志村が、なぜ拳銃を持っていたの？」

「どこかで買ったんだろ。まるで、尋問だな」

　苛いら立だちを抑えきれなくなったのか、福原がさくらの肩を押した。

「分かった。質問はこれで終わりにするわ」

　さくらは、首を左右に振りながら言った。

「俺にホシを押さえられて、悔しいのは分かるが、言いがかりは止めて欲しいもんだ」

　福原が、ブツブツ言いながら、さくらに背中を向けると、近くに停車していた自分の車に乗り込もうとする。

　質問は終わりだが、さくらは、うやむやなまま、福原を逃がすつもりはなかった。

「殺された今井という男は、警察内部に、麻薬売買を行っている人間がいるという情報を、摑んでいたそうよ」

「何で、お前がそれを知ってる？」

　振り返りながら福原が言った。その直後、しまったと表情を歪ゆがめた福原だったが、もう遅い。

　さくらは、福原に詰め寄る。

「今のは、どういう意味？」

「何でもねぇよ」

「あなたは、この情報を、最初から知っていたんじゃないの？」

　さくらが、言い終わる前に、福原は拳銃を抜く。ジャケットで隠すようにしながら、さくらの脇腹に押しつけた。

　──しまった。

　熱くなり、状況も考えずに、福原を追い込み過ぎてしまったようだ。

「お前って、本当に面倒臭い女だな。男に嫌われるぜ」

　福原が、頰をひくつかせながら言う。

「クッ……」

　さくらは、拳こぶしを固く握り、悔しさを堪こらえる。

「乗れ」

　福原が、顎あごをしゃくって、さくらに車に乗るように促す。

　ここは人目が有り過ぎる。どこか、離れた場所に移動して、始末しようという腹なのだろう。

　冷や汗が、額から流れ落ちる。

「そこで何をやっている！」

　森田の声だった。

　さくらと福原の異様な雰囲気に気づいたらしく、ゆっくりと歩み寄ってくる。

　さくらは、思わぬ助け舟に歓喜しながらも、冷静さを失わないよう、自分に言い聞かせる。

　森田が不用意に近づいたところで、二人とも福原に撃たれて終わりだ。

「いえ、その……」

　言い訳をしようとした福原の銃口が、少しだけズレた。

　──今だ！

　さくらは、素早く福原にタックルをして、そのまま地面に押し倒した。

　とっさのことに、受け身をとることができなかった福原は、驚きの表情のまま、仰あお向むけでアスファルトの上に倒れた。

　握っていた拳けん銃じゆうが、手を離れ、アスファルトの上を転がっていく。

　さくらは、すかさず立ち上がり、右足を大きく振り上げると、それを福原の股こ間かんに振り下ろした。

「がぁ！」

　福原は、短い悲鳴を上げ、股間を押さえて胎児のように蹲うずくまった。

　男の弱点は全員共通。分かり易くていい。

「霧島、どういうことか説明しろ！」

　駆け寄って来た森田が、声を荒らげてさくらに詰め寄る。

　表情が凍りついている。いくら冷静な森田とはいえ、仲間同士の乱闘騒ぎをみれば動揺もする。

「今井の殺人事件に、福原が関与している疑いがありました。そこで、彼に尋問をしたところ、拳銃を抜き抵抗を試みました。よって、実力行使をさせてもらいました」

　さくらは、早口に事情を説明した。

「彼が、今井の殺人事件に……」

　森田は、信じられないという風に首を振った。

「はい。詳しくは、福原に訊いてみないと分かりませんが、抵抗したことが、何よりの証拠だと思います」

　ついさっきまでは、さくらは半信半疑だった──。

　だが、今は断言できる。福原は、直接手を下さなかったとしても、何らかのかたちで、今井殺害に関与している。

　福原は、さすがに観念したのか、抵抗する様子も見せずに地面に寝転がったままだ。

「何てことをしてくれたんだ……」

　森田は、空を仰ぎ、ぼやくように言った。
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　──クソっ。

　勝村は、必死に身体を動かそうとしたが、思うようにいかなかった。

　丸橋に、手足をビニールテープで巻かれたうえに、車のトランクに押し込まれた。

　縛られた両手首が、身体の後ろでなく、前だったことで、多少は動き易いが、暗く閉へい塞そく的なトランクの中では、どうすることもできない。

　──なんとか、ここから逃げないと。

　気持ちだけが先走る。

　おそらく、白シャツの男たちは、今井が隠した情報の在り処かを、まだ知らない。だから、勝村は生かされている。

　逆を言えば、情報さえ手にすれば、用無しになる。

　拉ら致ちという強硬手段に打って出るくらいだから、交渉に応じる気などまったくないのだろう。

　どんな方法を使ってでも、勝村から情報の在り処を聞きだすつもりだ。

　酷むごい拷問を受けるかもしれない。

　それを考えただけで、気持ちがどんどん沈み込んでいく。

　せっかく、今井が命をかけてまで託した情報が、全て泡と消える。勝村は、それだけは受け容いれられなかった。

　せめて、その情報を公にして、一矢報いたいところだ。

　だが、捕らわれの身となった以上、それも叶かなわない。

「畜生！」

　自棄やけになった勝村は、ビニールテープを引きちぎろうと、必死に身体を動かしたが、ちぎれるどころか、どんどん食い込んでくるような気がする。

　暗闇の中で、勝村は何か固いものが腕の下敷きになっているのに気づいた。

　身体をずらし、確認すると、それは金色のライターだった。

　山猫から預かったものだ。

　さっき、暴れた拍子に、落ちたのだろう。

「そっか……」

　ライターを使って、ビニールテープを焼き切ることができれば、ここから脱出することができる。

　勝村は、芋虫のように、身体を少しずつ動かしながら、どうにかライターを手にすることができた。

　山猫は、逃げてしまったが、このライターは、彼の言うようにお守りになったようだ。

　だが、勝村の期待も空むなしく、ライターはいくら擦っても火花が散るだけで、一向に火が点つかない。

　湿し気けっているのか、あるいは、ガスが無いのか──。

「役立たず！」

　勝村は、ライターに向かって叫んだ。
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「署に戻って、ゆっくり話を聞こう」

　森田に促され、さくらは車の助手席に乗り込んだ。

　後部座席には、手錠を掛けられた福原が座っている。試合に負けたボクサーのように、うな垂れて動かない。

　福原に限らず、ほとんどの犯罪者は手錠を掛けられると同じような状況になる。

　肉体的に自由を奪うだけではなく、精神的に束縛する効果があるのかもしれない。

「困ったことになった」

　車を発進させると同時に、森田は低い声でそう呟つぶやいた。

「はい」

　森田の言う通り、これは本当に困った事態だ。

　警察にとって、前代未聞のスキャンダルに発展する可能性がある。

「果たして、どう処理するべきかな？」

「問題になるとは思いますが、早い段階で公表し、事件の全容解明に努めるべきだと考えます」

　さくらは、率直な意見を口にした。

　だが、森田はそれが不満なのか、苦笑いを浮かべる。

「君に訊きいてるんじゃないよ」

　森田の言葉には、さくらの知らない陰湿な響きがあった。

　車は和泉多摩川の駅前を横切り、世田谷通りに入ることなく、その脇にある砂利道を進み、土手を下って行く。

　署に戻るのであれば、方向が違う。

　さくらが疑問を抱くのと同時に、背後で何かが蠢うごめく気配がした。

　──しまった！

　振り返ろうとしたが、すでに遅かった。

　福原の左腕が、後ろからさくらの首に巻き付き、こめかみに拳銃の銃口が突きつけられた。

　福原は、拳銃を取り上げられてもいなかったし、手錠を嵌はめられてもいなかったようだ。全て、森田が対応したはずだった。

　さくらは、目だけを動かし、森田の横顔を見た。その表情に、驚きはなかった。

「……なぜ？」

　やっとの思いでそれだけ口にした。

　言葉を発するのに、こんなに苦しい思いをしたのは初めてだ。

「せっかく、今回の捜査から遠ざけてやったのに、何で余計なことをした？」

　車を橋はし桁げたの下に停車させると、森田が正面を向いたまま言った。

　目を合わせたくない。そんな感じだ。

　頭の中で、今まで不自然だった状況が全てつながった。

　森田は、さくらが関本に疑念を抱くような言葉を吐いた。おそらくは、関本にも同じような何かを言っていたに違いない。

　そうやって二人を対立させることで、捜査がスムーズに進まないように仕向けた。

　さくらの役割は、山猫を追うことに執念を燃やす関本への妨害だった。

　図らずも、さくらは、その役割を演じていた。

　さらには、署長からの圧力があるような口ぶりで、捜査から已やむ無く外したと言っていたが、実際は、森田の独断で決めたことなのだろう。

　噂を操作して他人を蹴け落おとす。

　卑劣なやり方だ。怒りは沸点を超えたが、残念なことに為す術すべ無しだ。

「とにかく。私は、あまり長い時間現場を離れるわけにはいかない。君の知っていることを、全て福原に話してもらうよ。情報がどの程度広まっているのかも含めて」

　森田が、ゆっくりとした口調でそう告げた。

「残念だったな」

　福原は、ヘラヘラと笑いながら言うと、さくらの耳たぶを舐なめた。

　ぞわっと全身に鳥肌が立つ──。

　その鼻っ面に、パンチをたたき込んでやりたいところだが、この状況では、それも叶わない。

　さくらは、唇をぎゅっと嚙かみ締めた。

　本当にこれで終わりなのか？　それでは腹の虫が納まらない。何とか起死回生のチャンスはないか──。

　考えをめぐらせるさくらの頭に、勝村の顔が浮かんだ。

　少し頼りないが、待ち合わせ時間になっても現れないことを不審に思い、何らかのアクションを起こしてくれれば、状況を変えることができる。
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　勝村は、一時間ほどして、ようやくトランクから解放された。

　ずっと、トランクの中にいたので、ここがどこなのか、見当もつかない。

　目の前には、二階建てのコンクリート陸ろく屋や根ね造りの建物が見えた。窓の数が少なく何かの研究施設のようにも見える。

　丸橋に、歩くために足首に巻かれたテープを剝はがされた。だが、手首は固定されたまま。そのうえ、拳けん銃じゆうを突きつけられていては、抵抗もできない。

「騒いだら殺す」

　そう告げると、丸橋は勝村の髪を鷲わしづかみにして、壁に顔を押し付けた。

　痛みでコンクリートの地面に膝ひざを落とした。鼻血が流れ出したが、拭ぬぐうこともできない。

　丸橋は、ドア脇に付いているボックスに四桁けたの暗証番号を入力し、指紋を照合するセンサーに人差し指を当ててドアを開錠させる。

「歩け」

　丸橋は、勝村の背中を蹴ってドアの内側に押し込んだ。

　足がもつれて前のめりに倒れる。思ったほどの痛みはなかった。

　赤い毛の絨じゆう毯たんが敷かれていて、ゆったりとしたスペースに、四十席ほどの椅子とテーブルが並べられ、高い天井から、豪華なシャンデリアがぶら下がっている。

　おそらくここは、今井の記事に書かれていた、麻薬の取引が行われているレストランなのだろう。

「ぐずぐずするな」

　丸橋が、勝村の後頭部に拳銃を押しつけて急せかす。

　この状況で、抵抗する手段も思いつかず、素直に立ち上がり、丸橋に誘導されるままに歩いた。

　受付の裏から金庫のあるクロークを通り、その突き当たりにあるドアの前に立った。

　丸橋が銃を右から左に持ち替えて、ドアの開錠に取り掛かる。方法は裏口を入った時と同じ。

　開いたドアの先は、二十畳ほどのスペースの部屋になっていた。

　豪華なソファーとテーブルが置かれ、部屋の隅にはバーカウンターまである。

　さらにはモニターが六台積み重ねられていて、店の中と外に仕掛けられた防犯カメラの映像を切り替えながら映し出していた。

　監視センター兼ＶＩＰルームといったところなのだろう。

「座れ」

　丸橋が顎あごで指し示したのは、ソファーではなく、入り口から一番遠い壁際に、二脚並んで置かれた木の椅子だった。

　素直に座る気にはなれなかった。丸橋の顔をじっと見る。

「座れと言ってるだろ！」

　丸橋は、怒鳴り声を上げるのと同時に、勝村の胸倉を摑つかみ、力ずくで椅子に座らせると、上から叩たたきつけるように右の拳こぶしを振るった。

　メガネが絨毯の上に転がり、左目ま蓋ぶたの上が、ざっくりと割れた。流れ出した血で片目が開かない。

「俺の命令は絶対だ。何があってもさからうな」

　丸橋がメガネを拾い、勝村の顔に戻しながら言った。

　痛みと恐怖で、顎が震える。声が出ない。勝村は、頷うなずいて返事をした。

　丸橋は満足したのか、銃口を勝村に向けたまま、ソファーに踏ん反り返るようにして座り、煙草を咥くわえて火を点つけようとポケットを捜したが、ライターが見つからない。

　やがて諦あきらめたのか、咥えた煙草を箱に戻そうとしたところで、勝村と目が合った。

　丸橋は、勝村の前まで歩み寄ると、ジャケットのポケットをまさぐり、金色のライターを発見した。

　山猫から預かった役立たずのライター。

　丸橋は満足そうに煙草を咥えなおし、ライターを擦る。しかし、火花が散るだけで炎は出ない。苛いら立だたしげに何度も点けようと試みるがダメだった。

「何だよ！　クソッ！」

　丸橋は、ライターと煙草を一緒にテーブルの上に放り投げ、深く長い溜ため息を吐いた。

「この前、お前を助けに入った奴がいたろ。あいつは何処にいる？」

　丸橋が、田舎のヤンキー顔負けの三白眼で勝村を睨にらみつける。

　山猫が、何処で何をしているかなど、見当もつかない。

　むしろ、勝村の方が知りたいくらいだ。だが、それを素直に言ったところで、信じてはもらえないだろう。

「今ごろ、警察に行ってるはずです」

　どうせ信じてもらえないのなら、少しでも相手の動揺を誘おうと、思いつきの噓を口にした。

　──鼻の頭が痒かゆくなる。

「お前らは本物のバカだ。後で見つけて、絶対にぶち殺してやる」

　丸橋が肩を震わせながら笑った。

　笑われても仕方ないと思う。よくよく考えてみれば、彼らは現役警察官とグルなのだ。それを警察に行くなんて、それこそ本物のバカだ。

　しかも、山猫は窃盗犯ときている。

「こっちからも、一つ訊きかせてください」

「あん？」

「なぜ、ぼくらの居場所が分かったんですか？」

「お前らがバカだからだよ」

　丸橋は勝村に歩み寄り、額を小突いた。

　──答えになっていない。

「どういうことですか？」

「あの女から聞いたんだよ」

　──あの女？

　一瞬、考えたあと、勝村の頭にサキの顔が浮かんだ。顔に痣あざをつくり、震えているサキ──。

「彼女に何をした」

　嫌な想像が頭を掠かすめ、勝村は、落下した時のような不快な浮遊感を味わった。

「お優しいね。俺たちは何もしてねえよ。向こうから、ノコノコやって来たんだよ。薬ヤクが欲しくなったんだとよ」

　──まさか、そんな。

　気分が落ち込みそうになった勝村だったが、すぐにその考えを否定した。

　覚かく醒せい剤ざいならともかく、マリファナの依存度は、煙草よりも低いことが医学的に証明されている。

　その程度の誘惑に負け、自分の恋人を殺害した男たちに、ノコノコ会いに行くほどサキは愚かではない。

　サキは、今井の仇あだを討ちに行き、逆に捕まってしまったのではないか。

　そんな最悪のシナリオが、勝村の頭に浮かんだ。

　やはり、サキを一人にするべきではなかった。後悔の波が押し寄せて来る。

　ピーッという電子音と共にドアが開き、色白の男が姿を現した。

　その男に髪の毛を摑まれ、引き摺ずられるようにして、もう一人女性が入って来た。

「さくら先輩！」

　さくらは、手を後ろに回され手錠でつながれていた。

　残念ながら助けに来たのでも、まして彼らの仲間だったというオチでも無い。勝村と同じように、彼らに捕まり、連れてこられたようだ。

「勝村、何であなたまで捕まってんのよ！」

　さくらが、驚いたように言う。

　だが、なんでと訊かれても、勝村には答えようがない。

「うるさい女だ」

　色白の男が、さくらを強引に勝村の隣に座らせた。

　さくらは、ちらっと勝村の方に視線を向けると「ごめん」と小声で言った。

「さて。何から話してもらおう」

　色白の男が、ハエみたいに両手を摺すり合わせた。

「福原、あなたに話すことは、何もないわ！　警察官のクセに、プライドはないの？」

　さくらが、怒りの感情を剝むき出しにして吼ほえた。

　あの男は、福原という名前の警察官のようだ。

「だから、うるさいって言ってるだろぉ！」

　福原が、左手を大きく振りかぶり、さくらに平手打ちをした。

「止めろ！」

　勝村は、立ち上がり、身を乗り出しながら叫んだ。

　さくらに手を上げるなんて、たとえ相手が誰であろうと、勝村には許せない。

　テープを引きちぎろうと全身に力を入れ、もがいてみたが、ビニールテープが食い込むだけで、びくともしない。

「それ以上動くと、引き金を引くぞ」

　丸橋が、勝村に銃口を向ける。

　悔しいが、言う通りにするしかない。

「止めて欲しければ、今井が、何処に情報を隠したのか吐け」

　福原は、もう一度さくらの顔面にパンチを食らわせ、へらへらと笑った。

　さくらの唇から血が滴り落ちる。

　だが、それでもさくらは、泣いたり喚わめいたりしなかった。さっきより力のこもった目で、福原を睨み付ける。

　──クソッ。

　勝村の怒りは、何もできない自分に向けられた。

　福原は、さくらの額に銃口を突きつける。

「早く言わないと……バン！」

　福原が、拳けん銃じゆうを撃つふりをして、甲高い声で笑った。

　どうすれば、勝村が口を訊くか、分かっているようだ。

「喋しやべっちゃダメよ」

　さくらが毅き然ぜんとした態度で臨む。

「お前には訊いてない。どうする？」

　福原が、詰め寄ってくる。

　残念だが、勝村に選択の余地はなかった。

「分かりました。ぼくの知っていることを、全部話します。だから、そっちも約束して下さい。さくら先輩には手を出さないと」

「本気!?」

　さくらが、興奮した声を上げながら、勝村の足をガンガンと踏みつけて攻撃してきた。

　さくらの気持ちは分かる。だが、勝村にも譲れないものがある。

「もちろん本気です」

「勝村には、正義はないの？　こんな奴らに、話してやることなんてない！」

　ヒステリックなさくらの言葉を聞き、勝村は、山猫の言っていた台詞せりふを思い出した。

　──一億積まれて同じことが言えるか？

　答えは変わらない。金に屈して、信念を曲げるつもりはない。だが、今かかっているのは、金じゃない。人の命だ。

「正義より、命の方が大事に決まってます」

「そういう問題じゃない！」

　さくらが、なおも食い下がる。

「そういう問題なんです。ぼくは、さくら先輩が死んじゃうのは、何より我慢できない。それを阻止するためだったら、悪魔にだって魂を売りますよ」

「何を言ってるの？」

「知ってました？　ぼくにとって、さくら先輩って、ずっと憧あこがれだったんですよね。もちろん女性として」

　さくらが、眉み間けんに皺しわを寄せる。

　何が言いたいのか分からない──そんな表情だ。

　人間死ぬ気になれば、何でもできるというが、それは本当なのかもしれない。

「相談はまとまったのか？」

　福原が、ニヤニヤ笑いながら言った。

　──どうぞ、好きなだけ笑えばいい。笑えるのは、今のうちだ。

「話しますから、ぼくのカバンを持って来てもらえますか？」

　福原が、丸橋に目で合図を送る。

　頷うなずいて答えた丸橋は、急いで部屋を出て行く。

　福原は、ソファーに座り、携帯電話で誰かと話し始めた。

「はい……今、捕まえて確保してあります」

　ずいぶん、腰の低い対応だ。

　偉そうにしてはいるが、それはこのメンバーに限っての話で、上にはまだ誰かいるということなのだろう。

「何を企たくらんでるの？」

　さくらがスキを見て、小声で訊たずねてきた。

「何も企んでませんよ」

　勝村は、鼻をひくっと動かしながら言う。

　納得がいかないらしく、怪け訝げんな表情を浮かべていたさくらだったが、不意に何かを思い出したらしく、パッと目を丸くした。

「そうか、あいつね」

「え？」

「あの山根という探偵。彼が、何かを仕組んでいる。それで、勝村は、その時間稼ぎをしている。そうでしょ」

　勝村は、大きく首を振った。

「彼は助けにはこないです」

「え？」

「だから、助けにはこないんです」

「どうして？」

「どうしてもです」

「だって、探偵でしょ？」

「違います。彼は、探偵なんかじゃありません」

「じゃあ、何者なの？」

「彼こそが山猫なんですよ」

　──勢いで言ってしまった。

　だが、今になって嘆いても手遅れだ。
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　勝村の言葉が、さくらの頭の中で、何度も反響した。

「あいつが……山猫？」

　信じられない思いで、勝村の顔を見た。

　──あんな、軽薄そうな男が山猫なわけがない。

　さくらは、首を振って自分の考えを打ち消す。

　どこの世界に、刑事の目の前にノコノコ現れたうえに、口説こうとするような間抜けな窃盗犯がいる。

　そんなバカな話はない。

　さくらの混乱が冷めやらぬうちに、丸橋が、大きなカバンを担いで戻って来た。

「中に入っている、パソコンを出して下さい」

　勝村に言われ、丸橋はカバンを開け、ノートパソコンを取り出し、テーブルの上に置いた。

「この中に、データが入っているのか？」

　福原が、ノートパソコンを開きながら言う。

「だったら、ぶっ壊しましょうよ」

「それ壊したりしたら、大変なことになりますよ」

　粋いきがる丸橋だったが、勝村がすぐに牽けん制せいする。

「どういうことだ？」

　福原が、勝村に詰め寄る。

「説明しますから、手首のテープを剝はがしてもらえませんか？」

　勝村は、いつになく落ち着いていた。

　さくらには、それが意外だった。普段、気弱な勝村は、こういう状況になったら、真っ先に腰を抜かすと思っていたからだ。

　しばらく思案したあと、福原が顎あごで合図する。

　丸橋が、ポケットから折り畳み式のナイフを取り出し「ヘタなことしたら、すぐに撃ち殺すからな」と脅しを入れてから、勝村の手首のテープを切った。

　勝村は、肩をグルグル回しながらテーブルの前に進み、パソコンを自分の方に引き寄せると、電源を入れた。

　さくらの位置からでは、勝村が横向きになっていて、パソコンのモニターが見えない。

「えっと……パスワードが……」

　勝村が、ぶつぶつと言いながら、軽快にパソコンのキーボードを叩たたいていく。

　──勝村は、本気で全てを奴らに教えるつもりなの？

　さくらは、勝村の横顔をじっと見つめる。

　勝村は、空気は読めないし、記憶するだけで応用力もゼロ。おまけに運動神経は老人並みで、男としてダメな奴。

　だが、それでも、勝村なりのいいところがあると思っていた。どこまでも真っ直ぐで、弱いクセに絶対に諦あきらめない。

　今まで見ていた勝村の姿が、幻想だと思うと、哀しい気分になってくる。

「今井さんは、自分の雑誌の中に、特殊なインクを使って、秘密の記事を書いたんです。内容は、この店で行われている麻薬売買についてです」

　勝村が、流りゆう暢ちように説明を始める。

「な、記事を書いただと？」

　福原が、鬼の形相で立ち上がった。

「安心して下さい。特殊なインクで書かれたものですから、ブラックライトの紫外線を当てないと、記事の内容が見えないという仕掛けになっています」

「そ、そうなのか」

　福原が尻しりすぼみになりながら、ソファーに座りなおした。

「それに、記事にされているのは、取引の概要だけなので、あなたたちの名前は出ていません。ただし、万が一という可能性もありますから、雑誌は、回収をかけた方がいいと思います」

　勝村は、にっこり笑ってアドバイスを付け加える。さくらには、媚こびを売っているように見えた。

　やはり、助かるために、本気で奴らに全てを売り渡すつもりのようだ。

「今井が残したのは、その記事だけなのか？」

　福原が訊ねる。

「そこが、問題なんです」

「なに？」

「その記事には、あるホームページのＵＲＬが記載されているんですが、そこにも情報が記載されてます。つまり、隠し場所はネット上だったわけです」

　勝村が、エンターキーを押し「これです」と、全員に見えるようにパソコンを動かした。

　画面に映し出されていたのは、ＩＤとパスワードの入力画面だった。

「あのネックレスには、ホームページを開くためのＩＤとパスワードを残したんです。ネックレスに製造番号のようなものが書いてありますよね」

　勝村に言われて、丸橋がネックレスの裏側を確認する。

　福原もそれを覗のぞき込んだ。

「一行しかないぞ」

　福原が声を上げた。

　パスワードだけが必要なら、それで充分なのだろうが、ＩＤも必要なら一行では足りない。

「ＩＤはそのネックレスそのもの。つまりSAKURAです」

　勝村は、宣言するように口にすると、パソコンを自分の方に引き寄せる。

「そこには何があるんだ」

　福原がモニターを見ようと身を乗り出して来る。

「ちょっと待って下さい」

　勝村はそれを制して、カタカタとキーボードを叩く。

「本当に、それでいいの？　勝村の先輩である今井社長が、命を賭かけて守った情報じゃないの？」

　さくらは、最後の警告のつもりで訴えた。

　だが、勝村は顔を上げようともしなかった。

「これでいいんです。このホームページに隠されているのは、隠し撮りした写真や、音声データ、顧客名簿といった、彼らの犯罪を立証するための証拠なんです。ですが、今井さんは、これを公表しようとしていたわけじゃない」

「どういうこと？」

「今井さんは、これらの証拠を元に、彼らを強請ゆすっていたんですよ。それも、何度も……。自分の信念に従って、記事にしていれば、こんなことにはならなかった」

　勝村は、うっすら涙ぐんでいるようだった。

　信じていた人の行為は、勝村にとって、受け容いれがたいものだっただろう。だが、それが現実だった──。

「勝村……」

　さくらは、名前を呼ぶことしかできなかった。

「今井さんは、金に魂を売り渡してしまったんです」

　そう言った勝村の声は、震えているようだった。

　──信じた人間が、悪党だった。

　その辛しん辣らつな思いは、ついさっき、さくらも味わった。

　森田に福原──同じ釜かまの飯を食って来た仲間だと思っていた。その悔しさは分かる。だが、やはりさくらには納得できなかった。

「だからって、勝村まで同じ道を辿たどる必要はないでしょ」

「さくら先輩。違いますよ。今井さんは、終わらせようとしていたんです」

　さくらを見た勝村の顔に張り付いていたのは、喩たとえようのない悲しみの表情に見えた。

　語りかけるような口調で、勝村が続ける。

「今井さんは、自分に厳しい人だった。自分のやったことに気付いたとき、自分の全てを否定してしまったんです。それを清算する方法は、一つしかないと覚悟を決めてしまった」

「もしかして……」

「そうです。今井さんは、あの日、自ら命を絶つつもりでいたんです」

　勝村はパソコンを抱えたまま、ゆっくりと立ち上がった。

「つまらねえこと言ってねぇで、さっさとしろ！」

　福原がいきり立つ。

　だが、勝村は真っ直ぐに福原を見据えたまま動かない。

「今、ホームページに、ちょっと細工をしました。ぼくがエンターキーを押すと、証拠になるデータが、各新聞社に直接送信されます」

　勝村は、ゆっくり後あと退ずさりして、さくらの横まで来ると、鼻の頭をかいた。

　──噓だ。

　さくらにも、ようやく勝村の考えが分かった。

　相手の要求に屈したふりをして、立場を逆転するための準備を進めていたのだ。

「やるじゃない」

　さくらは、小声で言った。

「もう、ヒヤヒヤですよ」

　勝村が、にっこり笑った。

　その横顔は、今までにないくらい、勇ましく見えた。いつの間にか、頼れる男に成長していたようだ。

「次のプランは、あるの？」

「もちろん」

　笑顔で答えた勝村だったが、すぐに鼻の頭をかいた──。
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　勝村は心臓が破裂しそうな思いだった。

　このハッタリは、ただの時間稼ぎでしかない。この先のプランなんて何もない。ここでどれだけ粘れるかが、勝負の分かれ目になる。

「情報を流されたくなければ、さくら先輩の手錠を外して下さい」

　勝村は、腹の底に力を入れ、声が震えないように注意しながら訴える。

「面倒だから殺やっちまいましょう。この距離で撃てば、ボタン押す前に死んで終わりっしょ」

　丸橋が両手で銃を握り、勝村に照準を定める。

　彼の言う通り、この距離なら、エンターキーを押すより、引き金を引くほうが断然速い。

　そもそも、ただのハッタリだから、エンターキーを押したって何も起こりはしない。

「そうだな。そうするか……」

　福原が、冷淡な口調で言った。

　──これはヤバイ。早く来てくれ。

　勝村は、ただ祈ることしかできなかった。

　まるで、その祈りが通じたかのように、調子外れの歌が聞こえてきた。

〈とてもぉ～、とてもぉ～、けわぁ～しい、長いぃ～一本みいぃちがぁ～〉

「来た！」

　勝村は、歓喜の声を上げた。

　この場面で、なぜチューリップの「青春の影」なのかは理解不能だが、この音程の狂った歌を、これほど待ち望んだことはなかった。

　状況を理解できていないさくらを含む三人は、まさしくキョトンとしている。

　歌の発信源は、テーブルの上にある、金色のライターだ。山猫から、お守りとして預かった物──。

　あれは、ライターではなく、小型の無線機になっている。

　丸橋にトランクに閉じ込められているとき、あのライターから声が聞こえたのには、さすがに驚いた。

　トランクの中で、山猫から出された指令は、「抵抗せずに、相手の要求を飲むフリをしつつ、時間を稼げ」だった。

　だから、勝村は、さくらと長い議論を交わし、ハッタリで挑発したりした。

　丸橋が、音源に気づいたらしく、ライターを取り上げ、耳に近づける。

「これだ。このライターから聞こえる」

「な、なんだと？」

　福原と丸橋は、眉み間けんに皺しわを寄せ、お互いの顔を見つめ合う。

　──さあ、山猫は何処に潜んでいる？　天井か？　それとも床下か？

　勝村は、あちこち視線を走らせるが、その姿を見つけることができなかった。おそらく、想像もつかない方法で、侵入してくるに違いない。

〈おーい。こっちだ。こっち〉

　ライターから声が聞こえる。

　その場にいる全員が、きょろきょろと辺りを見回すが、山猫の姿を見つけられない。

〈ああ、じれったいな。ここだよ、ここ、防犯カメラを見てみな〉

　全員の視線が、防犯モニターに向けられた。

　裏口のドアの前に、黒い覆面を被かぶった男が立っていた。

　カメラを見上げて、軽く手を上げる。

　──噓だろ。

　勝村は、山猫の無謀さに言葉を失った。

　忍び込むでも、不意をつくでもなく、たった一人で、堂々と正面から乗り込んで来るとは、いったい何を考えているんだ。

　拳けん銃じゆうを持った二人組の男に、どうやって立ち向かうつもりだ？

　──あんたに賭かけていたのに。

　勝村の胸に、落胆が広がっていく。

「あいつだ！　この前、邪魔に入った男だ！」

　丸橋が叫んだ。

〈ちょっと話がある。ここ開けてもらえないか？　開けてくれないと、大変なことになっちゃうよ〉

　福原が顎あごで合図した。

　丸橋が、頷うなずいて部屋から出て行く。

「勝村、あれって、もしかして……」

　耳打ちしてくるさくらに、勝村は頷いて答えた。

「さっき言ってた、山根が山猫だって話は本当？」

「そんなわけないですよ。噓です、噓──」

「勝村は、噓がつけないの」

　さくらに言われて、勝村は、鼻をかいていた手を慌てて引っ込めたが、もう手遅れだ。

「黙っていてすみません」

「謝って済む問題じゃないわよ」

　さくらが言い終わるのと同時に、テーブルに置いてあったガラスの灰皿が飛んで来た。

　勝村は、とっさに顔を反らしてかわす。二回も木き槌づちの直撃を食らっている。さすがに三度目はない。

「ぐちゃぐちゃうるさい！　静かにしろ！」

　福原が、物もの凄すごい形相で叫んだ。

　突然の山猫の登場に、混乱しているのだろう。誰だってそうだ。

　勝村もそうだ。てっきり助けに来てくれるのだと思っていたのに、何だか雲行きが怪しい。

　──もしかしたら、山猫という男を買い被っていたのかも知れない。

　ドアが開き、黒い覆面を被った男が入って来た。
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　まさか、こんなかたちで山猫に出くわすことになろうとは──。

　さくらは、夢にも思わなかった。

　戸口のところに、目の部分だけに穴の空いた、黒いニット地の覆面を被った男が立っている。

　全身黒ずくめの衣装で、いかにもという雰囲気だ。

　山猫の背後には、丸橋が控えていて、背中に銃口を突きつけている。だが、山猫に臆おくする様子はなく、むしろ堂々としている。

　山猫は、ズカズカとガニ股またで部屋に入って来ると、偉そうに踏ん反りかえってソファーに身体を沈めた。

「お前は誰だ？　覆面を取れ」

　福原が、拳銃を向けて山猫の向かいに座る。

　飛び掛かるチャンスかと思ったがダメだった。入れ替わりで歩み寄って来た丸橋が、さくらに銃口を向ける。

「俺が誰かって？　そんなことはどうでもいいじゃねえか。お互い、あんまり多くを知らない方が、都合がいいとは思わないか？」

　山猫は、テーブルの上のライターに手を伸ばした。ワァァンと、ハウリングを起こしたような音がしたが、彼は、そんなことは気にもとめず、ポケットにライターを押し込んだ。

「なら、訊きこう。お前の言う話とは何だ？」

「今井洋介の殺人と、麻薬売買についてだよ。福原巡査部長」

　福原の表情が、みるみる歪ゆがんでいく。

「貴様！　なぜ、俺の名を知っている！」

　福原は、叫びながらテーブルの上に拳こぶしを落とした。

　だが、山猫は微動だにしない。

「ガタガタうるせえな。はっきりいって、お前の名前なんざ興味はねえんだよ」

「なら、何が目的だ！」

　福原は完全に頭に血が上っている。

　今、この瞬間にも引き金を引いてしまいそうな勢いだ。

「だからさ。ビジネスをしようじゃないか」

「ビジネス？」

「そう、ビジネスだ。俺は、今回の今井殺害事件が、山猫の仕業でないという決定的な証拠を持っている」

「証拠だと？」

　福原は、相手の真意が読めずに迷っている様子だった。

　貧乏揺すりが止まらない。

「そう、証拠だ。俺が山猫だ」

　山猫のその一言は、福原と丸橋を凍りつかせた。

「お、お前が……」

　福原が、消えそうな声で言った。

　山猫は、たいした男だとさくらは思う。

　拳銃を持つ男二人を相手に、丸腰で乗り込んで来たにもかかわらず、あっという間に精神的優位に立ってしまった。

「そうだ。心優しい俺は、事を荒立てるつもりはない。窃盗犯が何を言っても説得力は無いからな。そこで、お前らと取引がしたい」

「望みは何だ？」

　精一杯虚勢を張ってはいるが、福原の声が震えていた。

　そもそも福原は、自分で何かを決めたり、交渉の矢面に立てるほど、器の大きさも判断力も持っていない。

　今回の事件にしても、主導権を握っていたのは森田だろう。

「いいか。強請りってのはな、何回もやるから殺されちまう。だが、一回ならどうだ？　俺の名前の使用料だと思えば安いもんだ。ついでに言えば、そこにいる二人がどうなろうと俺の知ったこっちゃない。何だったら、俺が始末してやろうか？　その代わりちょいと割高だぜ」

　山猫の言葉を聞いても、それほど落胆はなかった。

　窃盗犯らしい発想だ。こいつは助けに来たわけじゃない。勝村は、こんなハイエナのような男に、何を期待したというのだ。

　隣にいる勝村の顔に目を向けた。

　黒ぶちメガネの奥の瞳ひとみが、動じることなくじっと前を見据えている。

「いったい、幾ら欲しいんだ？」

　福原が、額に浮かんだ汗を拭ぬぐいながら言った。

　天てん秤びんにかけているのだ。山猫をこの場で殺すことと、金を払うことのどちらがベターなのか。

　山猫は指を一本立てた。

「一千万」

　先のことを考えると、思いの外安い金額だったのだろう。

　福原が、ほっとした表情を浮かべる。

「バカ言うなよ。もっと上だ」

「まさか一億……」

「俺をみくびるなよ。その上だ」

「じゅ、十億だと！　そんな金が、何処から出て来る！　もういい、お前は死ね！」

　福原が、拳銃を構えて立ち上がり吼ほえた。

　山猫はそれに動じることなく立ち上がり、福原と向かい合う。

「殺せるものなら殺してみろ！」

　──あれ？

　さくらは、違和感を覚えた。今、聞こえたのは、さっきまでとは、別人の声だった。

　福原と丸橋も、同じように驚いている。

　唯一、勝村だけが「やっぱり」と呟つぶやいた。

　山猫が、被かぶっていた覆面を脱いだ。

　その下から現れた顔は、なんと関本のものだった。
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　勝村は、覆面の男が山猫とは別人であることに、部屋に入って来た時から気付いていた。

　背せ恰かつ好こうは似ているが、中身は全然違う。

　覆面で隠してはいても、その輪郭が全然違った。

　それに、彼はゴールドの腕時計をしていたが、山猫がしているのはＧショックだ。さらに言えば、山猫はあんなにガニ股で歩かない。

　あれは、前にさくらと一緒にいた関本という警部補。

　露あらわになった関本の口のあたりには、小型のスピーカーがテープで貼り付けられていた。あそこから、遠隔で山猫の声が出ていたわけだ。

　口くち許もとがバレないように、いつもと違う覆面を使っていたのだ。

　──だが、分からない。

　これは、関本と山猫の共同作戦ということになる。警察と窃盗犯が共謀するなど、あり得ないことだ。

「あなたが、なぜここに……」

　福原は、見ていて気の毒になるくらいに怯おびえていた。

「なぜかって？　お前らを捕まえるためだよ。今ここで交わされた会話は、外で待機している捜査官も聞いている」

「そ、そんなはずは……」

「言っておくが、お前らの署の人間じゃない。本庁の人間だ。どういう意味か分かるな。何かしようとしても無駄だぞ」

　関本は、呆あつ気けに取られている福原の顔面に、思いっきり拳を叩たたき込んだ。

　完全に我を失っていた福原に避よける術すべはなく、白目を剝むいて仰あお向むけに倒れた。

「クソ！　なんだよ！」

　丸橋が叫びながら関本に銃を向ける。

　──マズイ！

　勝村が思うより先に、さくらが動いていた。

　さくらは、丸橋の股こ間かんに膝ひざ蹴げりを当てる。彼は、悶もん絶ぜつして膝を落とす。

　だが、さくらの攻撃は終わらない。左足を軸に、フィギュアスケートの選手のように綺き麗れいに回転しながら、右の踵かかとを丸橋の顔面に叩き込んだ。

　花火のように鮮血が弾はじけて、丸橋は後ろ向きに倒れた。

　──出番無し。

　さくらと関本が、無言で対たい峙じしていた。

　睨にらみ合っているのとは違う。何か、もっと別のぶつかり合い。うまく説明できないが、勝村の目には、そう映った。

「ありがとうございます」

　さくらが、腰を折って頭を下げた。

「気にするな。俺は、頼まれたことをやっただけだ。それと……悪かったな」

　関本は、バツが悪そうに、角刈りの頭を搔かきながら言うと、さくらの手錠を外した。

「いえ……」

　短い会話のやりとりだったが、二人の間には、何か特別な空気が流れたような気がした。

「あの……教えて下さい。これってどういうことなんです？」

　落ち着いたところで、勝村は疑問を投げかけた。

　窃盗犯である山猫と、関本が共同で作戦を遂行するなんて、どう考えても不自然だ。

「お前が勝村か。山猫に感謝しな」

「感謝？」

　関本の言葉で、ますます状況が分からなくなってしまった。

「奴は、俺と取引をしたんだ」

「取引？」

「そうだ。奴は、俺のところに、今回の事件の概要を説明しに来た。それで、あることを条件に、救出に協力して欲しいと申し出たわけだ」

「山猫が？」

「俺も、今回の事件は臭いと思っていたから、共同で作戦を実行した」

「その条件って、もしかして……」

「多分、お前の予想通りだ。奴が提示した条件は、自分が警察に捕まること」

　勝村は、心臓に爪を立てられたような気がした。

　──噓だ。

　信じられない。山猫が、自分の身を犠牲にしてまで、勝村を助けようとするなんてあり得ない。

「今、彼は、山猫は何処にいるんですか？」

　勝村は、関本の腕を摑つかんで強く揺さぶる。

「外の覆面車両に、手錠でつないである」

　勝村は、関本が言い終わる前に、全力で駆け出した。

　今から駆けつけたところで、現実は変わらない。そんなことは分かっている。だが、それでも、勝村は走ることを止めなかった。

　──何で、山猫は、そんなバカなことをしたんだ！

　この事件から降りると言っていたのに、自分から警察に捕まるなんて、どうかしてる。

「バカ野郎！」

　山猫とは、数日の運命共同体だった──。

　それだけの関係のはずなのに、何で？

　もっと、他に方法があったはずなのに、どうして？。

　疑問ばかりが、頭の中をぐるぐると回った。

　感謝の気持ちは、これっぽっちもなかった。怒りとも、悲しみともつかない複雑な感情がわき上がってくる。

　勝村は、外に停車してある覆面パトカーらしき、白のセルシオに目が行った。

　後部座席に、うな垂れるようにして座っている男の姿が見える。

　──たぶん、あれだ！

　勝村は、急いで車に駆け寄り、後部座席のドアを開けた。

「山猫……？」

　勝村は、目の前の光景に言葉を失った。

　──やられた。

「勝村、あなた……」

　後から追いかけて来たさくらが、車の中の状況を見て絶句した。

「不本意なかたちではあったが、お前らのお陰で、山猫の逮捕にこぎつけたよ」

　何も知らない関本が、後ろから吞のん気きな口調で声をかけて来た。

　後部座席に座っている男は、顔をすっぽり覆うように黒い頭ず巾きんのような布を被せられ、後ろ手に手錠を嵌はめられうな垂れていた。

　服は着ていない。パンツ一枚の姿だ。

　異常な事態に気付いた関本が、慌てて頭巾を取った。

　──やっぱりだ。

　見たことの無い男がそこにいた。喋しやべれないように、口にはボールのようなものを詰め込まれている。

　さらに、彼の顔には偽物の尖とがった鼻と、口の周りを覆う泥棒ヒゲが貼り付けられていた。

　いずれも山猫が身に着けていたものだ。

　つまり、勝村が見ていた山猫の顔は、特殊メイクによって変装した姿だったわけだ。

　勝村は、急におかしくなって、ついつい笑ってしまった。

　関本が睨みつけて来たが、これが笑わずにいられるだろうか？

　──ぼくたちは、まんまと騙だまされた。

　最初から、山猫の掌てのひらの上で踊らされていたのだ。

「畜生ぉ！」

　車を蹴けりながら、怒り狂う関本であったが、心なしか楽しんでいるように見えてしまった。

「森田警部！」

　不意にさくらが、口にした。

　勝村が、さくらと同じ方向に目を向けると、十メートルほど先の道路に、じっと立っている男の姿が見えた。

　苦々しく表情を歪ゆがめ、真っ青な顔をしている。

　男は、肩で大きく呼吸をしながら、ゆっくりと後あと退ずさりしていく。

「待て！」

　さくらが、叫びながら男との距離を詰めようとする。

　次の瞬間──男が懐から拳けん銃じゆうを抜いた。

　──危ない！

　勝村は、とっさに身体が反応して、さくらの前に飛び出した。

　銃声はしなかったし、痛みも無かった。

　──もしかして、間に合わなかったのか？

　ゆっくりと目を開けてみる。尻しり餅もちをついたさくらがいた。

　前方にいた男は、手を押さえて蹲うずくまっていた。

　その親指の付け根あたりには、ダーツの矢が突き刺さっていた。

　警官隊がどっと押し寄せて、男を取り押さえる。

　その騒ぎの中、警官の制服を着た男が一人、悠然とした足取りで現場から遠ざかっていくのを見た。

　勝村の視線に気付いたのか、一瞬足を止めたが、振り返りはしなかった。

　男は、背中を向けたまま手を上げ、バイバイと左右に振ると再び歩き出した。

　──山猫。

「ありがとう。命拾いしたよ」

　さくらが緩んだ表情で言った。

　勝村は、手を差し出して、さくらが立ち上がるのを手伝った。

　さくらが、小鼻にくしゃっと皺しわを寄せて笑った。

　──この表情、可愛い。

「ぼくは、何もしてないんです。彼が……」

　勝村は、そう言いながら、もう一度視線を前方に向けた。

　だが、そこにはもう山猫の姿は無かった──。
















After several days

数日後　そして、事件は終わりを迎えた
















　さくらは、警察署の屋上にいた。

　柵さくにもたれるようにして、夕日を反射して、赤く染まる多摩川を眺めていた。

　事件から一週間近くが経ったが、刑事課長の逮捕という前代未聞の不祥事の対応に追われ、肝心の真相究明が追いつかないというのが実情だ。

　そんな中、さくらに異例の辞令が下りた。

　本庁刑事部への異動──。

　今回の捜査が評価されての栄転と考えられなくもないが、さくらは迷っていた。

　──刑事には向いてない。

　関本の言葉が、頭を過よぎる。

　一週間前は、悔しくて仕方なかった。見返してやると思った。だが、事件を終えた今は、別の受け止め方をしていた。

「ここに、いたのか」

　声をかけられ、振り返ると、そこに関本が立っていた。

　憎まれ口を叩たたき、横柄に振る舞っていた彼も、さすがに今回の一件で疲弊しているようだった。

「ちょっと、考えごとをしてました……」

「親父さんのことか？」

　関本が、哀しそうに目を細めながら言った。

　その目を見て、さくらは確信した。十五年前、さくらが殴りかかった若い警察官も、同じ目をしていた。

　関本は、あのときの若い警察官だ。

　あのときは、言葉だけに怒りを覚え、その目に込められた心情まで読みとることができなかった。だが、今は違う。

「葬儀のときは、すみませんでした」

　さくらは、腰を折って関本に頭を下げる。

　関本は、バツが悪そうに表情を歪めると、首を振った。

「謝るのは、俺の方だ。あのとき、俺は悔しくてな。なんで、霧島さんみたいな、いい警察官が死ななきゃならないんだって……」

「分かってます」

　さくらは、笑顔で言った。

「お前が、霧島さんの娘だと知って、驚いたよ」

　関本は、苦笑いを浮かべながら煙草に火を点つけた。

「だから、あたしに冷たくしたんですか？」

「親父さん譲りで、なかなか手厳しい」

「父は、優しかったです」

　さくらの記憶にある父親は、いつもニコニコ笑っていた。

　その雰囲気は、勝村によく似ている。だから、さくらは、勝村といると安心する。

「いや、霧島さんは厳しかった。だから、そのお返しで、お前に冷たくしたんだ」

「逆恨みです」

「そうかもしれんな」

　関本は、肩をすくめるようにして笑った。

　この人も、こんな風に笑うんだと、さくらは意外に思った。

「あたし……」

　警察を辞めようと思ってます──そう続けようとしたが、関本がそれを遮った。

「今回の異動の件、俺から刑事部長に直じか談だん判ぱんしたんだ」

「なぜです？」

「そうだな……山猫を、知っているからだ」

「そうですか……」

「それと、親父さんに負けないくらい、信念を持った、いい警察官だからだ」

　関本は、それだけ言うと、吸いかけの煙草を携帯灰皿の中に放り込み、背中を丸めるようにして、歩いていった。

　──もう少しだけ、がんばってみようかな。

　さくらは、関本の背中を見送りながら、心の内で呟つぶやいた。




　　＊　＊　＊




　勝村は、数日間を過ごしたあのバーに足を運んでいた。

　主あるじを失ったバーは、不気味に静まり返っている。

　定位置だったカウンターのスツールに座った。今にも、あのニット帽の男が調子外れの歌を歌いながらやって来そうな気がする。

　だが、それはただの願望であって現実は違う。

　彼を見たのは、あの日、手を振りながら去っていった姿が最後だった。

　電話も手紙もメールもない。本当に、あれっきり綺き麗れいに姿を消してしまった。

　ジュエリーショップの里佳子を訪ねてみたが、こちらも跡形もなく消えてしまっていた。

　警察は、このバーの鑑識作業を徹底的に行ったが、出て来る指紋は勝村のものばかりだった。

　山猫が、指紋を残さないのは、それが無いからだと勝村は踏んでいる。

　某国のスパイは、証拠を残さないため、特別な薬品をかけ、指紋を消してしまうらしい。もしかしたら──。

　山猫は、そんな妄想を抱かせる男だ。

「暗い顔して、勝村らしくないわね」

　ドアが開き、さくらが入って来た。

　大変な事件のあとなのに、どこか晴れ晴れとした表情をしていた。

「ちょっと、いろいろ考え事をしてまして」

「今井社長のことなら、勝村が悪いことをしたわけじゃないよ」

　柔らかい口調で言うさくらからは、いつもと違う甘い匂いがしたような気がした。

「本当にそうでしょうか？」

「そうだよ」

「ぼくが余計なことを言わなければ、今井さんは死ななかったんです」

　人間は言葉にして発することで、現実を嚙かみ締める生き物なのかも知れない。

　勝村は、あのホームページにアクセスしてみて、今井が、なぜあんな形で記事を掲載したのか？　そして、なぜ自分に大切な情報を託したのか？　その理由が分かった。

　犯罪の証拠になりうる写真や音声データに紛れて、今井から勝村に向けての手紙が遺のこされていた。

〈勝村へ──。お前に言われた一言で、俺は目が覚めた。しかし、俺はもう手遅れだ。胸を張ってこの情報を開示し、世間に問題を投げかける資格はない。だから、この情報をお前に託す──〉

　短い内容の手紙だった。

　でも、それだけで充分に今井の心情を察することができた。

　手紙に書かれている勝村の一言とは、おそらくは「信念が揺らぎそうだ」と漏らしていた今井に何気なく返した言葉のことだ。

　──冗談は止めて下さいよ。固く信じて動かない心のことを信念というんですよ。広こう辞じ苑えんに書いてありました。

　勝村は、軽い皮肉を言ったつもりだった。

　だが、今井はそれにより行動を起こし、殺害されることになった。

　──どうしてもっと早くに気付かなかったのだろう。

　勝村は、後悔に唇を嚙み、カウンターの上で拳こぶしを握り締めた。

　さくらの指先が、肩に触れた。

　職業柄、マニキュアも塗られていないその指先は、魔法でも使っているかのように、肩に載った重責を吹き飛ばしたような気がした。

「大丈夫？」

「はい。ぼくより、さくら先輩のほうが大変ですよね」

「そうね。刑事課長まで犯罪にかかわっていたんだから、もうてんてこ舞い」

　さくらは、おどけた調子で言った。

　あのあと、今井の遺した資料を基に捜査が行われ、麻薬の密売ルートは解明され、警察内部に逮捕者を出すという騒ぎになった。

　メディアの対応や、組織の変革、それに真相の究明と、やることが山積みだ。

「彼らは、なぜ犯罪に手を染めたんでしょうね？」

　警察官が、なぜ麻薬の密売などに手を染めたのか？

　勝村には、その動機が理解できなかった。

「一言で言ってしまえば、金の力かな」

「金……ですか？」

「そう。森田課長は女、福原はギャンブル。それぞれの理由があって、最初は小さな借金だった。大きな買い物をした長期の借り入れならまだしも、目先の欲望のためにした借金は、絶対に減らない」

　さくらの言葉通りだ。

　自分の生活レベルを超えて金を借りた場合、翌月もやっぱり足りなくなる。利子が上乗せされた返済もあるのだから、余計厳しい。

　そうなると、翌月は、返済分を上乗せした金額を再び借りなければならない。

「そうやって借金に追われるようになり、ある日、捕らえた窃盗犯から押収した麻薬を、他人に売った。簡単に金が作れることを知り、次も苦しくなると同じことをする。そうやって繰り返しているうちに、一大ネットワークを築くまでになってしまった」

「今井さんも同じだったんです」

　勝村は頷うなずきながら言った。

　今井も、最初は会社を立て直すための一時資金が欲しかっただけなのだ。それを、簡単に手に入れる方法を見つけてしまった。

　だが、急場しのぎでは、翌月も同じことになる。そうやって恐喝を繰り返し、抜けられなくなった。

　決して、遠い世界のおとぎ話ではない。

　山猫の言うように、現実の、自分たちの住む世界で起きていることだ。

　カードローンや、消費者金融により破産していく人たちを、愚かだと笑うことは簡単だ。だが、みんな同じ場所に住んでいる。誰もが、金の魔力にとりつかれる可能性を持っているのだ。

「金の前では、信念なんてロウソクの炎より頼りない」

　勝村は、意識することなく口にした。

「何よそれ？」

「山猫が言っていた言葉ですよ」

「そうね。的を射ているのかもね。森田課長も、福原も、罪を犯そうと思っていたわけじゃない。それなりに信念を持って警察に入ったはずなのに……。恐るべきは金の魔力か……」

　さくらが天井を見上げて呟いた。

「例の、関本警部補はどうしてます？」

「関本警部補は、最初から、今回の事件が山猫の仕業ではないと気付いていたらしい」

「そうだったんですか」

「その上で、警察内部に共犯者がいると踏んで、独自に調べていた」

「なるほど」

　関本は、理屈ではなく、経験と勘からくる嗅きゆう覚かくで、それを感じとっていたのかも知れない。

「で、あたしは、来月からその関本警部補と、山猫を追うことになる」

　さくらは、大きな溜ため息をついたが、その表情は、どこか楽しそうだった。

「さくら先輩が、山猫を？」

「そういうこと」

「それは……」

　勝村は、言いかけた言葉を吞のみ込んだ。

　ここからは、あくまで推測に過ぎないが、関本のしている金の腕時計は、おそらく盗聴器になっているはずだ。

　本人の気付かぬうちに、山猫が掏すり替えて細工した。だから、ライターに近づいたとき、ハウリングを起こした。

　そのことに気づかない限り、山猫を捕まえることはできないだろう。

　山猫を追うのなら、さくらに伝えるべきなのだろうが、勝村は、あえて黙っていることにした。

　不謹慎にも、山猫に捕まって欲しくないと願う気持ちがある。

「何をニヤニヤしてるの？」

「何でもないです。それより、さくら先輩、一杯やりませんか？」

　勝村は、返事が無いのを了承と受け取り、カウンターの内側から勝手にグラスとウィスキーを拝借する。

「吞むのは良いいけど、その先輩っての止めて欲しいんだけど」

「嫌ですか？」

「嫌よ」

「なぜです？」

「その呼び方されてると、あたしと勝村の距離は、大学時代のままじゃない」

　さくらが、バツが悪そうに顔を背ける。

　──そういうことは、もっと早く言って欲しかった。

「さくらさん。ウィスキーで良いよね」

　勝村は、返事を聞く前にグラスにウィスキーを注ぎ、カウンターの上に置いた。

　自分でそう呼べと言ったクセに、さくらは、はにかんだような表情を浮かべ、少しだけ頰を赤らめた。

　勝村が見たさくらの表情の中で、たぶん一番かわいい。

「それより、山猫から連絡は？」

　照れ隠しをするように、さくらが話題を切り替えた。

「音おと沙さ汰たなし」

　勝村は、両手を広げて肩をすくめてみせた。

　あの事件には、後日談があった。

　勝村たちが監禁されていたレストランの金庫にあったはずの一億円が、きれいさっぱり無くなっていたのだ。

　犯人は、間違いなく山猫だ。

　山猫は、勝村を助けに来たのか、それとも一億円を盗みに来たのか──。

　その答えは、分からない。分からない方がいいこともある。

「今頃、どこで何をやっているやら……」

　さくらが、グラスに口をつけながら言った。

　今度、街中で山猫とすれ違っても、気付かないだろう。

　山猫が勝村に見せていたのは、素顔ではない。特殊メイクを施した偽の顔だったのだから。

　──本当に、今頃どうしているだろう？

　きっと山猫のことだから、板チョコをかじりながら、ウィスキーをチビチビやっているに違いない。

　あの調子外れの歌を口ずさみながら──。

　感傷にふける勝村は、大変なことを思い出した。

「しまった！　なぜ山猫なのか、訊きくのを忘れた！」




　これが、大きな事件の始まりに過ぎないことを、このときの勝村はまだ知らない──。





了　　









　あとがき







『怪盗探偵山猫』を読んでいただき、ありがとうございます。




　ついに「山猫」を文庫化することができました。

　実は、この作品は、様々な事情により、文庫化が絶望視されていた作品でした。

　私自身、もう二度と「山猫」に会うことはできないと、半ば諦あきらめていました。

　そんな「山猫」を救ってくれたのが、角川書店の担当編集Ｋ氏でした。

　Ｋ氏の熱い魂を受け、「山猫」は「怪盗探偵山猫」として、装いも新たに文庫化することができました。

　三年半ぶりに作品と再会し、私も当時の熱を取り戻し、眠っていたキャラクターたちが再び動き始めました。

　この先どんな事情があろうと、どれだけ時間がかかろうと、生まれ変わった「山猫」は、きっと帰ってくることでしょう。




　山猫は、次にどんな活躍をみせるのか？




　待て！　しかして期待せよ！







平成二十二年　　冬


神永　学　　
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